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図 面 リ ス ト
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■図面リスト

意匠図 構造図 電気設備図 機械設備図

番号 名称 SCALE 番号 名称 SCALE 番号 名称 SCALE 番号 名称 SCALE

D-000 図面リスト NON S-01 構造設計標準仕様書 NON E-01 電気設備工事特記仕様書 NON M-01 特記仕様書 NON

D-001 特記仕様書-１ NON S-02 木質工事特記仕様書１ NON E-02 分電盤負荷表・照明器具姿図 NON M-02 配置図 1/500

D-002 特記仕様書-２ NON S-03 木質工事特記仕様書２ NON E-03 幹線・動力設備図 1/100 M-03 機器・器具・換気計算表 NON

D-003 特記仕様書-３ NON S-04 基礎伏図 1/100 E-04 電灯設備図 1/100 M-04 衛生設備　平面詳細図１ 1/50

D-004 特記仕様書-４ NON S-05 基礎詳細図 1/20 E-05 コンセント設備図 1/100 M-05 衛生設備　平面詳細図２ 1/50

D-005 特記仕様書-５ NON S-06 土台伏図 1/100 E-06 トイレ呼出設備図 1/100 M-06 換気設備　平面詳細図 1/50

D-01 案内図 NON S-07 柱・壁伏図 1/100

D-02 敷地求積図 1/500 S-08 小屋伏図 1/100

D-03 配置図 1/500 S-09 見付面積求積図 1/100

D-04 建物求積図、各室求積図 1/200 S-10 釣り合い算定求積図 1/100

D-05 仕上表 NON

D-06 平面図 1/100

D-07 屋根伏図 1/100

D-08 立面図 1/100

D-09 断面図 1/100

D-10 矩計図 1/30

D-11 平面詳細図1 1/50

D-12 平面詳細図2 1/50

D-13 展開図1 1/50

D-14 展開図2 1/50

D-15 展開図3 1/50

D-16 展開図4 1/50

D-17 展開図5 1/50

D-18 展開図6 1/50

D-19 展開図7 1/50

D-20 天井伏図 1/100

D-21 キープラン 1/100

D-22 建具表-1 1/50

D-23 建具表-2 1/50

D-24 部分詳細図1 1/20

D-25 部分詳細図2 1/20

D-26 部分詳細図3 1/20

D-27 サイン計画図 1/20

D-28 法チェック図 1/50



※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

規格等使用箇所種類の記号

鋼材の材質 （7.2.1）（7.2.10）（表7.2.1）

　切断する個所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

鋼製エンドタブ

改良型スカラップ

鋼材3

エンドタブ

スカラップ

5

4

SS400

BCR295

SSC400

SN490C

SN400B

※構造特記による

※構造特記による

※構造特記による

※構造特記による

※構造特記による

・利用できる　　　　(・無償　　※有償)　　　　※利用できない

構内既存の施設2 工事用水

　規模　　・1号　　・2号　　　・3号　　　・4号　　　・5号

・設けない

・設ける

仮
設
工
事

2 （2.3.1）1 監督職員事務所

3 工事用電力

施工箇所　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下

　・遠心力高強度コンクリート杭

1

地業

既製コンクリート杭

杭長（ｍ）及び種別杭径（mm） 備考セット数継手数

試験杭

本　杭

（4.6.5）

（4.6.2）

床下防湿層4

※再生クラッシャラン　　　・切込み砂利及び切込み砕石

セメントの種類　6章コンクリート工事のセメントの種類による

側壁測定　　・行う（　　　　　　　　　　　　）　・行わない

砂利地業3

（4.5.6）

（4.5.5）

（4.5.4）

（4.5.4）（表4.5.1）

コンクリート杭地業

場所打ち2

　（　　　）種かつ（　　　）Ｎ/mm2  以上

堀削工法　　・アースドリル工法（・安定液使用　・無水堀削）

鉄筋の種類　　5章鉄筋工事の鉄筋の種類による

コンクリートの種別及び設計基準強度

　　　　　　・拡底杭工法（※安定液使用　・　　　　　）

　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）

　　　　　　・リバース工法

　　　　　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　　　　　

（4.3.4～5）

（4.3.6）

（4.3.8）杭頭の処理　　　※切断しない　　　・　

　セメントの種類　6章コンクリート工事のセメントの種類による

　　　　杭周固定液　　・使用する

　　　　H13国交告1113号第6による支持力算定式でα=250程度を採用できる工法

　　　　工法　　・プレボーリング拡大根固め工法　　・中堀拡大根固め工法

　・特定埋込杭工法

施工法

継手　　　　　　建築基準法に基づく指定又は認定を受けた継手を

先端部の形状　　※開放形　　　　　・閉そく平たん形

4

地
業
工
事

（4.3.1～3）

　※高強度プレストレストコンクリート杭

種類

4

杭の杭頭補強

既製コンクリート

鉄
筋
工
事
（
構
造
設
計
標
準
仕
様
に
準
ず
る
）

（5.3.4）

（5.3.5）

（5.2.1）（表5.2.1）

施工箇所 標仕表5.3.6の値に加える寸法（mm）

呼び名（mm）種類の記号

※10　　・　

※D19以上　・　

※D16以下　・　

・SD345

・SD295A

※行う　　　・行わない

・Ａ形　　　・Ｂ形　　　※図示

・柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

　・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

最小かぶり厚さは目地底から算定する。

呼び名19mm以上の柱、梁の主筋　　※ガス圧接　・重ね継手　

最上階柱頭補強5

鉄筋の継手

鉄筋の最小かぶり3

2

5 鉄筋の種類1

土間コンクリート

基礎

※ 24

・ 18

（6.3.2）※混和剤　　・混和材

　　標仕19章内装工事9断熱による。

適用及び適用個所について断熱材兼用型枠11

コンクリートの増打ち厚さ　　※20mm　　

　適用範囲は１１章タイル工事 ３コンクリート素地面の処理による。

　の場合は、モルタルの接着に適した粗面に仕上げる工法を 1.2.2｢施工計画」に

　ＭＣＲ工法又は（15.3.4）(4)による目荒らし工法とする。なお、目荒らし工法

28ｄ

7ｄ

402Ｊ/ｇ以下

352Ｊ/ｇ以下水和熱

（6.3.1）（6.5.4）

（6.3.1）（6.13.2）（表6.3.1）

（6.2.1）（6.4.1～2）（表6.2.1）

（6.2.2）（6.2.4）

設計基準強度Ｆｃ（Ｎ/mm2） 施工箇所

・ 21

コンクリートの類別

レディーミクスト

設計基準強度

普通コンクリートの1

・Ｂ

Ｇ

※Ａ

外装タイル後張り面の躯体表面の処理

アルカリシリカ反応による区分

・高炉セメントＢ種　　　（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全

てに適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

※Ⅰ類　　・Ⅱ類

表面の処理

コンクリート躯体

無筋コンクリート

混和材料

骨材の種類

セメントの種類

8

6

5

4

3

2

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
（
構
造
設
計
標
準
仕
様
に
準
ず
る
）

6

1 鉄骨の製作工場

　工場の性能評価基準」に定める「（　　）グレード」として国土交通大臣から認

鉄
骨
工
事
（
構
造
設
計
標
準
仕
様
に
準
ず
る
）

7 （7.1.3）

・監督職員の承諾する製作工場

入熱、パス間温度の溶接条件

　部鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

　　※図示　　　　　　・　

　

　適用箇所　・図示　　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接

・建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可

　を受けた（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作

製作工場の加工能力

2 施工管理技術者 （7.1.4）適用する

（7.2.2）（7.12.4）

※トルシア形高力ボルト　・JIS形高力ボルト　・溶融亜鉛めっき高力ボルト

高力ボルト6

10 設備工事との取合い 　設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を

11 設計ＧＬ ※図示　　

8 技能士

技能検定の職種適用工事種別

・カーテンウォール施工　・サッシ施工

・サッシ施工　・ガラス施工

・建築板金（内外装板金作業）

ブロック・ALCパネル工事

・アスファルト防水工事作業

カーテンウォール工事

・とび

・左官

・タイル張り

・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

・建築大工

・石材施工（石張り施工）

・ブロック建築　・ALCパネル施工

・型枠施工

・鉄筋施工（鉄筋組立て作業）

石工事

防水工事

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

木工事

左官工事

金属工事

タイル工事

屋根及びとい工事

建具工事

・塗装（建築塗装作業）

・造園

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・ボード仕上げ工事作業　・表装（壁装作業）

塗装工事

内装工事

植栽工事

（1.5.2）

・塗膜防水工事作業

（1.4.2）

は、次の（１）～（６）の事項を満たすものとする。

　（1）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

材料の品質等

　（2）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（4）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

　（5）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（6）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　（3）安定的な供給が可能であること

性能を有するものとし、ＪＩＳ及びＪＡＳマークの表示のない材料及びその製造者等

　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有するこ

との証明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会　他）が発行する資料等の写

しを監督職員に提出して了承を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承

し、同等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

諾を受けた場合はこの限りではない。

6

　仕様書（建築工事編）（最新版）」（以下、「標仕」という。）及び、同「建築工事監理指針（最新版）」

（1）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準

1．共通仕様

Ⅲ

（6）Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」の特定調達品目を示す。

 　　　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（2）特記事項は、　 印の付いたものを適用する。

　　　　 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

（3）特記事項に記載の（　　　　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（4）特記事項に記載の（別　　　）は（5.3.7）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

（5）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

（1）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

2．特記仕様

建築工事仕様

1 建具工事

型枠工事

Ⅱ

土工事

3

2

直接仮設工事

4

地業工事

5

鉄筋工事

6

コンクリート工事

7

8

防水工事

9

10

タイル工事

11

12

木工事

13

屋根及び樋工事

14

金属工事

左官工事

15

16

雑工事17

塗装工事

内外装工事

　ただし、他の工事種目は全て今回工事範囲とする。

※「3．工事種目」全てを工事範囲とする。

工事範囲

・「3．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。

工事種目 図示の内容全て

道路

下水の放流形式

構造・階数

棟数

工事の種類

建物の主要用途

容積率

建蔽率

敷地面積

用途地域

建築面積

延べ床面積

敷地所在地

都市計画区域

防火指定

その他の地域地区

消防法の無窓階の有無

新築工事

全階有窓階

２００％

指定なし

１

公共下水道

都市計画区域内

　６０％

休憩所、公衆便所（08 3 1 0）

木造　平屋建て

１４５．５９㎡

Ⅰ 工 事 概 要

旧市役所跡地多目的広場トイレ等建設工事 設計図

山梨県山梨市小原西字中島951-1、他12筆

第二種住居地域

一
般
共
通
事
項

5

4

3

（1.3.11）※現場説明書による　・構外搬出適切処理発生材の処理等

職務を補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　・要　　　・不要

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の電気保安技術者

（1.1.4）※適用する2 工事実績情報の登録

・工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修　最新版）1 適用基準等

30

　・積雪区分　平12建告第1455号　別表（　　）

　※地表面粗度区分　　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

　※風速　V＝（　　　）m/s（平12建告第1454号第2）

建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

　【山梨県建築基準法施行細則第5条の3　55㎝】

該当する材料ホルムアルデヒド放散量

　　　

　ｆ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデ

　ｄ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデ

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデ

　ｂ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ａ．接着剤等不使用

③下記表示のあるJAS規格品

②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大

①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

第三種

規制対象外

①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大

化学物質を放散させる建築材料等環境への配慮

　　本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に定める所要の品質及び性能を

　有するものとし、次の（１）から（５）を満たすものとする。

　（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、

　　　　壁紙は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものと

　　　　

　（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、

　　　　放散が極めて少ない物とする。

　（３）接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有

　　　　しない難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン

　　　　及びエチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

（1.4.1）

（1.3.3）

　　　ヒドを放散しない材料使用

　　　ヒドを放散しない塗料使用

　　　ヒドを放散しない塗料等使用

敷地条件

7 特別な材料の工法 　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定

（3.2.3）（表3.2.1）

（3.2.5）

埋戻し及び盛土1

2

種別　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種　　　・Ｄ種

　　　・建設汚泥から再生した処理土　　　　Ｇ土
工
事

3

※現場説明書による　　・構外搬出適宜処理

・構内指定場所に堆積　・構内指定場所に敷き均し

建設発生土の処理

（4.3.3）

6

7

8

9

帯筋

壁開口部の補強

梁貫通孔の

機械吊上げ用

圧接完了後の試験10

※Ｈ形（□は除く）　　　

一般壁　　・Ａ形　　　・Ｂ形　　　※図示

耐震壁　　※図示

※Ｈ形　　・ＭＨ形　　・Ｍ形

・Ａ種　　・Ｂ種　　　・Ｃ種　（　　　　ヶ所）

※超音波探傷試験　　　・引張試験 （5.4.10）

　　 （以下、「監仕」という。）による。

章 項　　目 特　　記　　事　　項

1

　　　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上塗材及び

　　　　する。

　臣認定品

　臣認定品

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものと

する工法とする。

・合成ゴム系シート防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・自動ドア施工

・ガラス施工

9

以下の濃度であることを確認し、測定結果報告書を監督員に提出すること。

（1.5.9）

後、再度測定を行う。）

（測定結果が指針値を超えた場合は、発生源を特定し、換気などの措置を講じた

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、化学物質の濃度測定

測定対象箇所（室）　　　・図示　　　・　

測定はパッシブ型採取機器により行う。

着工前の測定　　　・行う

報告の様式等については（　建築工事監理指針　最新度版　）による。

測定対象化学物質

0.08 ppm（   100μg／m3)

0.07 ppm（   260μg／m3)

0.05 ppm（   220μg／m3)

0.20 ppm（   870μg／m3)

0.88 ppm（ 3,800μg／m3)

スチレン

エチルベンゼン

トルエン

ホルムアルデヒド

キシレン

厚生労働省の指針値（25℃の場合）

エチルベンゼン、スチレンの５物質について測定し、厚生労働省で定める指針値

受ける。

構内既存の施設

　　　　　　　　使用してもよい。

厚さ

補強形式

フック

〇
〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇

〇〇

〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

・利用できる　　　　(・無償　　※有償)　　　　※利用できない

〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

　よる品質計画で定める。また、粗面の状態は、監督員の承諾を受ける。

□

〇

〇

〇

〇

〇

　定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場。

※ＪＩＳ規格による

□

〇

（別2.1）

（別2.2）

（7）特記事項に記載の【　　　】内表示番号は、監指の当該項目、当該図又は当該表を示す。

特 記 仕 様 書 - １

NON
Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ

樋 沢 建 築 設 計 事 務 所
〒400-0802

一級建築士事務所

一級建築士　登録

登録番号

ＨＩＺＡＷＡ

ＡＲＣＨＩ ＴＥＣＴＵＲＥ 第140820 Ｎo．樋　　澤　　博　　次 D -001
Ｄ Ａ Ｔ Ｅ

Ｓ Ｕ Ｂ Ｊ Ｅ Ｃ Ｔ

(梨)第1-071190

山　梨　県　甲　府　市　横　根　町　83　-　1

〇 完成時の提出図書12 ※完成図（黒表紙金文字入り製本　A4版二つ折り　2部）

※完成図CADデータ（CD）（JWW、SFC）

・施工図

・保全に関する資料

　保全に関する資料の内容は監督員と協議の上、決定すること。

（1.7.2）

　提出部数　※　　部　　・　　部

　提出部数　※　　部　　・　　部

（1.7.3）

〇
〇

〇 工事写真及び13

完成写真

下記のものを監督職員へ提出する。

　ただし、原板は撮影業者の保管とする。

・カラー

提出部数 原板の大きさ(㎜)分類・規格 撮影箇所数

※キャビネ版 外部（4）内部（各室） ※1部 ※100×125以上

※1部外観正面（※1）
〇

　電子データは、RGB（フルカラー）、JPEG形式最高画質とし、CD-Rにて提出する。

　撮影業者は、建築完成写真の撮影実績がある者で、監督職員が承諾する者とする。

スランプ

・15　

※15　※18

・15　※18

7 外部に面するコンクリート打放し仕上げ（仕上塗材、塗装等の仕上げを型枠材料

行う場合を含む。）の打増し厚さ

（6.8.1）

　※20mm　・図示     

〇

ひび割れ誘発目地

　※図示　・監督員の指示による

 (6.8.3)(11.3.5)(15.3.4)

〇9 コンクリート表面

の仕上り状態

打放し仕上げの種別 

種類

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

施工箇所

　化粧打放し仕上面

　打放し補修下地部

　基礎部

(表6.2.4)

〇
　※Ａ種の場合は、型枠・セパ穴の割付図を作成し、監督職員の承諾を得る。

適用箇所：　※標仕6.14.1(4)による　・下表による　・図示による

スランプ

・18　・21

施工箇所設計基準強度Ｆｃ（Ｎ/mm2）

・捨てコンクリート ※15　※18

(6.12.1)・適用する　※適用しない寒中コンクリート10

〇

〇

〇 〇

１３４．６７㎡

・18〇〇

〇

旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事

硝子工事



AOQL    ※4.0％　　　　・2.5％7 溶接部の試験

検査水準       ※ 第6水準　　　・ 図示

（7.6.12）

（7.6.12）（表7.6.2）

※ 標仕7.6.11（b）による

試験方法

 ・ 放射線試験

 ・ マクロ試験

 ・ 図示

 ※ 超音波探傷試験 完全溶込み溶接部

試験箇所試験の種別

ルーフドレイン　・ステンレス製　※鋳鉄製　・アルミニウム製

・Ｘ－２Ｈ

NON
Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ

樋 沢 建 築 設 計 事 務 所
〒400-0802

一級建築士事務所

一級建築士　登録

登録番号

ＨＩＺＡＷＡ

ＡＲＣＨＩ ＴＥＣＴＵＲＥ 第140820 Ｎo．樋　　澤　　博　　次 D -002
Ｄ Ａ Ｔ Ｅ

Ｓ Ｕ Ｂ Ｊ Ｅ Ｃ Ｔ

(梨)第1-071190

山　梨　県　甲　府　市　横　根　町　83　-　1

〇

　　　　・JIS A 6021屋根用ウレタンゴム系高伸長形、高強度形

【9.8.3】

施工箇所　　※図示　　　　・

仕様　　・JIS A 6021屋根用ウレタンゴム系高強度形

ゴム系塗膜防水

6 超速硬化ウレタン

〇

〇

〇

・メーカー推奨工法による

　する）

・

・

・・

・

・・

・

・・

・

・・

・

・・

・

・・

・

・・

・

・・

・

・ 〇〇〇〇

〇

種 類

〇

※ 7以上　・ 10以上

※10以上　・ 20以上

　防水(常温工法)

・Ｄ　・Ｄ－Ｒ

・Ｔ　・Ｔ－Ｒ

工法

　　　　　　　　　・ガルバリウム鋼板　JIS G 3322

900×600トイレ　床

・ 引張接着性試験（部位　　　　　　　　　　）

※ 簡易接着性試験

（9.7.5）接着性試験

※10以上　　　・深さ（㎜）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地箇所 左記以外

シーリング目地の寸法

幅（㎜） ※20以上　　　・

建具枠周囲、仕上げなしの箇所

上記以外の全てポリウレタン系（ＰＵ-２）

変性シリコーン系（ＭＳ-２）

・下記による

※ 被着体に応じたものとし、標仕表9.7.1を標準とする

・縁甲板 ※ひのき　　　　・　床板

※規制対象外　　・第三種

12

木
工
事

下張り用床板

行う箇所（外周部の間柱　GL+1000まで）

防腐、防蟻処理の種類、品質

　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

※無し

ホルムアルデヒドの放散量※合板張り

※単層フローリング（標仕19.5.2による）

・有り

フローリング及び縁甲板張り床　　　

防腐処理　※行う（※図示　　・　　　　　　　　　　）

防蟻処理　・行う（※図示　　・　　　　　　　　　　）

2

4

3

5

6

接着剤

施工一般

床板張り

防腐・防蟻処理

（12.2.2）

（12.3.1）

（12.3.1）

（12.6.1）（表12.6.1）

3 とい （13.5.2）（表13.5.1）

材　　　種　　　　※配管用鋼管　　・硬質塩化ビニル管

鋼管製といの防露　※標仕表13.5.3による　　　

防露材のホルムアルデヒド放散量

※　規制対象外　  ・第三種

（13.5.3）（表13.5.3）

　　　　　　　　　・ステンレス　JIS G 4305　　・アルミ押出成形品(　　　　　)

掃　除　口　　　　※有り　　　　　・無し

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

11

タ
イ
ル
工
事

適用 Ｇ

再生材の

備考特注標準

色役物

なしあり陶器磁器

きじ形状寸法

（mm）

保水率

（％）

単位容積質量

（ kg/l ） 温冷繰返し後標準時

0.40以上0.60以上1.80程度70.0以上

種　別 適用タイル タイル型枠先付け面のせき板

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　）

躯体表面の処理　・行わない　　※行う（施工範囲　※図示　・　　　　）

　タイルの試験張り　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　）

・小口タイル

・二丁掛タイル

・大型タイル 　金属製タイル先付け用パネル

※標仕6.9.3［材料］（b）（2）又は

 ※ タイルシート法

 ・ 目地桝工法

 ・ 桟木法

タイルの種類

せっ器 施ゆう無ゆう

うわぐすり

接着強さ（N/m㎡）

躯体表面の処理方法　ＭＣＲ工法又は目荒し工法（６章コンクリート工事）

施工箇所

既成調合モルタル（仕上げ表の仕様により合成樹脂を添加する）

　下地モルタル塗り　※標仕15.2.2～15.2.5（仕上げ表の仕様により合成樹脂を添加

1

2

3

4

陶磁器質タイル

張り付け用材料

壁タイル張りの工法

陶磁器質タイル型枠

先付け工法

（11.2.1）

（11.3.3）（表11.3.2）

（11.1.4）

長さ変化率

（％）

0.20以下

（N/m㎡）

曲げ強さ

4.0以上

（11.2.3）

外装タイル　※密着張り　　・マスク張り　　・メーカー推奨工法による

内装タイル　※壁タイル接着剤張り　・積上げ張り

天然石張り1

石
工
事

10

表面仕上げ　　※本磨き　　　　・　

種石の種類　　※大理石　　　　・　

　ドレインパイプ　　※ステンレスSUS304　　・　

　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法）

形状・寸法　　※図示

屋内のワックス掛け　　・行う

床石張りの裏面処理　　・行う

　裏打ち処理　　　　　・行う

　・乾式工法

　工法

内壁石張り

・乾式工法

・外壁湿式工法（※流し筋工法　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　裏打ち処理　　　　・行う

　石裏面処理　　　　・行う（・小口共）

工法

外壁石張り

石の種類・表面仕上げ

仕上げの種類厚さ（mm）産地・名称施工箇所

（10.2.1）（表10.2.1～2）

（10.2.1）（表10.2.2）

（10.3.2～3）（10.5.2～3）

（10.4.2～3）（10.5.2～3）

（10.6.2～3）

（10.1.5）

2 テラゾ張り

3 壁の石張り工法

4 床及び階段の石張り

シーリング5 シーリング材の種類、施工箇所

シーリング材の種類（記号） 施工箇所

（9.7.2）（表9.7.1）

塗膜防水

防水

ルーフィングシート

合成高分子系

4

3

防
水
工
事

1 アスファルト防水

※1.2　・1.5　

・Ｘ－２

・Ｘ－１

・ＢⅠ－２

・Ｄ－２

・Ａ－２

※ＡⅠ－２

・Ｓ－Ｍ３

・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｆ１

※1.2　・　

※1.5　・　

備　考施工個所種　別

仕上げ塗料塗り

　・シルバー

　・カラー

・非歩行

※非歩行

種　別 施工箇所

使用分類仕上げ塗料塗り施工箇所厚さ（mm）種　別

9 （9.2.2～3）（表9.2.3～9）

（9.4.2～3）（表9.4.1）

（9.5.2～4）（表9.5.1～2）

※2.0　・1.5

※1.5　・2.0

・ 設ける　材質（　　　　　　）　　設置数量（　　　　㎡当たり１箇所）

・Ｙ－２

・Ｙ－１ Ｙ－２工法の保護シート

脱気装置

※適用する　・適用しない

・Ｅ－２

1階屋根、屋上

シート防水

改質アスファルト2

・ＡＳ－１　・ＡＳ－２種　別

施工箇所

（　　　　　）厚　さ

（9.3.2～3）（表9.3.1～3）

アスファルト　　　※３種　　　・４種 

断熱工法の断熱材　　厚さ（mm）　※25　　・　

・ 乾式保護材　　　※押出成形セメント板（厚さ　15mm）

立上り部の保護

　　　　　　　　　　ただし、特定フロンを含まないもの。

（9.2.2）

（9.2.5）

・改質アスファルト 地盤面下打ち継ぎ部分

床型枠用鋼製デッキプレートを使用したコンクリートスラブ

・　　　　　

8

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

種　類

　　　　　　・無し

耐火性能　　・有り（　　　　　）

※Ｆ　・Ｆ－Ｒ

・Ｔ　・Ｔ－Ｒ

・Ｄ　・Ｄ－Ｒ

※Ｆ　・Ｆ－Ｒ

・間仕切パネル

・外壁パネル

・床パネルの耐火性能（・1時間　・2時間）

・1180　・1960

・980

・2350　・3530・床パネル

・屋根パネル

・外壁パネル

※標仕表8.3.1及び下表による

※空洞ブロック16　・空洞ブロック16－Ｗ

工法種別幅（mm）厚さ（mm）表面形状種　類

２ｍを超える

２ｍ以下

・　　　　　

・150

・120

・間仕切壁　・地下二重壁　・外壁

・塀

・衛生配管用裏積みブロック　　　

高
さ

厚さ（mm）適用箇所

（8.2.2）

（8.3.2）

（8.5.2～4）（表8.5.1～2）

単位荷重（Ｎ/ｍ2）

※100　・　

厚さ（mm） 取付け工法種別

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・100　・150 ※標仕8.4.6による

（8.4.2～5）（表8.4.2～4）

・間仕切壁ﾊﾟﾈﾙ ※100　・　

・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

※100　・120

※薄肉パネルは材料製造所の指定する工法による

2

ブロック帳壁及び塀

ブロック造

補強コンクリート1

コンクリート

4

3 ＡＬＣパネル

押出成形セメント板

（ＥＣＰ）

・100(半割含む)

・150　・125(リブ)

・ 20 ・ 300 ・Ａ種

・Ｂ種

・Ｂ種

・Ｃ種

※Ａ種　　　・Ｂ種

・構造用アンカーボルト　（※図示　　　・　　 　　　　　）

・建方用アンカーボルト　（・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種） （7.10.3）（表7.10.1）

（7.2.9）（7.10.3）（表7.10.2）

（7.9.2～7）

9

8

アンカーボルトの

保持及び埋込み工法

10 柱底均しモルタル

無収縮モルタル

所要性能及び適用構造部位

・耐火板張り

 ・ ラス張りモルタル塗り

 ・ 乾式吹付けロックウール

 ・ 半乾式吹付けロックウール

 ・ 湿式ロックウール

　吹付け

 ・ 耐火材

種　　別

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有す

JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通または早

セメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミ

るもので、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

ネート等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

強ポルトランドセメントとする。

（セメント＋混和材）：砂＝1：1

（各重量比）

混和材

セメント

砂

配合比

無収縮モルタルの品質及び試験方法

１）日本道路公団規格（ＪＨＳ）「無収縮モルタル品質管

２）塩化物量は、JIS A 5308「レディミクストコンクリー

練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2.0％以下

　　ト」付属書5（規定）「フレッシュコンクリート中の水

0.30kg/m3 以下

材齢28日 　 3.0Ｎ/mm 以上

材齢28日 　45.0Ｎ/mm2以上

材齢3日　　25.0Ｎ/mm2以上

Ｊロートによる流下時間

　　の塩化物イオン濃度試験方法」による。

練混ぜ完了から3分以内の値は 　8±2秒

終結時間　　10時間以内

凝結開始時間　　1時間以上

材齢7日　　収縮しないこと

　　理試験方法」312-1992による。

圧縮強度

凝結時間

ブリージング

コンシステンシー

試験方法

付着強度

塩化物量

無収縮性

素地ごしらえは、JIS H 9124溶融亜鉛めっき作業指針による。

適用部位

最低板厚6mm以上の形鋼、鋼板

最低板厚3.2mm以上、6mm未満の形鋼、鋼板

最低板厚1.6mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

普通ボルト、アンカーボルトC種

B種

A種

材　　料亜鉛めっきの種別

溶融亜鉛めっき工法11 （7.12.4）（表14.2.2）

耐火被覆

山高（　　　　　　）　山ピッチ（　　　　　　）

・ポリカーボネート

（13.3.2～3）（表13.2.1）折板葺2

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯

形状（mm）

※有り（種別：　　　　　　　　厚さ：　　　mm）　・無し

形　　　式

材　　　料

断　熱　材

（規格等）

軒先面戸板 ※有り　　・無し

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

板厚※0.6　・0.8　・1.5

（CGLCCR-20-AZ150）

 ・ ＪＡＳによる造作用針葉樹製材　・下表による(寸法、形状は図示)　・図示　・　

保存処理等含水率等級樹種使用部位

窓枠、廻り縁、見切縁 杉

〇

ラワン

使用部位 表板樹種名 接着の程度 板面の品質 処理等

・「合板の日本農林規格」による普通合板　・下表による(寸法、形状は図示)　・図示　・　

厚さ(㎜)

等級厚さ(㎜) 処理・強度等板面の品質接着の程度表板樹種名使用部位

※12野地板 針葉樹

※5.5 ※1類 広葉樹　　　　　

※特類 ※2級

使用部位 樹種 見付け材面

 ・ 「集成材の日本農林規格」による造作用集成材　・下表による(寸法、形状は図示)　・図示　・　

見付け材の品質

※C-D以上

（12.2.1）

 ※ F☆☆☆☆又は標準仕様書12.2.1(1)(ｳ)(b)による

・

備考

木材

接着剤のホルムアルデヒドの放散量

※F☆☆☆☆　　・
〇

　－亜鉛合金めっき ※0.5・瓦棒葺き
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屋
根
及
び
と
い
工
事

屋根葺形式 長尺金属板の種類 板厚（mm）

　鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

※塗装溶融55％アルミニウム ※0.4　

1 長尺金属板葺 （13.2.2～3）（表13.2.1）

・横葺き

・立平葺き

・その他(縦馳葺き)

・1.0

□

〇

(・ VP　　・ VU　）〇 〇

※2級

〇

杉胴縁・野縁 ※A種・1級

使用部位 樹種 等級 含水率 保存処理等

 ・ ＪＡＳによる下地用針葉樹製材　・下表による(寸法、形状は図示)　・図示　・　

・B種

・B種

※A種

上框

〇

〇

〇

〇

〇

・B種

使用部位 樹種 等級 含水率 保存処理等

・ ＪＡＳによる広葉樹製材　・下表による(寸法、形状は図示)　・図示　・　

 ・ ＪＡＳ以外の製材　・下表による(寸法、形状は図示)　・図示　・　

防虫処理含水率材面の品質(造作材)樹種使用部位

・ B種

・特等

・1等

・2等

〇

桧

杉

※A種

・B種

 (注)  上小節及び小節の品質基準は、JAS 1083-2（製材－第２部：造作用製材）

　　　［3.1 材面の品質］に基づく品質基準による。

・ B種

※ A種

※A種

※ A種

※1等　・2等

※1等　・2等

備考見付け材の品質

 ・ 「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材　・下表による(寸法、形状は図示)　・図示　・　

見付け材面樹種使用部位

使用部位 樹種 見付け材面

・ 「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材　・下表による(寸法、形状は図示)　・図示　・　

見付け材の品質 備考

※1等　・2等

・天然木化粧加工 

防虫処理表面の品質

・ JASによる造作用単板集成材　・下表による(寸法、形状は図示)　・図示　・　

化粧加工使用部位

使用部位

・ JAS以外の造作用単板集成材　・下表による(寸法、形状は図示)　・図示　・　

含水率

※14％

・有り

・無し ・1等 ・2等 ・3等

・有り ・塗装加工　　　 

・有り

・無し

・有り

化粧加工

・塗装加工　　　 

・1等 ・2等 ・3等

表面の品質

・天然木化粧加工 

防虫処理

※2等以上 ・1等

針葉樹 ※C-D以上

耐力壁 ・1級・1類針葉樹 ・9

・2類

〇
〇

・1類 ・1級

※C-D以上※2級※特類

使用部位 表板樹種名 接着の程度 板面の品質 処理・強度等等級

・「合板の日本農林規格」による構造用合板　・下表による(寸法、形状は図示)　・図示　・　

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板 ・下表による(寸法、形状は図示)　・図示　・　

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板 ・下表による(寸法、形状は図示)　・図示　・　

含水率 備考接着の程度表板樹種名使用部位

※1類 ※12％以下

・2類

防虫処理

・適用する　

・適用しない

使用部位

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板 ・下表による(寸法、形状は図示)　・図示　・　

厚さ(㎜)

厚さ(㎜)

厚さ(㎜)

・適用しない

・適用する　

防虫処理

・2類

・オーバーレイ※1類

表板樹種名 接着の程度 化粧加工の方法

・プリント

・塗装

耐水性曲げ強さ

※13タイプ ・MR1(M)

・2類

厚さ(㎜)

・JISによるパーティクルボード　・下表による(寸法、形状は図示)　・図示　・　

使用部位

※15

・MR2(P)

備考

備考

備考使用部位

・JASによる構造用パネル　・下表による(寸法、形状は図示)　・図示　・　

厚さ(㎜)

・1級　・2級　・3級　・4級

等級

表裏の状態による区分厚さ(㎜)

・JISによるミディアムデンシティファイバーボード(ＭＤＦ)　・下表による(寸法、形状は図示)　・図示　・　

使用部位 曲げ強さによる区分 接着剤による区分 難燃性による区分

軒天・天井・外壁

〇

〇

材料のホルムアルデヒド放散量

〇

〇 木材のうち、桧、杉、からまつは山梨県産材とする。 （12.1.2）1 基本要求品質

構造材、羽柄材

旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事

特 記 仕 様 書 - ２

TOTO：ﾊｲﾄﾞﾛｾﾗ･ﾌﾛｱ同等品

※適用する

・適用しない

〇



・ ＢＣ-２種　着色陽極酸化塗装複合被膜

・ ＢＢ-２種　着色陽極酸化塗装複合被膜

・ ＢＣ-１種　無着色陽極酸化塗装複合被膜

・ ＢＢ-１種　無着色陽極酸化塗装複合被膜

・ ＢＡ-２種　着色陽極酸化塗装複合被膜

左
官
工
事

〇

〇

〇

　内部　※Ｅ種　・Ａ種

仕様による。

たり部等の役物

の

厚さ（mm）

（14.2.1）（表14.2.1）

・ 図示
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金
属
工
事

表面処理方法 種　別 施工箇所

混合割合 凝結時間 曲げ及び圧縮強度比 吸水比 透水比

全固形分（％） 吸水量（ｇ） 接着強度（Ｎ/m㎡） 界面破断率（％）

種　　類

施工箇所種　　類

備　　考固定間隔表面処理呼称肉厚(mm）種　類

※ ＨＬ程度

・ 鏡面仕上げ

下記以外の見え掛かり全て

・Ａ種溶融亜鉛めっき

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

電気亜鉛めっき

・ 250形

・ 350形

隅角部及び突当固定方法及び

間隔は品質計

画で定めたも は本体製造所の

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける（施工箇所は図示）

・ タラップ

・ 鉄

※ ステンレスSUS304

・ 手すり 

・ 鉄

※ ステンレスSUS304

吸水調整材

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

膨張性のひび割れ及びそりがないこと。

セメント重量の

始発　1時間以上5％以下

95％以下

終結　10時間以内

JIS R 5201の試験において 70％以上 80％以下

2.0以上

表示値±1.0 0.98以上 50以下30分で1ｇ以下

種　　別 施工箇所

・ No.２Ｂ程度

・ ＢＡ-１種　無着色陽極酸化塗装複合被膜

1

2

3

6

7

8

2

ステンレスの表面

仕上げ

アルミニウム及び

鉄の亜鉛めっき

アルミニウム合金

の表面処理

金属成形板張り

モルタル塗り材料

手すり及びタラップ

アルミニウム製笠木

（14.2.2）（表14.2.2）

（14.6.2）（表14.2.1）

（14.7.2）（表14.2.1）（表14.7.1）

（15.3.2）

（15.3.2）

寸法（mm）製　法 材　種形　　状 表面処理

・ パネル形 ※プレス

・ロール

・押出し・ スパンドレル形 ※アルミニウム製

14

建具

2.0以上

2.0以上

・ 200形

2.0以上

2.0以上

亜鉛めっき　内外部　※Ｃ種

　　　　　　　　　　・Ａ種

※研磨無し　・　

※ＨＬ程度　・鏡面程度　　　・　

材料の種別 表面処理

※塗装

・亜鉛めっき　外部　※Ａ種

・ 400形

・ 500形

・マットスイッチ　　・電子マットスイッチ

・アルコール消毒連動スイッチ

・ 100

・装飾フィルム(飛散防止フィルム)

吊金物　　・建具表による

建具用金物　・建具表による

（16.13.2～3）

（表16.12.2）

（16.12.4）

（16.12.3）

（16.12.2）（表16.12.1）

（16.11.2）

（16.11.2）（表16.11.1）

（16.11.2）

（16.14.3）

（16.14.2）（表9.7.1）

（16.14.5）

（16.14.2）

（16.8.2）

（16.4.6）（16.5.6）

（16.8.4）

（16.7.2）

（表16.7.3）

（16.7.2）

防火性能

　・フロアヒンジ

かまち戸の樹種　　かまち（　　　　　　　　　）

ふすまの上張り　　

　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）　　 ・鳥の子

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの

　※規制対象外　　・第三種

マスターキー　※製作する　・製作しない

　錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

　なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を

　・丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

　・ピボットヒンジ

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

ステンレス製

※シーリング材　・ガスケット（FIX部はシーリング材）

※シーリング材

※ガラス飛散防止フィルム　　 第2種

品質　JIS A 5759による　　

　会JASS 17ガラス工事「3.1納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料

　　標仕16.13.3 以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学

※建具表による

・ガラスブロック　 標仕16.14.5による

・有り

※無し

・長方形

※クリア

ガラス留め材

　防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

鋼製及び鋼製軽量

アルミニウム製

開閉形式　　　　※手動式　・上部電動式（手動併用）

　・シャッターの二段降下方式

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない　　

危害防止機構

　※障害物感知装置（自動閉鎖型）

開閉機能　　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　

耐風圧性能　　（　　　　　）Ｎ/㎡

・一般重量シャッター

・外壁用防火シャッター

・屋内用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

耐風圧性能（　　　　　）Ｎ/㎡

耐風圧性能（　　　　　）Ｎ/㎡

・ファイバーグラスタイプ

・アルミニウムタイプ

※スチールタイプ

・電動式

※バランス式

・チェーン式

耐風圧性能　　（　　　　　）Ｎ/㎡

・正方形

スラット　材質　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　　・鋼板

　　　　　形状　※インターロッキング形　　　・オーバーラッピング形

ガイドレール等　※鋼板製　・ステンレス製SUS304（厚さ1.5mm）

　を監督職員に提出する

性能値張り面名　　称

材　　　種建具の種類

色調厚さ（mm）呼び寸法（mm）表面形状

シャッターの種類

セクション材料 開閉方式

8

12

13

14

11

16

15

ガラス留め材及び溝

ガラス用フィルム

オーバーヘッドドア

木製建具

建具用金物

ガラス

重量シャッター

軽量シャッター

7

・溶融亜鉛めっき鋼板

※ステンレス鋼板

　（SUS304）

ガイドレール

・バーチカル形

・ハイリフト形

・スタンダード形

・ローヘッド形

収納形式

　※規制対象外　　・第三種

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

防火材料の指定

　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

6

5

4

3

鋼製軽量建具

鋼製建具

網戸

ステンレス製建具

9 自動ドア開閉装置

耐風圧性の適用は建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

曲げ加工　　※普通曲げ　・角出し曲げ（補強あり）

特定防火設備の戸　　・適用あり

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

耐風圧性の適用は建具表による

特定防火設備の戸　　・適用あり

網の種別　※ガラス繊維入り合成樹脂製　・合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

形　　式　※外部可動式　・固定式

防虫網

表面仕上げ　※ＨＬ程度　・鏡面仕上げ　・　

開閉方法 センサの種類

・熱線スイッチ　　　・光電スイッチ

・非接触スイッチ(手かざし)　　・音波スイッチ

・スイングドア

※スライデイングドア

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

（16.2.3）

（16.4.2）（表16.4.1）

（16.5.2）

（16.6.4）

（16.6.5）

（表16.6.1）

（16.9.2～3）（表16.9.1～3）

（16.2.2）（16.2.4）（表16.2.1）

（16.1.4）

※図示　　　・　

※図示　　　・　

Ｗ－５Ａ－４Ｓ－６

Ｓ－５

Ｗ－４Ａ－３Ｓ－４

・特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　）

外部に面する建具

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ種 ※ 70 

施工箇所枠見込み（mm）水密性気密性耐風圧性種　別

建
具
工
事

16

アルミニウム製建具

見本の製作等

2

1

10 品質規格　　　※標仕表16.10.1による

　　　　　　　・製造所標準仕様による

（16.10.2～3）自閉式上吊り

（15.6.2）（表15.6.1）

・内装薄塗材Ｃ

・砂壁状じゅらく

・防水形複層塗材ＲＥ

・内装薄塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｌ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｓｉ

・防水形複層塗材Ｅ

・軽量骨材

・こて塗用軽量塗材

・吹付用軽量塗材

・京壁状じゅらく　

・複層

・防水形複層塗材ＣＥ

・複層塗材ＲＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・内装薄塗材Ｗ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材ＣＥ

・外装薄塗材Ｓ

・外装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・薄付け

仕上げの形状呼び名種類

仕上塗材仕上げ5

映像調整　※行わない　・行う

1

ウォール

メタルカーテン

※部材が損傷せず、破損

　等の破損もないシーリ

　脱落もしない。ガラス

（17.1.3）

（17.1.3）

（17.3.3）（表17.3.1）

（9.7.2）（17.3.2）（表9.7.1）

　　　　　・正圧　　　Ｎ/㎡以上及び負圧　　　Ｎ/㎡以上に対して安全であること。

　　　　　　　　垂直方向（ＫＶ）　※0.5　　・　

　設計用震度　　水平方向（ＫＨ）　※1.0　　・　

シーリング材料

断熱材　　※適用しない

表面仕上げ　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

カーテンウォール板間目地

耐風圧性能

耐火材料

・パネル目地部

・層間ふさぎ

・取付けブラケット

・ファスナー部

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

製品の寸法許容差　※標仕表17.3.1による

　下記以外は標仕表9.7.1による　

　　　　　・適用する　（種類：　　　　　　厚さ（mm）　　：施工箇所　※図示）

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた風圧力に

耐震性能

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

※±（1/100）×h以上　

※±（1/200）×h以上　

鉄骨造

　　　　　　対して安全であること。

状　　態層間変位量（h＝支点間距離）建物の構造種別

規格等種　　別施工部位

耐久性による区分

シーリング材の種別

主成分による区分記　号施工箇所

17

（14.2.3）（表14.2.2）

（17.3.2）

（17.1.3）

（17.1.3）

（17.1.3）

（17.1.3）

（17.2.3）（表14.2.1）

（17.2.3）（表17.2.1）

（17.2.2）

（17.2.2）

（9.7.2）（17.2.2）（表9.7.1）

（17.2.2）

・Ａ－２種　　・Ｂ－２種

・Ａ－１種　　・Ｂ－１種

たわみ量 状　　態

状　　態建物の構造種別 層間変位量（h＝支点間距離）

Ｖ

Ｈ

　　　　　　　　垂直方向（Ｋ　）　※0.5　　・　

　設計用震度　　水平方向（Ｋ　）　※1.0　　・　

鉄筋　　※SD295A　　・　

※Ｅ種　　・　

※Ｅ種　　・　

※Ｅ種　　・　

※Ｅ種　　・　

※Ｅ種　　・　

２次ファスナー

気密性　　・Ａ－３　　・Ａ－４　　・　

水密性　　・Ｗ－４　　・Ｗ－５　　・　

・4ｍを超える

※4ｍ以下　

　・バックマリオン方式 （・単純２辺支持構法　・ＳＳＧ構法）

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS14による。

　・小型パネル組み合わせ方式 （・ノックダウン方式　　・ユニット方式）

　・パネル方式

シーリング材及びガラス取付け材料

ガラス

石、タイル

ガラス

ガラス

金属

構造用ガスケット　※適用しない

　　　　　　　　　・適用する（施工箇所：図示　　　　　　　　　　　　　　）

断熱材　　　　　　※適用しない　

アルミニウムの表面処理

・着色塗膜 塗装材料（　　　　　　　　　）焼付け方法（　　　）コート

※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー　・　

無着色

耐風圧性能

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

製品の寸法許容差　※標仕表17.2.1による

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた風圧力に

　下記以外は標仕表9.7.1による

※アルミニウム製

カーテンウォール方式

　・スパンドレル方式

　・方立方式

※標仕16.2.3のアルミニウム製建具の材料による

カーテンウォール材料の種類

　　　　　　　　　・適用する（種類：　　厚さ（mm）　　：施工個所※図示　）　

主要部材のたわみ

※各部の破損、残留変形

　有害な変形が起こらないこと

耐震性能

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

※部材の脱落、ガラスの破損及

　起こらない

耐火性能　※適用しない　　・適用する（　　　時間、施工箇所：図示）

鉄骨造

製造所　　　性能等の確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

※±（1/200）×h以上　

※±（1/150）×ｈ　

コンクリートの種類及び品質

取付け用金物の表面処理（鉄の亜鉛めっき）及び材質

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS 14による。

　・下表による。ただし、下表以外は標仕17.3.2による。

　※標仕17.3.2による

レベル調整ボルト

ＰＣ版打込み取付けボルト

取付けボルト

ＰＣ版打込み金物

※Ａ種　　・　

※Ａ種　　・　

※Ａ種　　・　

※ステンレスボルト

※Ａ種　　・　

上記以外はカーテンウォール製作所の仕様による

　シーリングは補修程度

　　　　　　対して安全であること。

金物種類及び部位 内　　部 外　　部

所要スランプ（cm）設計基準強度（Ｆｃ）コンクリートの種類

支点間距離（ｈ）

主成分による区分

被着体の組合せ

記　号 耐久性による区分

シーリング材の種別

規格等種　　類

種　　別 色彩等

PCカーテンウォール

・砂壁状 ・吹付

・ローラー塗り

・さざ波状

・着色骨材砂壁状

・ゆず肌状

・凹凸状

・平たん状

工法

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・ひき起こし

・かき起こし

・ゆず肌状

・凹凸状

・砂壁状

・ローラー塗り

・吹付

　仕上塗材

　仕上塗材

　仕上塗材

・砂壁状

・平たん状

・吹付

・こて塗り

耐候性　※3種　・　

防水形の増塗材　※行う

〇

※図示　　　・　

〇

〇

〇

　　　　　　　　　鏡板　（　　　　　　　　　）　　

放散量

　受ける

〇

・タッチスイッチ　　※光線スイッチ　　

引戸装置

※シーリング材

第2種

※内張り　・外張り

※内張り　・外張り

飛散防止率　Ｄ１

飛散防止率　Ｄ１

種　類

〇

〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）ベーク

　　　かつ絶対量20㎜以下

※±（1/100）×h以上　

　及び主要部材に有害な歪みが

2

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
工
事

　ングは補修程度

（15.5.2）セルフレベリング4

材塗り

・石こう系

施工箇所厚さ（mm）材料

・セメント系

※10 図示

既製目地材3 ※使用する　（形状　　　　　　　　　　　　　　　）

休憩所･WC・シェルター・通路

3ｍにつき10㎜以下

3ｍにつき7㎜以下 

施工箇所 平たんさ（mm） 備　　考

下表以外は標仕表6.2.5及び標仕15.4.2による3

直均し仕上げ

床コンクリートの （15.4.1～2）（表6.2.5）

NON
Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ

樋 沢 建 築 設 計 事 務 所
〒400-0802

一級建築士事務所

一級建築士　登録

登録番号

ＨＩＺＡＷＡ

ＡＲＣＨＩ ＴＥＣＴＵＲＥ 第140820 Ｎo．樋　　澤　　博　　次 D -003
Ｄ Ａ Ｔ Ｅ

Ｓ Ｕ Ｂ Ｊ Ｅ Ｃ Ｔ

(梨)第1-071190

山　梨　県　甲　府　市　横　根　町　83　-　1

軽量鉄骨天井下地4

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔

種類：　※標準仕様書表14.4.1による　・　

※ 900程度　 ・ （　　　　　　 ）

（14.4.2～4）（表14.4.1～2）

野縁の間隔 ※標準仕様書表14.4.2による ・ （　　　　　 ）

屋外の野縁受、吊りボルト及びインサ－トの間隔 　　・ （　　　　　）

吊ボルト間隔が900mmを超える場合の補強方法：　・図示　・　

天井ふところが1.5mを超える場合の補強方法：　※標準仕様書による　・図示　・　

天井ふところが3mを超える場合の補強方法：　・図示　・

5 軽量鉄骨壁下地 種類：　・50形　・65形　・90形　・100形　・ （14.5.3）

ラス系下地1〇 （15.2.4）ラス系下地の種類

　・ 直張り工法　・ ラスモルタル下地　・ ラスシートモルタル下地　・ 図示

ラス下地板の指定：　・耐力壁仕様　・防火構造　・準耐火構造　・図示

ラスシート下地の指定：　・耐力壁　・図示

〇　・ 通気工法　・ 単層下地　・ 二層下地　・ 図示

〇

〇

〇

〇

種　別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み（mm） 施工箇所

・Ｄ種

・Ｅ種

Ｓ－２ Ａ－３ Ｗ－３

Ｓ－３

※図示　　　・　

※図示　　　・　

（コンクリート系下地及び鉄骨下地）

（木下地）

Ｗ－３Ａ－３

防音ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　遮音性の等級： ・ T-1  ・ T-2  ・ T-3  ・ T-4

断熱ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　断熱性の等級：　・ H-1  ・ H-2  ・ H-3  ・ H-4  ・ H-5

　面内変形追随性の等級：　・ D-1　・ D-2　・ D-3

耐震ドアセットの適用：　・適用　・適用しない　・図示

〇

特 記 仕 様 書 - ３

旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事

〇

1ｍにつき10㎜以下



（18.1.3）屋内の壁、天井仕上げ材は防火材料とする

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

　※規制対象外　　・第三種

材料

素地ごしらえ

1

2

18

塗
装
工
事

塗装面の種類 種別

・木部（不透明塗料塗り部）

・木部（透明系塗料塗り部）

・鉄鋼面

・亜鉛メッキ鋼面

・モルタル、プラスター

・コンクリート、ALCパネル

・押出成型セメント板

・せっこうその他のボード

※A種　　・B種

・A種　　※B種

・A種　　・B種　　※C種

・A種　　・B種

・A種　　※B種

・A種　　※B種

・A種　　※B種

継目処理工法の場合：　※A種　　・B種

その他の場合：　・A種　　※B種

（表18.2.1～7）

3 錆止め塗料塗り

合成樹脂調合4

ペイント（ＳＯＰ）

塗料種別　※1種　　・2種

・A種　　　※B種・鉄鋼面

・木部

種別塗装面の種類

・亜鉛めっき鋼面 ※（表18.4.3）による

（18.4.2）（表18.4.1～3）

（ＣＬ)

5 クリアラッカー塗り

塗装面の種類 種別

・木部

（18.5.2）（表18.5.1）

・A種　　　　※B種

アクリル樹脂系6

非水分散形塗料塗り

（ＮＡＤ） ・A種　　　　※B種

（18.6.2）（表18.6.1）

・

種別塗装面の種類

塗装面の種類 種 別

（18.7.2～3）（表18.7.1～3）

※（表18.7.1）による

7 耐候性塗料塗り

（ＤＰ）

・A種　　・B種　　・C種

・亜鉛メッキ鋼面

・鉄鋼面

・コンクリート面等

※（表18.7.2）による

　せっこうプラスター面

・コンクリート面、モルタル面

つや有合成樹脂8 （18.8.2）（表18.8.1～4）

種 別塗装面の種類エマルション

(ＥＰ－Ｇ)

・A種　　※B種

　その他ボード面

・鉄鋼面

※（表18.8.2）による

・A種　　※B種

・木部

・亜鉛メッキ鋼面 ※（表18.8.4）による

合成樹脂9 （18.9.2）（表18.9.1）

種 別塗装面の種類エマルション

ペイント塗り(ＥＰ) ・

・

・

塗装面の種類

（18.10.2）（表18.10.1）10 ウレタン樹脂

ワニス塗り (ＵＣ) 

〇

　せっこうボード面

ペイントト塗り

種 別

※A種（屋外）　　　※B種（屋内）

〇

NON
Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ

樋 沢 建 築 設 計 事 務 所
〒400-0802

一級建築士事務所

一級建築士　登録

登録番号

ＨＩＺＡＷＡ

ＡＲＣＨＩ ＴＥＣＴＵＲＥ 第140820 Ｎo．樋　　澤　　博　　次 D -004
Ｄ Ａ Ｔ Ｅ

Ｓ Ｕ Ｂ Ｊ Ｅ Ｃ Ｔ

(梨)第1-071190

山　梨　県　甲　府　市　横　根　町　83　-　1

下地面

亜鉛めっき

（表18.3.1～6）

鉄鋼面 　A種

　C種及びD種

塗料の種別 錆止め塗料の種別 錆止め塗料塗りの工程

DP

　見え掛り：A種

　見え隠れ：B種

SOP

　表18.3.4

EP-G ・A種　※B種

　見え隠れ：B種

　見え掛り：A種

鋼面

EP-G

SOP

DP

※A種　・B種

　鋼製建具面：A種

　その他：B種

　表18.3.6

　B種

　C種

　鋼製建具面：A種

　その他：B種

※ 平滑仕上げ　 　・ 防滑仕上げ

仕上げの種類

※ 薄膜流し展べ仕上げ

※ 平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

・ 防滑仕上げ　　

・ 樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）　　

・ 厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）　

・ 水性厚膜型特殊合成樹脂系塗料(耐熱塗料)

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

　※規制対象外　　・第三種

（19.4.2～3）（表19.4.1～7）合成樹脂塗床7

種　　別

・ エポキシ樹脂塗床材

・ 弾性ウレタン塗床材

※無地　・柄物

色　柄

※無地　　・柄物

※柄物　　・無地

・ＴＳ　※ＦＳ

・3.5　※2.3

床暖用・5.0

・9.0

高さ（mm）　・40　　※60　　・75　　・100　　・300

・2.5　※2.0

耐電性　・人体帯電圧3kV以下（フリーアクセスフロア敷設範囲）

・2.0

※2.0

（19.3.2～3）（表19.3.2）

（19.3.2～3）（表19.3.2）

（19.3.2～3）（表19.3.1～2）

（19.2.2）

（19.2.2）

（19.2.2）

（19.2.3）

（19.2.2）

（19.2.2）（19.3.3）接着剤1

内
装
工
事

19

ビニル床タイル張り

ビニル床シート張り

カーペット敷き

2

3

6

JISの記号

JISの記号

備　考

備　考

寸法（mm）種　類パイル形状

パイル形状 パイル長（mm） 工　　法

種　別 パイル形状 色柄等 備　考

厚さ（mm）種　　　類

種　類 厚さ（mm）

※6.5

1.0X10　Ω未満

1.0X10　Ω以下、または、

体積抵抗値（JIS K 6911による）

漏えい抵抗値（JIS A 1454による）

※4.0又は4.5

※500×500

・第二種

※第一種

※全面接着工法

・カット、ループ併用

・カットパイル

※ループパイル

・レベルループパイル

・カット、ループ併用

・カットパイル

　 　 　 　

・タイルカーペット

・ループパイル

・織じゅうたん

・Ｃ種

・グリッパー工法

・タフテッドカーペット

※無地

・柄物（標準品）・Ｂ種

・Ａ種 ・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループパイル併用

・ホモジニアスビニル床タイル

・コンポジションビニル床タイル

ＦＴ

ＫＴ

・ホモジニアスビニル床タイル　　　　　

※コンポジションビニル床タイル

・発泡層のあるもの

※発泡層のないもの

工法　　※熱溶接工法　　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　）

　※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　※規制対象外　　・第三種

※2　・　

耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　　・　

耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　　・　

※5～7　 ・　

※4～6　 ・　

※4　　　・　

9

10

厚さ（mm）種 類 備 考

性　　能

帯電防止床4

・釘留め工法（根太張）

・ 複合フローリング

※ 単層フローリング

※ナラ

（19.5.2～6）（表19.5.1～4）フローリング張り8

備　考仕上げ塗装等工　法樹　種種　　別

※塗装品

・30

・屋根スラブ下

図示

※一般部※１種２号 ※25(総厚26)

　保温板

　フェノール

・無機質板複合

　フォーム

断熱材のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　　・第三種

　　　　　　　※メラミン樹脂系化粧板

（20.2.5）

足形状　　　　※幅木型　・足金物型

　　　　　　　・ポリエステル樹脂系化粧板

表面仕上げ材トイレブース4

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

20

（20.2.4）

（20.2.3）

（20.2.2）

・帯電防止床タイル

・タイルカーペット

表面仕上げ材耐荷重性能

・６０

施工箇所

防火性能

配線用取り出しパネル　配線取り出し開口：パネル１枚につき40mm×80mm程度の開口

・5,000Ｎ

・3,000Ｎ

　　　　　　　　　　　※20～30％　　　　・　

（※0.6

※鋼板

・0.6Ｇ

・1.0Ｇ

・なし

・部分電動式

・部分電動式

・手動式

　（36db以上）

・壁紙張り

・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装・遮音タイプ

（　　）

・あり・あり

・なし

　アクリル樹脂焼付け

※メラミン樹脂又は

・スタッドパネル式

・スタッド式

・パネル式

　の開発」の建設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

　5,000Ｎについては、平成元年建設省告示第1322号「耐震型フリーアクセスフロア

表面仕上げ材の品質・規格等は、19章内装工事による

スロープ及びボーダー　　　※製造所の標準仕様　　・図示

　　　　　　　　　　　１ヶ所以上フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合

　　　　　　　　　　　　　・有り（※固定式　　・可変式　：施工箇所は図示）　　　

　　　　　　　　　　　　　　コンセントの箇所数は図示

コンセント等の取付け対応　※製造所の標準仕様 （コンセント本体は別途設備工事）

空調用吹き出しパネル　　　※無し

　遮音性能はJIS A 6512の遮音試験に準拠する

・パネル構法

・溝構法

　表面仕上げの壁紙張りの品質は19章内装工事による

※鋼板

※鋼板

・一般タイプ

操作方法表面仕上げ表面材厚さ（mm）遮音性能

遮音性能表面仕上げ

表面材種

厚さ（mm）総厚さ（mm）

パネル部の

構造形式

適用地震時

水平力（mm）

仕上り高

構　法

移動間仕切

可動間仕切

フリーアクセス

3

2

1

フローリング類　　厚さ（mm）　※80　・95　・65　・40

※50　　・100

※50　　・100ＧＷ

ＲＷ・ロックウール

・グラスウール32Ｋ

　せっこうボード面　　　　　※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　）

　モルタル、プラスター面　　※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　）

壁紙のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　　・第三種

（表18.2.4）（表18.2.7）

（19.8.2）壁紙張り

素地ごしらえ

・不燃 ・準不燃 ・難燃

プラ その他

（ビニル）（織物）

繊維

紙施工箇所 無機質

壁紙の種類

防火性能 備　考（化学繊維）

※25　　・50

12 吸音材

ＧＷ－Ｂ

ＲＷ－Ｂ ※25　　･　・ロックウール吸音ボード1号

※グラスウール吸音ボード32Ｋ

厚さ（mm）JISの記号種　　類

 ＧＢ－Ｒ－Ｈ・普通硬質せっこうボード

・化粧せっこうボード

ＩＢ

ＨＢ

ＭＤＦ

ＧＢ－Ｄ

ＧＢ－Ｌ

・ミディアムデンシティファイバーボード

・せっこうラスボード

・強化せっこうボード

※Ｂ種　　・　

※Ｂ種　　・　

・システムフロア床下地

・ポリスチレンフォーム床下地

※標仕表12.5.1による床組　

畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする

（19.7.2）（表19.7.1）

JISの記号

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－ＮＣ

ＧＢ－Ｒ

・シージングせっこうボード

・不燃積層せっこうボード

種　　類その他のボード張り

せっこうボード

床下地材

ポリスチレン10

11

畳下地　　　　　　厚さ（mm）　※40　・65　・80

（20.2.7）

幅（mm）　約35

取付け工法　※接着工法　・埋込み工法

材　　種　　ステンレスSUS304

　　　　　　両端フラットエンド　※有り（・ステンレス製　※ビニル製）　・無し

形　　状　　ビニルタイヤ入り

階段滑止め5

難燃性※３級・２級

（19.9.2～3）14 断熱材

・100　

※２種ｂ

　保温板

・押出法

　ポリスチレン

　フォーム

・現場発泡断熱材

・木質系・断熱材兼用型枠

・コンクリート系

・プラスチック系

しないもの

特定フロンを使用

しないもの・一般部

・接地部分

※断熱材補修部分

製造所　　性能の確認できる資料を監督職員に提出する

※壁（図示の範囲）

※一般部

断熱抵抗

※15

※25

※40以下

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の開発」

＝0.676以上

＝厚さ/熱伝導率

厚さ（mm）施工箇所種　類

下地の種類

畳敷き9 （19.6.2）（表19.6.1）

畳の種別

※Ｂ種　　・　

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量 

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

　※ 規制対象外　　・ 第三種

　※ 適用する　　　・ 適用しない

・グラスウール24Ｋ ＧＷ ※50　　・100

・

・

・100

・ 50

・ＨＳ　※ＫＳ

・フローリングボード

・フローリングブロック

・モザイクパーケット

・接着工法

・無塗装品

・

・ ・釘留め工法（直張り）

・釘留め工法（直張り） ・無塗装品

・接着工法

・

・複合1種フローリング ※塗装品

種　　別 樹　種 工　法 仕上げ塗装等

※ナラ ・釘留め工法（根太張）

・複合2種フローリング

・複合3種フローリング

・A種

種 別

・B種

※C種

・外壁内面　吹返し

タイル張り

5 ビニル幅木

総厚さ（㎜）

〇

・釘留め工法（直張り）・

・

・無塗装品

・接着工法

※塗装品・釘留め工法（根太張）

・釘留め工法（根太張） ※塗装品

・接着工法

・無塗装品

・

・ ・釘留め工法（直張り）

・

・

フォーム

〇

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・・・・

13

※３種ｂ ※25

特定フロンを使用

品質等

（㎡・ｋ/ｗ）

　　　　において、評価を取得したもの

〇

・20

フロア

・0.8）

・電動式

・電動式

・手動式

7

8

黒板及び

ホワイトボード

鏡

備　　考色　彩寸法（mm）種　類

※ほうろう

※焼付け

　ボード

・ホワイト

・黒板 ※緑　・黒

※緑　・黒

※白

※平面　・曲面

寸法（mm）　　・図示　　・　

厚さ（mm）　　※5　　　 ・　

（20.2.9）

※図示

※図示

・スクリーン付引分

（20.2.10）

JIS A 5404

規格番号

・せっこうボード

ＧＢ－Ｆ

〇

・ケイ酸カルシウム板 ・0.8FK

・1.0FK

・6.0　・8.0　・

・火山性ガラス質複層板(VS ボード) 

・9　・12

・12　・15

・ロックウール化粧吸音板 ＤＲ

せっこうボードその他ボード

及び合板張り 

合板

・硬質木毛セメント板

・中質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・硬質木片セメント板

・普通木片セメント板

ＨＷ

ＭＷ

ＮＷ

ＨＦ

ＮＦ

・15　・20　・25　・　

・15　・20　・25　・　

・15　・20　・25　・　

・12　・15　・18　・　

・30　・　

厚さ(mm)、規格等

JIS A 5430

(タイプ2) ・6.0　・8.0　・

JIS A 5440

JIS A 5905 ・インシュレーションボード

・ハードボード

・7　・9　・12　

・9　・12　・15　

・3.5　・5　・7

JIS A 5908 ・単板張りパーティクルボード

・化粧パーティクルボード

ＶＳ

ＤＶ

・12　・15　・18　・　

・10　・12　・　

JIS A 6301 ・グラスウール吸音ボード ＧＷ-Ｂ ・32K　・25　

JIS A 6901 ・9.5　・12.5　

・9.5　・12.5　

・12.5　・15　・

・9.5　・7

・9.5

・9.5　・12.5　

・9.5

(平板)

(凹凸)

(トラバーチン)

(トラバーチン)・9.5

・9.5　・12.5　

〇 〇
〇〇

・難燃合板

生地のまま又は透明塗料

塗りの場合

・ラワン　・

不透明塗料塗りの場合

・シナ(　・1級　・2級)　・

・普通合板 ・ラワン　・

・シナ

・1類

・2類

・4　・5.5

・6　・

厚さ(mm)樹種、防虫・難燃・防煙処理等

・捨張り用合板

・針葉材

・南洋材　・ ・型枠用

・構造用

・6　・

・4　・5.5

・9　・12

・

・有孔合板 ・シナ

・2類

・1類 ・4　・6

・天然木 ・なら　・しおじ ※0.3未満(化粧単板)

※4.2　・6(板)

・特殊加工

　化粧合板

　化粧合板 ・ポリエステル化粧板　

※ 3・抗菌メラミン化粧板

※ 6
〇

合板類の張り付け工法

　・ A種　　　※ B種

（19.7.2）

塗装面の種類 種 別

（18.12.2）（表18.12.1）12 木材保護塗料塗り

 (ＷＰ)  

・ A種（外部見え掛かり面のみ）

〇

（18.11.2）（表18.11.1）

種 別

・ ピグメントステイン塗り

11 ステイン塗り〇

・30

〇・　図示

・　図示

・UB基礎立上り天端

〇

〇 〇

〇〇

〇

・ オイルステイン塗り

※ 木部

・ 〇

※ 木部

塗装面の種類

・

※ 木部

・ A種   ※ B種

・ A種　　※ B種

※ B種

旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事

特 記 仕 様 書 - ４

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇
・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃



1.5倍ひだ

　　※図示（市販品　※ステンレス製　径約30mm　　・図示　　　　　 ）

形　式　・片引き　　・引分け（※暗幕用は300mm以上の召合せの重掛けとする）

普及品

性　能 備　 考

防炎

煙突用成形

及びカーテン

ブラインドボックス15

カーテンレール

色彩　※Ｂ－１　・Ｂ－２（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

溝幅×深さ（mm）　・90×150　※120×80　・120×150　・150×80　・　

・ 図示

・ 市販品（アルミニウム製　押出し型材）

材　種　※アルミニウム製　　・ステンレス製14

（20.2.14）

・２本操作コード

・１本操作コード

表示標識、案内用図記号についてはJIS Z 8210による

　　・無し

　　（・両面　・片面）

※ギヤ式

　最高使用温度　　※400℃

　工　　法　　　　※こて押さえ

　最高使用温度　　※650℃　　・400℃

・キャスタブル耐火材

・煙突用成形ライニング材

・80

・100

※25

・操作棒式

・ 縦型

※ 横型 ※アルミニウム合金製

・アルミスラット

・クロススラット

衝突防止表示　

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

形　式 装　置

備　 考性　 能ひだの種類手引ひも引電動引分片引施工箇所

施工箇所

装　　置

電動 手引

スラットの幅（mm）スラットの材質種　類形　式

13

11

12

10

表示

カーテン

ロールスクリーン

ブラインド

9

※図示

耐荷重による種類

防水性能

※１種　・２種　・３種

※20×10　　・　 ※20×10　　・　

形　式　・30組用　・60組用　・120組用　・　

形　状　　・据置式　　・壁張り式　　・差込式

製造所

寸　法

JIS S 1039の規格による

JIS S 1040の規格による

・鋼製書架

・鋼製物品棚

水平荷重Ⅰ又は水平荷重Ⅱ

　　　　・硬質アルミニウム製（受枠とも）　　・ステンレス製（受枠とも）

市販品

材　質　・塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製受枠）

市販品

目地寸法（mm）

シーリング材（内外とも）

・非耐火型

・耐火型

シーリング材（見え掛かりのみ）目地材

・水平方向

・垂直方向

方　向 タイプ

外壁（幅×深さ）内壁（幅×深さ）目　地

規格等種　類

・有り

耐火性能

くつふきマット

かぎ箱

鋼製書架及び物品棚

止水板

耐震スリット

19

22

21

17

16

※完全（全貫通型）スリット　

（20.2.11）

ライニング

（20.2.13）

・コード式

（20.2.15）

（20.2.16）

（20.2.16）

ボックス

点検口18

装　置施工箇所 備　考性　能

・ 天井 ※アルミニウム製

・

※450×450

・600×600 ・目地タイプ

※額縁タイプ

※貼物用

・充填用

※600×600

・450×450

・ウッドデッキ

※アルミニウム製・ 床

・無し

　　　　・ビニル製（ステンレス製受枠）

NON
Ｓ Ｃ Ａ Ｌ Ｅ

樋 沢 建 築 設 計 事 務 所
〒400-0802

一級建築士事務所

一級建築士　登録

登録番号

ＨＩＺＡＷＡ

ＡＲＣＨＩ ＴＥＣＴＵＲＥ 第140820 Ｎo．樋　　澤　　博　　次 D -005
Ｄ Ａ Ｔ Ｅ

Ｓ Ｕ Ｂ Ｊ Ｅ Ｃ Ｔ

(梨)第1-071190

山　梨　県　甲　府　市　横　根　町　83　-　1

・450×600

※ステンレス製　　　　　　　　　　径114.3mm　t＝2.5mm　Ｈ＝ＧＬ＋900mm

・ 樹脂塗装アルミフェンス　　・ 樹脂塗装目隠しフェンス

材質　　　　　　　※図示

クリアランス　　・50　・100　・150　・　

　　　　　　　　　　　　　　　　　※スプリング付　　

形状・寸法　　　　※図示

ホルムアルデヒドの放散量　　　※規制対象外　　・第三種

防水型　※適用する　　・適用しない

耐火性能　　　　・有り（　　　　）　・無し

材質　・アルミ　・ステンレス

材　種　ステンレス製SUS304

製造所

施　　錠　※有り　・無し

照明器具　※有り　・無し

・ ビニル被覆エキスパンドフェンス

エキスパンション

収納家具

車止め支柱

屋外掲示板

旗竿受金物

フェンス

34

33

32

31

30

29

・ジョイント金物

備　　考

備　　考

材　　質　　※ アルミニウム合金製

※6.8

地上高さ（ｍ）　・ 6　・ 8　・ 10　・ 12

形　　式　　※ テーパー型　・ 同一断面型

操作方法　　※ ハンドル式　・ ロープ式

固定方法　　・ 埋込式　・ ベース式　・ バンド式

ブロックパターンはJIS T 9251による

色彩は黄色を原則とする

屋　内　※塩化ビニル製　　　　　・磁器又はせっ器質タイル（※300　・　　　　）

屋　外　※レジンコンクリート製　・磁器又はせっ器質タイル（※300　・　　　　）

　　　　・レジンコンクリート製　　　

・ 固定式

※500 アルミ製枠付き※網入り磨板ガラス

・線入り磨板ガラス

・800

・800

※500

※500

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

ガイドレール

表面仕上げ

　※固定式（壁埋込型）

　・可動式（天井収納型）

　※天井材張り

※不燃布

（不燃認定品）

鋼板製

　（巻取り型）

・垂直降下式

・回転降下式

・ 可動式

材　　質 厚さ（mm） 高さ（mm）

高さ（mm）材　　質種　　類

　　注意喚起用床材）

（誘導用及び

旗竿

視覚障害者用

防煙垂れ壁

28

27

26

・ 内壁と同仕上

又はアルミ製

床タイル

　・ 砂基礎（地業厚さ20cm以上　材料　山砂の類）

　※ 図示

車道部の排水管の敷設

・Ｔ－２０用

・Ｔ－１４用

・Ｔ－６用

・Ｔ－２用

21

排
水
工
事

排水管1 排水管用材料

※遠心力鉄筋コンクリート管 ※外圧管（※１種　・２種） Ｂ形（ゴム接合）

・硬質ポリ塩化ビニル管 ※ＶＰ　　・ＶＵ

・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管 ・ＲＥＰ-ＶＵ　　Ｇ

・硬質ポリ塩化ビニル管 ・ＤＶ

材　　種 管の種類 管形状（接合方法）

（表21.2.1）

□

2 排水桝及びふた 鋳鉄製マンホールふた

・水封形　　　　　　　・密閉形（テーパー・パッキン式）

・簡易気密形（パッキン式）　・中ふた付密閉形

種　　類 適用荷重

（21.2.1）

（21.2.1）

適用荷重種　　類

・ステンレス製

・鋼製

グレーチングふた

・Ｔ－２０用

・Ｔ－１４用

・Ｔ－６用

・Ｔ－２用

形　式材　質 メンバーピッチ 上面形状

※受枠付き

ボルト固定

※無し

・図示

・溝ふた用

・桝ふた用

・かさ上げ用

・Ｕ字溝用

・歩行用 ※細目　

※普通目

・細目

※凹凸形　

※平形　

・凹凸形　

埋戻し土3 ※Ｂ種　　・　 （21.2.2～3）（表3.2.1）

浸透管及び浸透桝4 製造所

舗
装
工
事

22 路床1 盛土用材料　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種 （22.2.3）

路盤2

路床土の支持力比べで（ＣＢＲ）試験　　・行う

路床締固め度の試験　　・行う

（22.2.5）

（22.2.5）

舗装の種類と路盤の厚さ

・ アスファルト舗装　

・ カラー舗装

・ コンクリート舗装

・ 透水性舗装　

・ 排水性舗装

・ インターロッキングブロック舗装

 (自然石ブロック)

・ 転圧コンクリート舗装

・ コンクリート平板舗装　

・ 舗　石

路 盤 の 厚 さ（cm）

車道部 歩道部

・10 ・15 ・25 ・30

・10 ・15 ・25 ・35

※15 ・　

※15 ・35　

・10 ・15 ・25

・10 ・15 ・25

※15 ・　

10

10

10

10

10

10

5

舗装の種類

路盤材料

　※ クラツシャランのＣ－40、クラッシャランスラグのＣＳ－40又は再生クラッシャ

　 ランのＲＣ－40及びＣ－30

（22.3.2）

アスファルト舗装3 アスファルト舗装の種類 車道部の基層 カラー舗装の種類

・ アスファルト舗装 ・無し　・有り

・ カラー舗装 ※表層に顔料を用いた加熱

・表層の上に着色舗装又は

・表層の上に常温塗布式舗装

　又はニート工法による樹脂系舗装

　アスファルト混合物

　樹脂混合物

（22.4.2～3）（表22.4.1）

舗装の平たん性

　※通行の支障となる水たまりを生じない程度

アスファルト

　※再生アスファルト　　・ストレートアスファルト

加熱アスファルト混合物の種類

表層 ・密粒度アスファルト混合物（13）

・細粒度アスファルト混合物（13）

基層 ・粗粒度アスファルト混合物（20）

（22.4.3）

（22.4.4）（表22.4.4）

シールコート　　・行う

アスファルト混合物の抽出試験　　・行う

（22.4.5）

（22.4.6）

コンクリート舗装 早強セメント　　　※使用しない　　・使用する

注入材料　　　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ　

溶接金網　　　　　※有り　　　　　・無し　

厚さ試験　　　　　※行わない　　　・行う　

4 （22.5.3）

（22.5.3）（表22.5.1）

（22.5.3～4）

目地の種類及び間隔　　　・図示　　※標仕表22.5.3による

目地の構造　　　・図示　　※標仕図9-21-2による

（22.5.6）

（22.5.4）

（22.5.4）

アスファルト混合物の抽出試験　　・行う透水性舗装

品質 改良アスファルトⅡ型

5 （22.7.4）（22.7.6）

ブロック系舗装 ・ コンクリート平板舗装

目地材

※砂　

・モルタル

平板の種類

※Ｎ300

・ インターロッキングブロック舗装

材質、種類 形状、寸法 表面加工 製造所

透水性 標準タイプ150×150×80

6

・ コンクリート縁石、側溝

種類 形状､寸法

植樹ます用ブロック

地先境界ブロック

・150×180　　・

・150×150　　・120×120

（22.8.2～4）

路面標示用塗料 JIS K 5665（路面標示用塗料）による

種類 施工 適用 色 幅（mm） 布厚さ（mm） 揮発性有機溶剤の含有率

・１種　Ｇ

・３種１号

加熱

常温

溶融 粉体状

液状 ※白 ※150 ※1.0 塗料総質量に対して

5%以下
□
□・１種　Ｇ

7

23

植
栽
工
事樹木の植栽基盤整備

樹木

樹木の樹高（ｍ） 　工　法 整備範囲

・12以上

・7超～12未満

・3超～7以下

・3以下

※100　　・　

※80 　　・　

※60 　　・　

※50 　　・20

※Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・図示

1

植込み用土 ※現場発生土の良質土　　　　・客土（※畑土　・黒土　・赤土）

土壌改良材 ※適用する

　施工箇所　※植栽範囲　　　・図示

・バークたい肥

・発酵下水汚泥コンポスト

・図示による

3 （23.2.3）

（23.2.3～4）

・SUS製（点鋲・線鋲）

5 街きょ・縁石

及び側溝 

（21.3.1～2）

(23.2.2)(表23.2.1～2.2)芝及び地被類

適用 有効土層の厚さ(㎝) 工法 適用範囲

※行う・行わない ※20 ※Ｂ種　・Ｃ種 ※植栽範囲　・図示

5 支柱柱 （23.3.2）※杉の焼丸太(間伐材)　　　・真竹□Ｇ

※幹巻き用テープ　・わら及びこも幹巻き用材料6 （23.3.2）

（23.4.2）7 芝張り 種類　・こうらい芝　　・野芝

屋上緑化 屋上緑化システム Ｇ□
　・管理方法による区分　　・省管理型 

　　質量の上限値　　　（　　　　　　） kg/㎡

　　かん水装置　　　　・設ける（工事区分は図示）

　　　保水層及び排水層の鉛直方向の排水性能：240ｌ/㎡ ・ｈ以上

　　透水層、保水層及び排水層等

　　耐荷重性能

　　　省管理型：3×10 Ｎ/㎡ 以上の載荷重で異常のないこと。 

　　耐根層の材料

　　合成樹脂耐根シート（厚さ3mm以上）又は抗根性剤とする（耐根性能の実績を

（23.5.2）

　　有すること）

　　植込み用土　　製造所の仕様による

　　植栽の種類　　製造所の指定するものとする

（23.5.3）

8

土壌の試験 ・水素イオン濃度指数（pH）、電気伝導度（EC）・行う  ※行わない  （23.1.3)

2

有効土層の厚さ(㎝)

4

工法　　平地　　　※目地張り　・べた張り （23.4.3）

　　　　法面　　　・目地張り　※べた張り

・ メラミン樹脂化粧板張り（心材・集成材集成材） ・ 人造大理石 ・ 集成材

・ 約450　　・ 約600

奥行き（mm）

材　　   種洗面カウンター25

・　図示

規格・品質等

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　・　

※600　・700

※1200　・900　・600

※1200　・1500　1800・流し台

・コンロ台

・水切り棚

・つり戸棚

枠の材質　　※アルミニウム製

寸法（Ｌ＝　mm）種　類

ステンレス製 ※１段式

バックガード ※有り

※市販品

トラップ付き

適用内容

屋内掲示板

流し台ユニット

24

・ 図示

※1200　・900

23

・スプリング無し

35 ユニットバス ・　図示

・下表による　・図示　・　

〇

〇

特 記 仕 様 書 - ５
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電気設備、給排水設備
破線部　外構工事(別途工事)

既存建物

水

木造
平屋建て
最高の高さ：3,470

1
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6 8 . 2 m
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石 積

8 9 . 2 m

メ ッ シ ュ フ ェ ン ス B

3 9 . 9 m

隣
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境
界
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市
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市
道
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線
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1号
道
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下水道本管へ接続 下水道本管
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■既存建物概要
　鉄筋コンクリート造
　2階建て
　1階床面積：128.13㎡
　2階床面積：73.05㎡
　延べ床面積：201.18㎡
　建築面積：131.15㎡ 
　最高の高さ：8.21m

EEE
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建 物 求 積 図 、 各 室 求 積 図
Ｎｏ. D - 04

各室求積表

計 算 式
A1 7.280×3.185 23.186
A2 3.185×3.185 10.144
A3 3.185×3.185 10.144
A4 2.420×2.430 5.880
A5 2.420×1.210 2.928
A6 11.830×4.550 53.826
A7 7.280×1.365 9.937
A8 1.365×10.010 13.663
A9 1.365×3.640 4.968

室名

休憩所（内）

女子トイレ

男子トイレ

多目的トイレ

倉庫

シェルター

休憩所（外）

通路

シェルター

休憩所（内）

休憩所（外）

女子トイレ

倉庫

多目的トイレ

男子トイレ

通路

■　各室求積図
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,
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面積(㎡) 面 積(坪)

23.18　 7.0　   

10.14　 3.0625　

10.14  3.0625　

5.88　 1.775　 

2.92　 0.885   

53.82　 16.25    

9.93　 3.0     

18.63  5.625 

A1

7.280
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7.280
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A8

1.365
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.
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0

A9

1.365
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A1

19.110
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A2

4.550

1
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0
1
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A3

0.600

3
.
6
4
0

B1
23.660

0
.
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0
0

B2
19.1100

.
2
0
0

B3

0.200

5
.
2
6
0

B4

0.200

3
.
3
8
5

B5

0.200

3
.
1
8
5

建築面積 145.59

建築面積算入部分

計 算 式 面 積(㎡)

合 計

B1 23.660×0.200 4.732
B2 19.110×0.200 3.822
B3 0.200×5.260 1.052
B4 0.200×3.385 0.677
B5 0.200×3.185 0.637

10.92

建物求積表

計 算 式 面 積(㎡)

延床面積

A1 19.110×4.550 86.950
A2 4.550×10.010 45.545
A3 0.600×3.640 2.184

134.67
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仕 上 表

NON 旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事

外巾木

外巾木

GB-S　t=12.5下地　FK-D　t=6.0

軒天現し

軒天現し

外壁仕上げ

外壁仕上げ外巾木

モルタル金ゴテ

C

C

+50

+50休憩所(外)

内 部 仕 上 表

通 路

ライニング

2,500 汚垂タイル

モルタル金ゴテ

C

C

C

C

+50

+50

+50

+50

+50

多目的トイレ

女子トイレ

目隠し壁、ライニング

同上同上WW

W

軒天現し

同上 同上

同上同上

同上 同上

同上同上

W

W

W

W

W

W 同上同上

天井高

室 名階

床

下地 仕上 仕上下地

壁 天井

下地 仕上巾木 備考 別途1FL+

床高

設計GL 造作材

同上

塗装

倉 庫

シェルター 外壁仕上げ

休憩所(内) +50 C W 杉 OS

同上

男子トイレ C

W

W

W

W

W

W

2,650１

外 部 仕 上 表

―t9、t12インシュレーションボードIB

薄形置敷きビニル床タイル(4㎜＞t)FOB
FOA 置敷きビニル床タイル(t≧4㎜)

単層ビニル床タイルTT

FK-D

せっこうラスボードGB-L
GB-F 強化せっこうボード

GB-R-H 普通硬質せっこうボード

せっこうボードGB-R

シージングせっこうボードGB-S

FK

化粧せっこうボードGB-D(T)

GB-NC 不燃積層せっこうボード

FB

t9.5
t12.5

準不燃
不燃 NM-8619

QM-9828

t9.5、t12.5

不燃

準不燃

12.5以上

GB-P 吸音用穴なきせっこうボード

GB-D(P)
(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様)

GB-D(W)
(ｽｸｴｱ模様)
(木目模様)

t7.0

QM-0898

NM-8615
―

QM-0524準不燃
準不燃 QM-0524

QM-0524準不燃
不燃 NM-0441

不燃 NM-9645

不燃 NM-9639

GB-NC(T) 不燃積層せっこうボード (ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様) 不燃ジプトーン

ジプトーン

不燃 NM-1864

DR ロックウール化粧吸音板
DR(凹凸)

NM-8599 ソーラトン平板
ロックウール化粧吸音板 (凹凸模様) ソーラトンキューブ

t9.5以上

けい酸カルシウム板
化粧けい酸カルシウム板
フレキシブルボード
硬質木毛セメント板
普通木毛セメント板
硬質木片セメント板
普通木片セメント板

t9.5、t12.5
t12.5以上
t5.0以上
t6.0以上
t3.0以上
t15.0以上
t15.0以上
t12.0以上
t25.0以上

不燃
不燃
不燃
不燃
不燃
準不燃
準不燃
準不燃
準不燃

NM-8599
NM-8576
NM-8576
NM-8576
QM-9701
QM-9701
QM-9706
QM-9705

HW
NW
HF
NF

表示事項

TS 単層ビニル床シート

軽量気泡コンクリートALC

複層ビニル床タイルFT

KT コンポジションビニル床タイル

複層ビニル床シートFS
HS 発泡複層ビニル床シート

クッションフロアKS

アルミ
スチール

ステンレス304SUS

St
AL

HL ヘアライン仕上げ

(ﾀｲﾌﾟ2)
(ﾀｲﾌﾟ2)

コンクリート下地C

軽量鉄骨下地LGS
W 木下地

表示略号 表示略号 防火種別厚さ 認定番号 備考(参考製品・品番)

GWHG※※ 高性能グラスウール(※※㎏/m3)
押出法ポリスチレンフォーム断熱材3種BXPS3b

PF1.2 フェノールフォーム断熱材1種2号

図中品番、品名、メーカーは性能、仕様の程度を示す参考とする。・
・

・

内装材、接着材、家具、天井裏に使用する材料はF☆☆☆☆

工法の異なるボード面にはクラック防止目地を施すこと。
手摺、衛生器具等の取付には適宜補強を施すこと。

割付が必要な材料を使用している箇所はとし施工図により

図面に記載無き事項についても、構造・機能・安全上必要と思われる・

・
・

■共通事項 表示略号 表示事項

フェノバボードJ

スタイロエースⅡ

表示略号

イソベール

t12.5

t9.5
t9.5
t9.5
t9.5
t9.5

t9.5 準不燃 QM-9827

【吉野石膏㈱】

【吉野石膏㈱】

【吉野石膏㈱】
【吉野石膏㈱】

【デュポン・スタイロ㈱】

【フクビ㈱】
【マグ・イソベール㈱】

M モルタル下地

または規制対象外の材料とする。

決定するものとする。（図中表記のある割付は参考とする）

ものは施工者の責任において施工すること。

仕 上 表

特
記
事
項

廻縁

25*25

塩ビ製

HL H=60
SUS t=2.0

屋 根

外 壁 B：外装薄塗材E、ガラス繊維ネット入り軽量ラスモルタル　t=20、通気ラス、通気胴縁　18*45、透湿防水シート、構造用合板t=9.0
A：杉板　t=12　杉目板付縦羽目板張り　WP、通気胴縁　18*45、透湿防水シート、構造用合板t=9.0

軒 天 杉板　t=12 羽目板張り　WP

外 巾 木 コンクリート打放補修下地　ポリマーセメント系微弾性塗装(基礎巾木専用塗料) 

樋
軒樋：硬質塩ビ製既製品　前高120　底巾100タイプ
竪樋：硬質塩ビ製既製品　75φ

開 口 部 アルミサッシ、スチールドア

犬 走 り

断 熱 材
屋根、天井：GWHG16　t=105
壁：GWHG16　t=105

コンクリート刷毛引き　伸縮目地切

オイルフィニッシュ塗装OF

クリアラッカー塗りCL

OS オイルステイン塗り

ウレタン樹脂ワニス塗りUC

合成樹脂エマルションペイント
EP-G つや有り合成樹脂エマルションペイント

SOP 合成樹脂調合ペイント

EP-T 合成樹脂エマルション模様塗料塗
EP

NAD アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り
耐候性塗料塗りDP

ラッカーエナメル塗りLE

木部保護塗料塗りWP

SUS t=2.0
HL H=60

HL H=60
SUS t=2.0

GB-S　t=12.5下地　FK-D　t=6.0

VATON FX 【大谷塗装㈱】

【大谷塗装㈱】VATON プラス

■参考メーカー・品名・品番等リスト

備考(参考製品・品番) 備考(参考製品・品番)

外装薄塗材E・
・

・
・
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樋 沢 建 築 設 計 事 務 所
〒400-0802 山 梨 県 甲 府 市 横 根 町
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一級建築士　登録　　第140820　 　樋　　澤　　博　　次
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ライニング

ベンチA*1、ベンチB*1
屋根現し

屋根現し

屋根現し

2,500

2,500

2,500

軒樋
・ 軒先換気口

棟換気・
・

目隠し壁、ライニング

GB-R　t=9.5　ビニールクロス貼り

造作材（額縁、見切縁）：杉（上小節程度）
仕上板材（外壁、軒天、天井）：杉（特一化粧程度）

ガルバリウム鋼板　t=0.4　縦ハゼ葺き　勾配1.5寸、2.25寸　雪止め：L-50*50*t4 溶融亜鉛メッキ処理
アスファルトルーフィング940、IB　t=9.0
野地板：構造用合板　t=12.0　

ジョリパット　JP-100　エンシェントブリックS【アイカ工業㈱】
ファインスケアNF-Ⅰ型【パナソニック㈱】
FV-DE12-L18【城東テクノ】
リッヂベンツ182【日本住環境㈱】 FK-D

・

アイカハイボード不燃　目地シーリング処理【アイカ工業㈱】

・

基礎ガード【菊水化学工業㈱】ポリマーセメント系微弾性塗装

コンクリート直均し金ゴテ押え

防塵塗装(防滑) アクアカラー+ノンスリップパウダー【アシュフォードジャパン】

コンクリート直均し金ゴテ押え

防塵塗装(防滑)　伸縮目地切

・

・

アクアカラー【アシュフォードジャパン】防塵塗装

GB-S　t=12.5下地　FK-D　t=6.0

GB-S　t=12.5下地　FK-D　t=6.0

・

FK　t=6.0　目透し張り　EP-G

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

・ アーキフロアEH(防滑仕上げ)【エスケー化研㈱】エポキシ樹脂系塗床

エポキシ樹脂系塗床

エポキシ樹脂系塗床

エポキシ樹脂系塗床

防塵塗装

コンクリート直均し金ゴテ押え

GB-R　t=12.5　ビニールクロス貼り

FK　t=6.0　目透し張り　EP-G

FK　t=6.0　目透し張り　EP-G

FK　t=6.0　目透し張り　EP-G

木製

ビニールクロスは中級品程度とする。

コンクリート直均し金ゴテ押え

コンクリート直均し金ゴテ押え

コンクリート直均し金ゴテ押え

コンクリート直均し金ゴテ押え
防塵塗装(防滑)　伸縮目地切

防塵塗装(防滑)　伸縮目地切
コンクリート直均し金ゴテ押え

GB-R せっこうボード

GB-S シージングせっこうボード

化粧せっこうボード
化粧せっこうボード

防塵塗装(防滑)　伸縮目地切

ベンチA*2



(+50)
【342.900】

(+50)
【342.900】

(+50)
【342.900】

▼屋根ライン

±0(設計GL)

【342.850】

±0(設計GL)

【342.850】

±0(設計GL)

【342.850】

±0(設計GL)

【342.850】
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平 面 図

1／100（A3) 旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事

1,8201,365

3,1851,365

4,550

3,1851,3657,28011,830
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23,660
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,
5
0
0

2,500

20,930

5
,
4
6
0

休憩所（内）
（23.18㎡）

倉庫
（2.92㎡）

女子トイレ
（10.14㎡）

多目的トイレ
（5.88㎡）

男子トイレ
（10.14㎡）

通路
（18.63㎡）

休憩所（外）
（9.93㎡）

シェルター
（53.82㎡）
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23,660

ベンチB

±0(設計GL)

【342.850】
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455 1,200

1,200

1
,
2
0
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1
,
2
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0

1,200

勾
配
1
.
5
寸

勾
配
1
.
5
寸

勾
配
2
.
2
5
寸

勾
配

2
.
2
5
寸

勾配2.25寸勾配1.5寸
雪止め：L-50*50*t4 溶融亜鉛メッキ処理
　　

雪止め：L-50*50*t4 溶融亜鉛メッキ処理
　　

屋根：ガルバリウム鋼板　t=0.4　縦ハゼ葺き　勾配2.25寸
　　　アスファルトルーフィング940、IB　t=9.0
　　　野地板：構造用合板　t=12.0　

屋根：ガルバリウム鋼板　t=0.4　縦ハゼ葺き　勾配1.5寸
　　　アスファルトルーフィング940、IB　t=9.0
　　　野地板：構造用合板　t=12.0　

軒樋：硬質塩ビ製既製品　前高120　底巾100タイプ
　　

竪樋：硬質塩ビ製既製品　75φ
　　

棟換気口：カラーGL鋼板　t=0.35　既製品

1,8202,730

4,550

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X27X26

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y12

Y11

Y10

Y9

Y8

Y7

■小屋裏換気 (軒先給気、棟排気）

必要給気口 給気口面積(㎡) 必要排気口 排気口面積(㎡)

面積(㎡) 仕様 軒先換気口既製品 面積(㎡) 仕様 棟換気口既製品

階 天井面積(㎡) 1/900 ㎡/ｍ 長さ(m) 箇所数 合計(㎡) 判定 1/1600 ㎡/ｍ 長さ(m) 箇所数 合計(㎡) 判定

1 208.70 0.231 0.0101 1.82 13 0.238 OK 0.130 0.0335 1.82 3 0.182 OK

備考 参考換気量品番　給気口：FV-DE12-L18【城東テクノ】、排気口：リッヂベンツ182【日本住環境㈱】
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番号 部位 仕上げ

① 屋根
ガルバリウム鋼板　t=0.4

　縦ハゼ葺き　

② 外壁A
杉板　t=12　目板付縦羽目板張り

③ 外壁B
外装薄塗材E　ガラス繊維ネット入り

軽量ラスモルタル　t=20

④ 外巾木

⑤ 水切 ガルバリウム鋼板　t=0.35　加工品

⑥ 棟換気 ポリプロピレン製既製品

⑦ 化粧柱 桧　105*105

⑧ 柱脚 ステンレス柱脚金物既製品

⑨ 軒樋
硬質塩ビ製既製品　

前高120　底巾100タイプ

⑩ 竪樋 硬質塩ビ製既製品　75φ
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北側立面図

南側立面図

　▼最高の軒高(+2,850)

　▼最高の高さ(+3,470)

　▼1FL(+50)
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　▼最高の高さ(+3,470)

　▼最高の軒高(+2,850)

　▼最高の軒高(+2,850)

　▼最高の高さ(+3,470)

　▼1FL(+50)
　▲設計GL
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3,1851,3657,28011,830

11,8307,2801,3653,185

3,1853,6403,1855,4604,550

旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事1/100(A3)

立 面 図
Ｎｏ.

コンクリート打放補修下地
ポリマーセメント系微弾性塗装(基礎巾木専用塗料) 

X1 X14 X22 X27

X27 X22 X14 X1

⑨

⑨



11,830 7,280 1,365 3,185

D - 09Ｎｏ.
断 面 図

1/100（A3) 旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事
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b-b'断面図 c-c'断面図

d-d'断面図 e-e'断面図 ｆ-ｆ'断面図
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　▼最高の高さ(+3,470)

10,010 4551,200 4,5501,200 1,200

　▼最高の軒高(+2,850)

　▼最高の軒高(+2,850)

　▼最高の高さ(+3,470)

　▼1FL(+50)
　▲設計GL
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D - 10Ｎｏ.
矩 計 図

1/30（A3) 旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事

1,200 1,2004,550

Y7Y8Y9Y10Y11Y12 Y6

2
,
8
0
0

5
0

　▼最高の軒高(＋2,850）

　▼最高の高さ(＋3,470)
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　▲設計ＧＬ(±0)【342.850】

　▼ＦＬ(+50）

2
,
1
8
5

見切縁：25*30

棟換気口：カラーGL鋼板　t=0.35　既製品
　　　　　有効換気量335㎝2/m　

10

2.25
10

1.5

転び止め：45*120

休憩室(内) 休憩室(外)

1
5
0

1
0
0

1,000 1,000

水切り：ガルバリウム鋼板　t=0.35

1
0
0

柱脚金物：SUS製既製品(105□用）
　　　　　　

屋根：ガルバリウム鋼板　t=0.4　縦ハゼ葺き　勾配1.5寸、2.25寸
　　　雪止め：L-50*50*t4 溶融亜鉛メッキ処理
　　　アスファルトルーフィング940、IB　t=9.0
　　　野地板：構造用合板　t=12.0　

外壁：杉板　t=12　目板付縦羽目板張り　WP
　　　通気胴縁　18*45　
　　　透湿防水シート
　　　構造用合板t=9.0

1
2
0
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4
5
0

2
,
4
0
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　▼基礎天端(+450）

鼻隠し：30*180　WP

軒天換気口：カラーGL鋼板　t=0.35　
　　　　　　軒先タイプ　既製品
　　　　　　有効換気量101㎝2/m　

竪樋：硬質塩ビ製既製品　75φ
　　

4
2
5

1
5
2
5

2
5

4
2
5

廻縁：25*25

化粧梁：105*270

巾木：モルタル金ゴテ押え

土間コンクリート　t=150
　　　防湿シート　t=0.15
　　　　　　砕石　t=100

化粧柱：桧　105*105

断熱材：GWHG16　t=105

外巾木：コンクリート打放補修下地　
　　　　ポリマーセメント系微弾性塗装
　　　　　　　　　(基礎巾木専用塗料) 

犬走り：コンクリート刷毛引き
　　　　伸縮目地切

天井：GB-R　t=9.5
　　　ビニールクロス貼り
　 

　　　壁：GB-R　t=12.5　ビニールクロス貼り
　

軒樋：硬質塩ビ製既製品　
　　　前高120　底巾100タイプ
　　

1
5
0

犬走り：コンクリート刷毛引き
　　　　伸縮目地切

床：コンクリート直均し金ゴテ押え　
　　防塵塗装(防滑)
　　伸縮目地切

軒天：杉板　t=12
　　　羽目板張り　WP
　　　　　　

軒天：杉板　t=12　羽目板張り　WP

床：コンクリート直均し金ゴテ押え　
　　防塵塗装(防滑)
　　伸縮目地切　
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平 面 詳 細 図 １

1/50（A3) 旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事
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展開
方向
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GL+50

GL+50

1
,
0
0
0

GL±0

GL+50

凡例

A 杉板　t=12　目板付縦羽目板張り

B 外装薄塗材E　ガラス繊維ネット入り　軽量ラスモルタル　t=20

▲ 耐力壁（構造用合板t=9.0)

▼
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▼

▼

B

B

B

▼

▼

B

B
▼

B
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FL=設計GL+50

伸縮目地：10*10　PS-2

伸縮目地：10*10　PS-2

屋根ライン

設計GL±0
【342.850】

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　防塵塗装(防滑)
    伸縮目地切

　　　　 犬走り
床：コンクリート刷毛引き
　　伸縮目地切

　　　　 犬走り
床：コンクリート刷毛引き
　　伸縮目地切

床：コンクリート刷毛引き
　　伸縮目地切

ベ
ン
チ
Ｂ

ベ
ン
チ
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女子トイレ
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D - 12Ｎｏ.
平 面 詳 細 図 ２

1/50（A3) 旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事
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A 杉板　t=12　目板付縦羽目板張り

B 外装薄塗材E　ガラス繊維ネット入り　軽量ラスモルタル　t=20

▲ 耐力壁（構造用合板t=9.0)
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FL=設計GL+50
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FL=設計GL+50
　
　

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　防塵塗装(防滑)
    伸縮目地切

　　　　　犬走り
床：コンクリート刷毛引き
　　伸縮目地切

床:コンクリート直均し金ゴテ押え
　 エポキシ樹脂系塗床
　　

床:コンクリート直均し金ゴテ押え
　 エポキシ樹脂系塗床
　　

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　防塵塗装(防滑)
　　伸縮目地切

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　防塵塗装

床:コンクリート直均し金ゴテ押え
　 エポキシ樹脂系塗床
　　

　　　　　犬走り
床：コンクリート刷毛引き
　　伸縮目地切

▲
ベンチＡベンチＡ

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　防塵塗装(防滑)
    伸縮目地切
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展 開 図 １

1/50（A3) 旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事
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化粧梁：105*270

壁：GB-R　t=12.5
　　ビニールクロス貼り
　　

天井：GB-R　t=9.5　
 　   ビニールクロス貼り

換気扇(設備工事)

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　防塵塗装（防滑）
　　伸縮目地切　



男子トイレ

旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事

展 開 図 ２
Ｎｏ. D - 14
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,
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7
0
0

壁：GB-S　t=12.5下地　
　　FK-D　t=6.0

目隠し壁：GB-S　t=12.5下地　
　　　　　FK-D　t=6.0

250

9
0
0

壁：GB-S　t=12.5下地　
　　FK-D　t=6.0

目隠し壁：GB-S　t=12.5下地　
　　　　　FK-D　t=6.0
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,
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2
,
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0
0

X26 X27 X27 X26 X24X25

X25 X24X26X27X27X26X24 X25

天井：FK　t=6.0目透し張り　EP-G

天井：FK　t=6.0目透し張り　EP-G

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　エポキシ樹脂系塗床

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　エポキシ樹脂系塗床

換気扇(設備工事)

換気扇(設備工事)
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ライニング甲板

ライニング甲板

倉 庫
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,
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,
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巾木：モルタル金ゴテ押え

1/50（A3)

ＤＣＢＡ

1,220

Y5

2,420

ＤＣＢＡ

2,430

Y8Y7Y6

2,420

120

9
0
0

多目的トイレ

旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事

展 開 図 ３
Ｎｏ. D - 15

X25 X26 X27 6Y7Y8

2,420 2,430

2
,
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0
0

Y5

巾木：SUS　t=2.0
　　　HL H=60

2,420

2
,
5
0
0

1,220

120

X27 X26 X25

巾木：SUS　t=2.0
　　　HL H=60

X27X26X25 X25X26X27

天井：FK　t=6.0
　　　目透し張り　EP-G

壁：GB-S　t=12.5下地　
　　FK-D　t=6.0

天井：FK　t=6.0
　　　目透し張り　EP-G

壁：GB-S　t=12.5下地　
　　FK-D　t=6.0

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　エポキシ樹脂系塗床

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　防塵塗装

換気扇(設備工事)



1/50（A3) 旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事

展 開 図 ４
Ｎｏ. D - 16
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X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14
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,
8
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0

5
0

2
,
8
0
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軒天：杉板　t=12　羽目板張り

外壁：外装薄塗材E　ガラス繊維ネット入り
      軽量ラスモルタル　t=20

外巾木：モルタル金ゴテ押え

化粧柱：桧　105*105

柱脚金物：SUS製既製品(105□用）
　　　　　　

化粧梁：105*300化粧梁：105*270

外壁：杉板　t=12　
　　　目板付縦羽目板張り　WP
　　　

5
0

　▼FL

　▼FL

　▲設計GL

ベンチA：D370*W1,600*H400

化粧棟木：105*105 化粧母屋：105*105

▼最高の軒高

シェルター
水飲み場

455

■木部は全てWP
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化粧梁：105*300 化粧梁：105*270

火打梁：90*90

化粧梁：105*300

化粧梁：105*105

化粧梁：105*300

火打梁：90*90

外巾木：コンクリート打放補修下地　
　　　　ポリマーセメント系微弾性塗装
　　　　　　　　　(基礎巾木専用塗料) 

床：コンクリート刷毛引き
　　伸縮目地切

床：コンクリート刷毛引き
　　伸縮目地切

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　防塵塗装(防滑)
　　伸縮目地切

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　防塵塗装(防滑)
　　伸縮目地切
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11,830 455

Ｃ
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D - 17Ｎｏ.
展 開 図 ５

旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事1/50（A3)

　▼FL

　▼FL

2
,
5
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見切縁：25*210軒天：杉板　t=12　羽目板張り

外壁：外装薄塗材E　ガラス繊維ネット入り
      軽量ラスモルタル　t=20

化粧梁：105*300 化粧梁：105*270

化粧母屋：105*105 化粧棟木：105*105

化粧小屋束：105*105

5
0

5
0

2
,
8
0
0

▼最高の軒高

■木部は全てWP
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2
5

シェルター
水飲み場

外壁：外装薄塗材E　ガラス繊維ネット入り
      軽量ラスモルタル　t=20

水切り：ガルバリウム鋼板　t=0.35

外壁：外装薄塗材E　ガラス繊維ネット入り
      軽量ラスモルタル　t=20

化粧梁：105*270

化粧梁：105*270 化粧梁：105*300

化粧梁：105*300

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　防塵塗装(防滑)
　　伸縮目地切

床：コンクリート刷毛引き
　　伸縮目地切

床：コンクリート刷毛引き
　　伸縮目地切

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　防塵塗装(防滑)
　　伸縮目地切

床：コンクリート刷毛引き
　　伸縮目地切

ベンチA：D370*W1,600*H400ベンチB：D370*W1,150*H400
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■木部は全てWP

▼最高の軒高

見切縁：25*210

2
,
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0
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　▼FL

　▼FL

1/50（A3) 旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事

展 開 図 ６
Ｎｏ. D - 18
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Y7Y8Y12 Y11 Y10 Y9 Y1Y2Y3Y4Y5Y6

軒天：杉板　t=12　羽目板張り

天井：杉板　t=12　羽目板張り

見切縁：25*210
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,
8
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▼最高の軒高

X24X23X22X21X20X19X18X17X16 X25

Ａ

10,010

休憩所(外）
通路

天井：杉板　t=12　羽目板張り

見切縁：25*210

2
,
5
0
0

外壁：杉板　t=12　
　　　目板付縦羽目板張り　WP
　　　

外壁：杉板　t=12　
　　　目板付縦羽目板張り　WP
　　　

外巾木：モルタル金ゴテ押え

天井：杉板　t=12　羽目板張り

つかえます

どなたでも

ピクトサイン

1
S

1
S

2
S

外巾木：コンクリート打放補修下地　
　　　　ポリマーセメント系微弾性塗装
　　　　　　　　　(基礎巾木専用塗料) 

X15X14

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　防塵塗装(防滑)
　　伸縮目地切

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　防塵塗装(防滑)
　　伸縮目地切

床：コンクリート刷毛引き
　　伸縮目地切

床：コンクリート刷毛引き
　　伸縮目地切

ベンチA：D370*W1,600*H400 ベンチA：D370*W1,600*H400
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見切縁：25*210
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▼最高の軒高
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見切縁：25*210

天井：杉板　t=12　羽目板張り
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10,010

Ｄ

D - 19Ｎｏ.
展 開 図 ７

旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事1/50（A3)

　▼FL

　▼FL
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,
5
0
0

見切縁：25*210

▼最高の軒高

■木部は全てWP
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外壁：杉板　t=12　
　　　目板付縦羽目板張り　WP
　　　

化粧梁：105*300

化粧柱：桧　105*105

水切り：ガルバリウム鋼板　t=0.35

化粧柱：桧　105*105

柱脚金物：SUS製既製品(105□用）
　　　　　　

天井：杉板　t=12　羽目板張り

軒天：杉板　t=12　羽目板張り

軒天：杉板　t=12　羽目板張り

火打梁：90*90

ピクトサイン

外壁：外装薄塗材E　ガラス繊維ネット入り
      軽量ラスモルタル　t=20

化粧梁：105*300

火打梁：90*90

X14X15

2
,
5
0
0

外壁：外装薄塗材E　
　　　ガラス繊維ネット入り
      軽量ラスモルタル　t=20

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　防塵塗装(防滑)
　　伸縮目地切

床：コンクリート刷毛引き
　　伸縮目地切

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　　防塵塗装(防滑)
　　伸縮目地切

柱脚金物：SUS製既製品(105□用）
　　　　　　

床：コンクリート刷毛引き
　　伸縮目地切

外巾木：コンクリート打放補修下地　
　　　　ポリマーセメント系微弾性塗装
　　　　　　　　　(基礎巾木専用塗料) 
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天 井 伏 図
Ｎｏ. D - 20
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軒天換気口：カラーGL鋼板　t=0.35　
　　　　　　軒先タイプ　既製品

番号 仕上

① 　GB-R　t=9.5　ビニールクロス貼り

② 　杉板　t=12　羽目板張り　WP

③ 　FK　t=6.0　目透し張　EP-G

　化粧柱

　化粧梁

　天井点検口　450□　アルミ枠既製品
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シェルター
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旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事1／100（A3)
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沓摺形状
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建具寸法

鋼製建具 アルミ製建具
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・

建具枠廻りはシーリングを行い、ガラス押えは両面シーリング押えとする。

開き戸、引き戸共に閉鎖時の衝撃を緩和するクッションゴムを設置する。

マスターキーは鋼製建具、木製建具共通とし、金属製鍵箱に整理して

防火戸に付くDC（ドアクローザー）、ヒンジクローザーは

CS錠はシリンダー本締り錠、片面サムターンとする。

（特記無き場合は以下とする）

外倒し、内倒し、突出し等の窓の開閉角度は45度以上とする。

庇の無い鋼製建具は上枠に水切SUSｔ=1.5を設置する。

オペレーターは隠蔽式とする。

クレセント及びオペレータ-の位置はFL+1500以下とする。

網戸はステンレス製とする。

AWの額縁はアルミ製既製品とし、外部に面する窓及び内部FIX窓は

AWの水切りはアルミ製既製品とする。

表示事項表示略号表示略号 表示事項

Ｌ 合わせガラス

複層ガラスＳＩ

ＦＴ 型板強化ガラス

線入り型板ガラスＦＷＬ

ＢＤ 鋼製防火ダンパー

トップライトＴＬ

障子

襖

Ｐ

Ｈ

トイレブースＴＢ

木製窓

木製三方枠、四方枠

木製ガラリ

木製扉

ＷＦ

ＷＧ

ＷＷ

ＷＤ

ＳＳ 鋼製シャッター

ステンレス製扉

ステンレス製ガラリ

ステンレス製三方枠、四方枠

ステンレス製窓

鋼製軽量戸

鋼製カーテンウォール

鋼製ガラリ

鋼製三方枠、四方枠

鋼製戸

鋼製窓

鋼製間仕切

学校用型板強化ガラスＴＳＦ

アルミニウム製間仕切

アルミニウム製窓

ＦＬ フロート板ガラス

Ｆ 型板ガラス

ＰＷ 網入り磨き板ガラス

ＦＷ

ＰＷＬ

網入り型板ガラス

線入り磨き板ガラス

強化ガラスＴ

ＴＳ 学校用強化ガラス

ＦＫ 耐熱ガラス（特定防火設備）

ＧＢ ガラスブロック

ＡＷ

ＡＤ アルミニウム製戸

ＡＦ

ＡＧ

ＡＣＷ

アルミニウム製三方枠、四方枠

アルミニウム製ガラリ

アルミ製カーテンウォール

ＳＰ

ＬＳＤ

ＳＤ

ＳＷ

ＳＦ

ＳＧ

ＳＣＷ

ＳＳＤ

ＳＳＷ

ＳＳＦ

ＳＳＧ

ＡＰ

表示事項表示略号

共 通 事 項

防火設備（6.8㎜網入り)

随時閉鎖式特定防火シャッター

常時閉鎖式特定防火設備

随時閉鎖式特定防火設備

随時閉鎖式特定防火シャッター

随時閉鎖式防火設備(感知器連動)

特

特

SS

SS S

網

防

特 S 随時閉鎖式特定防火設備

防

常時閉鎖式防火設備

防 S 随時閉鎖式防火設備(煙感連動)

SUS-Пｔ=1.5SUS-FB　6*15

クロロプレン
スポンジゴム

クロロプレン
スポンジゴム

告示1369号/告示2363号

告示1369号/告示2364号

告示1369号/告示2364号

告示1369号/告示2363号

告示1369号

告示1360号

告示1360号

告示1360号/告示2364号

告示1360号/告示2363号

防火指定(告示/認定番号同等品)

結露受付、内部FIX窓以外は下枠フラットとする。

ストップ無しとする。

提出する。

SS三方枠は、スチール　t=1.6　曲げ加工　SOPとする。・

建 具 表 １
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記　号・室　名

姿　　　　　図

形　　　　　式

見　込・数　量

材　料・仕　上

硝　子・その他

備　　　　　考

金　　　　　物

ＤＣ ドアクローザー

シリンダーサムターン錠ＣＳ錠

Ｃ錠 シリンダー錠

サムターン錠Ｓ錠

アルゴンガスＡr

低放射ガラスLow-E

Ａ 乾燥空気

9
0
0

1
,
3
0
0

1,650

1
AW

9
0
0

1
,
3
0
0

1,195

2
AW

710

7
0
0

1
,
3
0
0

3
AW

4
AW

引違い窓

７０ ２

アルミ 複合被膜

FL3+A+(FL3+30mil+FL3)

クレセント、網戸

他、付属品一式

休憩所(内) 休憩所(内) 男子トイレ、女子トイレ、多目的トイレ

 ▼FL

▽

１７０

ＦＩＸ窓

▽

▽ ▽

▽

７０ ３

▽ ▽

１７０

横すべり出し窓

▽

▽

▽

カムラッチハンドル、網戸

ＰＷ 樹脂製窓

フロアヒンジＦＨ

ＬＨ ラバトリーヒンジ

ピポットヒンジＰＨ

ＨＣ ヒンジクローザー

ＧＨ グラビティヒンジ

Ｎｏ. D - 22

2
,
1
7
5

3
0
0

倉庫

１７０

710

横すべり出し窓

チェーン式オペレーター、網戸

▽F4+A+(FL3+30mil+FL3)



記　号・室　名

姿　　　　　図

形　　　　　式

見　込・数　量

材　料・仕　上

硝　子・その他

備　　　　　考

金　　　　　物
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旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事

記　号・室　名

姿　　　　　図

形　　　　　式

見　込・数　量

材　料・仕　上

硝　子・その他

備　　　　　考

金　　　　　物

2
,
1
8
5

1,620

他、付属品一式

引手、召合せ錠

複合被膜アルミ

２７０

引違い戸 片開き戸

１００ １

スチール ＤＰ

ドアハンドル、丁番、ＤＣ、Ｃ錠、戸当たり、ＳＵＳ沓摺

他、付属品一式固定ガラリ、固定ＳＵＳ網戸

3
SD

倉庫

800

1
,
9
8
5

2
,
0
0
0

1,800

トイレブース

スライド表示錠(非常開錠付)、戸当たり帽子掛け 他、付属品一式

ＳＵＳ巾木、アルミ笠木、ＧＨ

メラミン化粧板

３４０

1
TB

男子トイレ、女子トイレ

900

2
,
0
0
0

多目的トイレ2
SD

片引き戸(手動式　自動閉鎖)

ＤＰスチール

１１００

把手、ロット錠、ＳＵＳ沓摺 、固定ガラリ、固定ＳＵＳ網戸、窓

 ▼FL

1/50（A3)

建 具 表 ２

1
AD 休憩所(内)

屋外タイプ

D - 23Ｎｏ.

有効巾

600

FT4

1
,
9
8
5

800

男子トイレ、女子トイレ1
SD

固定ガラリ、固定ＳＵＳ網戸、窓 他、付属品一式

ドアハンドル、丁番、ＤＣ、Ｃ錠、戸当たり、ＳＵＳ沓摺

ＤＰスチール

２１００

片開き戸

FL3+A+(FL3+30mil+FL3) FT4
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休憩室　壁　詳細図 1/20 トイレ　壁　詳細図 1/20

1/20

ライニング壁：耐水合板　t=12
　　　　　　　FK-D　t=6.0

ライニング甲板：メラミンポストフォーム
                t=20（芯材　耐水MDF）　

250

　▼床仕上

ライニング詳細図３（倉庫） 1/20

巾木：SUS　t=2.0　H=60

1
,
1
0
0

2
,
0
0
0

9
0
0

巾木：SUS　t=2.0　H=60

耐水合板　t=12

1/10・20

1
,
1
0
0

4
0
0150

　▼床仕上

壁
仕
上

▼

耐水合板　t=12

ライニング甲板：メラミンポストフォーム 　t=20
　　　　　　 　（芯材　耐水MDF）　

耐水合板　t=12

▲壁
仕
上

巾木：SUS　t=2.0　H=60

高
さ

H

ライニング詳細図２（大便器）、目隠し壁詳細図1/20ライニング詳細図１

　▼床仕上

150

断熱材：GWHG16　t=105

8
6
9
1
.
5

構造用合板　t=9.0

通期胴縁　18*45

外壁：杉板　t=12　
　　　目板付縦羽目板張り　WP

30

1
8

　▼1FL

　▲設計GL 　▲設計GL

　▼1FL

9
1
.
5

1
0
1

2
.
6
5
0

断熱材：GWHG16　t=105

4
0
0

2
5

見切縁：25*30

巾木：モルタル金ゴテ押え

2
,
5
0
0

断熱材：GWHG16　t=105

断熱材：GWHG16　t=105

外壁：杉板　t=12　
　　　目板付縦羽目板張り　WP

通期胴縁　18*45

構造用合板　t=9.0

胴縁(ヨコ)：21*45　@303

胴縁(ヨコ)：30*45　@303

6
0

2
0

2
0

6
0

8
2
0

2
0

1
,
0
8
0

GB-S　t=12.5

目隠し壁平面図　1/10

60*60
部屋名 部位 甲板D 高さH

男子トイレ・女子トイレ 手洗い 150  900

男子トイレ 小便器 150 1300

多目的トイレ 手洗い 120  900

廻縁：塩ビ製既製品

壁：GB-S　t=12.5下地
　　FK-D　t=6.0

壁：GB-S　t=12.5下地
　　FK-D　t=6.0

3
0

1
2
.
5

6 30
12.5
6

巾木：SUS t=2.0*H60　HL

15

6
0

15

FK-D　t=6.0

ライニング甲板：メラミンポストフォーム
　　　　　　　   t=20（芯材　耐水MDF）　

巾木見切材：アルミジョイナー　カラー

出隅見切材：アルミ製ジョイナー　
　　　　　　カラー

巾木：SUS　t=2.0　H=60

目隠し壁：GB-S　t=12.5
　　　　　FK-D　t=6.0

ライニング壁：耐水合板　t=12
　　　　　　　FK-D　t=6.0

ライニング壁：耐水合板　t=12
　　　　　　　FK-D　t=6.0

5
0

5
0

　▲設計GL

　▼1FL

15

6
0

壁：GB-R　t=12.5　
    ビニールクロス貼り

壁：GB-R　t=12.5　
    ビニールクロス貼り

天井：GB-R　t=9.5　
　　　ビニールクロス貼り

5
0

5
0

天井：FK　t=6.0
　　　目透し張り　EP-G

廻縁：木製　25*25

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　  防塵塗装

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
　  エポキシ樹脂系塗床
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部 分 詳 細 図 ２
Ｎｏ. D - 25

3
0

4
0

4
0

6
0
～

9
0

1
7
0
～
2
0
0

145 55

人工木ウッドデッキ：t=30*W=145
                        

エポキシ系樹脂充填

1/20ウッドデッキ　一般部詳細図（参考） 1/20
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500 500 55

ハット型鋼：40*60

5
1
4
5

1
4
5

5
5
1
4
5

5

4
4
5

ウッドデッキ　点検口詳細図（参考） 1/20

1
5
0

1
0
0

2
0
0 3
0
0

300

　▼1FL(=ウッドデッキFL)

　▲設計GL

1
5
0

5
0

ウッドデッキ床下浸透ます参考図

土間コンクリートt=150

300
開口部分

砕石

断面図

3 0 0

4 0 0

3
0
0

4
0
0

嵩上げ

浸透部( O K Z )

蓋 (歩行用ｸ ﾞ ﾚ ｰ ﾁ ﾝ ｸ ﾞ )

▼GL

3
2
0

3
2
0

6
6
0

3
4
0

1 8

3 1 8

1 8 2 8 2

9
1
0

2 0 0

5
0

2
0
0

2
5
0

5
9
0

2 0 0

7 1 8

砂

透水シート

単粒度砕石

3
0

2
5
0

4 0 0

3 0 0

2 8 2 1 8

3 1 8

1 8

4
4
0

3
0

4 0 0

3 0 0

4
0
0

3
0
0

4 0 0

3 0 0

平 面 図 側 面 図 ( 嵩 上 げ )

側 面 図 ( O K Z )

浸透桝　詳細図　1/10

平面図

雨水浸透桝詳細図（参考）

参考品番OKZ300 【㈱オーイケ】

1/20

竪樋へ接続
（設備工事）

ハット型鋼製根太：40*60　@450

ハット型鋼製根太：40*60　@900

鋼製束：SUS　M12全ネジボルト　@900

1
0
0

伸縮目地材：W15*H20
　　　　　　　ポリエチレン発泡体

目地シーリング：10*10　PS-2
　　　　　　　　土間目地用
　　　　　　　

床コンクリート　伸縮目地　詳細図 1/10

土間コンクリート

切込砕石　転圧処理

1
5
0

1
2
0

3
0

防湿シート　t=0.15

床：コンクリート直均し金ゴテ押え
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部 分 詳 細 図 ３
Ｎｏ. D - 26

4
0
0

962.5 962.5

4
0
0

481.25481.25

45*45

90*90 45*45 90*90

45*45

4
0
0

　▼床仕上 　▼床仕上

　▼床仕上

■木部は全てWP

b
b
'

a

b-b'断面図　1/20

a断面図　1/20

4,000

縁台詳細図 1/20・50

4,000

962.5962.5962.5962.5

3
0

5

481.25 481.25

75

大引：90*90 根太：45*90

床束：90*90

860860

1,870

1
2
0

5
1
2
0

5
9
0

2
5

a

b
b
'

　▼床仕上

4
0
0

3
7
0

1,600

370

a断面図　1/20

b-b'断面図　1/20

　▼床仕上

　▼床仕上

4
0
0

4
0
0

A:1,600

1
,
8
7
0

8
6
0

8
6
0

90*9045*45

1,870

1,150

800 800

45*90

45*90

45*90

45 280 453
7
0

3
0

4
5

2
8
0

4
5

b b'

B:1,150

120 55

51205

座板：桧　30*120
　　　座面面取り

側板：桧　30*120
　　　座面、正面面取り

座板：桧　30*120
　　　座面面取り

平面図　1/50

正面図　1/50

ベンチＢ　平面図　1/50ベンチＡ　平面図　1/50

ベンチＡ　正面図　1/50 ベンチＢ　正面図　1/50

ベンチ詳細図 1/20・50

1/20（A3)
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サ イ ン 計 画 図
Ｎｏ. D - 27
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トイレサイン：200*200*H200
　　　表示板：SUS　t=1.5曲げ加工　
　　　　　　　焼付塗装(白）
ピクトグラム：多目的トイレ
　　　　　　　耐候性塩ビシート
　　　　　　　切文字貼り

休憩所

犬走り

犬走り

シェルター

休憩所（内）

休憩所（外）

多目的トイレ

通路

倉庫

男子トイレ

つかえます

どなたでも

2
S

2
S

3
S

1
S

1
S

1
S

SUSLアングル：30*30*t=1.5
　　　　　　　表示板と同仕上げ
　　　　　　　ビス留め 2

0
0

2020 160

2
0
0

2
0

1
6
0

2
0

2
0
0

200 200 200

2
0
0

2
0

1
6
0

2
0

2
S

3
S

1/10休憩所 男子・女子トイレ 多目的トイレ

SUSLアングル：30*30*t=1.5
　　　　　　　表示板と同仕上げ
　　　　　　　ビス留め

SUSLアングル：30*30*t=1.5
　　　　　　　表示板と同仕上げ
　　　　　　　ビス留め

休憩所サイン：200*200*H200
　　　表示板：SUS　t=1.5曲げ加工　
　　　　　　　焼付塗装(白）
ピクトグラム：休憩所
　　　　　　　耐候性塩ビシート
　　　　　　　切文字貼り

サイン配置図

2
箇
所
数

箇
所
数

2 1/10 1/101
箇
所
数

トイレサイン：200*200*H200
　　　表示板：SUS　t=1.5曲げ加工　
　　　　　　　焼付塗装(白）
ピクトグラム：男性、女性
　　　　　　　耐候性塩ビシート
　　　　　　　切文字貼り



 ▼FL

休憩所(内)

1.62/2*0.35=0.283

引違い窓

1
AW

1,620

1
,
3
0
0

9
0
0

記　号・室　名

姿　　　　　図

旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事1/50（A3)

法 規 チ ェ ッ ク リ ス ト

3
5
0

4
5
0

8
0
0

2
,
6
5
0

1
,
8
5
0

法 2 8 条 第 1 項

形 式

法 2 8 条 第 2 項

令第116条の2 1-2

備 考

採 光 補 正 係 数

 0.28

1.62/2*1.3=1.053 1.05

1.62*1.3=2.106 2.10

■法適合開口部

 ▼天井

D - 28Ｎｏ.
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■法チェック表

採光 換気 排煙

法第２８条第１項 法第２８条第２項 令第１１６条の２　１項２号

令１１１条１項 令第１２６条の２

床面積 必要面積(㎡) 開口面積 面積 必要面積(㎡) 開口面積 面積 必要面積(㎡) 開口面積 面積

階 室名 (㎡) （1/5or7or20） 適用建具 (㎡) 箇所 (㎡) 判定 （1/20） 適用建具 (㎡) 箇所 (㎡) 判定 （1/50） 適用建具 (㎡) 箇所 (㎡) 判定

1 休憩所(内) 23.18 1/20 3.31 AW-1 2.10 2 4.20 1.15 AW-1 1.05 2 2.10 0.46 AW-1 0.28 2 0.56

計 23.18 4.20 OK 2.10 OK 0.56 OK

■消防法　無窓階判定

1 134.67 1/30 4.49 10.92（X2-X14）×H2.5 27.3 OK
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SS400

 N値

屋外鉄骨階段

山梨県山梨市上神内川

旧市役所跡地多目的広場トイレ等建設工事

Ｙ方向ルートＸ方向ルート

深さ：設計ＧＬ-500　

5.04.0
3.01.0

2.0

長期許容支持力度 　　126kN/㎡ 

スウェーデン式サウンディング試験

Ｌ＝400Ｍ-12

大梁、小梁、鋼板

柱

歩道切下げ

注）６　上表以外のセメントを使用する場合は ､ 工事管理者の指示による。

　 　 　 　 一 時 に 全 部 の 支 柱 を 取 り 払 っ て ､ 盛 り か え を し て は な ら な い 。

注 ） ５ 　 支 柱 の 盛 り か え は ､ 小 ば り が 終 わ っ て か ら ､ ス ラ ブ を 行 う 。

注 ） ３ 　 支 柱 の 盛 り か え は ､ 必 ず 直 上 階 の コ ン ク リ － ト 打 ち 後 と す る 。

　　 　　 行わな い。

注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない､また､その他のはりの場合も原則として

注）１　片持ばり､庇 ､スパン9 . 0 ｍ以上のはり下は､工事管理者の指示による。

（超長期：１０.０N／mm2） １００％１００％
圧縮強度

設計基準強度の５０％５.０Ｎ／mm2
コンクリ－トの 設計基準強度の

気温・調合強度等により異なるため、JAS S 5（20 1 5）によるものとする。10℃未満

（ ）
2 82 51 21 066310℃～20℃

2 81 78644220℃以上の

材

令

日

コ
ン
ク
リ
ー
ト

温 Ａ種
気の シリカセメント
均間

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種平期
高炉セメントシリカセメントシリカセメントシリカセメント置

存
ランドセメントＡ種Ａ種Ａ種

類 普通ポルト高炉セメント高炉セメント高炉セメント
種ト

ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントのン
早強ポルト普通ポルト早強ポルト普通ポルト早強ポルト普通ポルト早強ポルトメ

セ
はり下スラブ下スラブ下、はり下基礎、はり側、柱、壁

位
部

支　　　柱せ　き　板種類
　　　　　　　

型 枠 存 置 期 間●

材料　合板厚 12m／mを基準とする。 施工はJASS5（2015）による。●●

型　枠(3)

代行業者名とは ､試験 ､ 検査に伴う業務を代行する者をいう。

代 行 業 者 名 　

試 験 機 関 名 　

準 ず る 試 験 機 関 」 で 行 う こ と 。

コンクリ－ト及び鉄筋の試験は､「建築物の工事における試験及び検査に関する法的試験機関、又は、これに●

パイラル型とする。

柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は､　　Ｈ型（タガ型）　　Ｗ型（溶接型）　　Ｓ型（ス

（1ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で200箇所程度とする）

1回の試験は5本以上とする。

ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用し、

継手部の検査方法：・外観検査　　有　　無　・引張試験　　有　　無　・超音波探傷試験　　　有　　無

溶接継手工事、機械式継手工事）による。

継手部の施工要領は社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、

本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

Ｄ1 9未満は､すべて重ね継手とする。継手（Ｄ1 9以上）をガス圧接とする場合は､日●

標準図(1)(2)」による。

「鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図(1 ) ( 2 )」または「壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋

鉄筋の加工寸法 ､ 形状 ､ かぶり厚さ ､ 鉄筋の継手位置 ､継手の重ね長さ ､ 定着長さは●

高強度せん断補強筋は､ J I S  G 3 1 3 7 に規定されるＤ種１号適合品とする。

鉄筋は､ J I S  G 3 1 1 2の規格品を標準とする。施工はJ A S S 5 ( 2 0 1 5 )による。●

鉄　筋(2)

場合は１５０分､２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

と。なお､打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は､外気温が２５℃未満の

際しては ､ コンクリ－ト圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事するこ

クリ－トの自由落下高さは､コンクリ－トが分離しない範囲とする。ボンプ圧送に

ポンプ打ちコンクリ－トは､打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち､コン●

本以上とし ､ そのうち４週用に３本を用いる。

の必要本数を採取する。なお ､ 供試体の数量は ､ 特別指示なき場合は ､ １回当り６

を標準とする。１回に採取する供試体は､適当な間隔をおいた３台の運搬車からそ

また､打ち込み量が1 5 0 m 3 を越える場合は､ 1 5 0 m 3 ごとまたは､その端数ごとに１回

とする。

水中養生 ､ または現場封かん養生とし ､ 採取は打ち込み工区ごと ､ 打ち込み日ごと

構造体コンクリ－トについて､現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ5Ｔ-6 0 3）は､現場●

は､同一試料から取り分けて３回行い､その平均値を試験値とする。

測定検査の回数は､通常の場合､１日１回以上とし､１回の検査における測定試験

の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラ－）を保管し承認を得る。

術 セン ター の技 術 評価 をう けた 測定 器を 用い て行 い ､ 試 験 結果 の記 録及 び測 定器

フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は､原則として工事現場で（財）国土開発技●

ち込み､養生 ､ 管理方法など必要事項について､工事監理者の承認を得ること。

寒中､暑中 ､その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は､調合 ､打●

調合計画は､工事開始前に工事監理者の承認を得ること。●

セメントは､ＪＩＳ Ｒ5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。●

●耐 久 設 計 基 準 強 度  Ｆ ｄ 超長期長期標準短期●

コンクリ－トはＪＩＳ認定工場の製品とし､施工に関してはJASS5(2015)による。●

36Ｎ／ｍｍ2以下に適用し、鉄筋の材質はSD390以下に適用する。
コンクリ－ト(1)

本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度（Fc）が

18Ｎ+S

21Ｎ+S

18Ｎ18Ｎ

18Ｎ

擁壁

軽量普通、押えコンクリート

(JASS5（2015年版）)

標準 ）●● 現場水中現場封かん（　養生

呼び強度を保証する材齢、養生 ）●● 56日28日（　材齢

AE減水剤混 和 剤

Ｆ≧Fｍ＋1.73σ　　　F≧0.85Fｍ＋3σ

材齢２８日の調合強度Ｆは下記の両式を満足するものとする。

Ｓ＝３～６Ｆｍ＝Ｍａｘ（Ｆｃ，Ｆｄ）＋Ｓ調合管理強度●

主要構造部、水セメント比は65％以下とする。●

単位水量は185㎏/ｍ3以下、単位セメント量は270kg/ｍ3以上とする●

柱、梁、壁、屋根  軽量普通、

18

1818Ｎ18Ｎ

18Ｎ

基礎・基礎梁

普通

土間コンクリ－ト

捨 コ ン ク リ － ト

● 4.5普通

● 普通

● 18Ｎ普通 18

（%）Ｆｍ＝Ｎ／mm2Ｆｑ＝Ｎ／mm2Ｆｃ＝Ｎ／mm2 cm種　類 スランプ 所要空気量設計基準強度 調合管理強度品質基準強度

コンクリ－ト(1)

21Ｎ 21Ｎ

4.518

適用箇所

18Ｎ

4.5

D10,D13

径

図示

特殊デッキプレート

形式キーストンプレート 厚

形式 厚デッキプレート

厚Ｈ＝折版

厚ＡＬＣ板

（６）屋根、床、壁

使用箇所（　  柱　　 大梁　　 小梁）

使用箇所（　  柱　　 大梁　　 小梁）㎜Ｌ＝φ＝

頭付スタッド

Ｌ＝900Ｍ-16 ナット（　  シングル、　 ダブル）㎜

ナット（　  シングル、　 ダブル）㎜SS400

アンカーボルト

否要高力ボルト導入張力確認試験ＭＭ

否中ボルト 要高力ボルトすべり係数試験

M24M22特殊:Ｓ10Ｔ M20M16M12認定品（                                   ）普通:Ｆ10Ｔ

高力ボルト

（５）ボルト

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

無有SSC400

無有SN490B.C.SM490A

無有BCP235BCR295

無有STKR490STKR400

無有SS400 SN400A.B.C.SM400

現場溶接使用箇所 備　考種　　類

（４）鉄骨

溶接金網         (JIS G 3551)

（           ）SR235丸    鋼

高強度せん断補強筋 特殊継手

ガス圧接継手SD345
異形鉄筋

SD295B

図示 重ね継手SD295A

継手工法使用箇所種　　類（３）鉄筋

190､100､Ｂ種Ａ種 150､120､厚Ｃ種

（２）コンクリートブロック(ＣＢ)

1

2

3

4

0
土質 内容深度

0

載荷試験

本数杭長（ｍ)設計支持力（kN)杭径（㎜） 特記事項

試験杭 ）載荷打ち込み（）無有 本（

杭仕様 杭施工結果報告書施工計画書承認

機械堀SDHOOP

手堀深礎SD主筋鉄筋       年    月    日ＢＨ

ミニアースセメント量         kN/㎡     第            号アースドリル

コンクリート杭 スランプ           cm 日本建築センター認定リバースサーキュレーション

コンクリートＦc=　　N/㎜場所打ち 拡底杭拡底杭オールケーシング2

      年    月    日

SS400 STK400鋼材摩擦杭 大臣認定第        号鋼管

）Ｃ種（PHCＨ鋼ＰＨＣ Ｂ種Ａ種 埋込み(セメントミルク工法）

）Ｂ種Ａ種（PCPC Ｃ種ＲＣ 打ち込み

材   料 備考施工法杭   種

(2) 基礎杭 支持層－

無有

試験堀布基礎 無有独立基礎ベタ基礎

(1)　直接基礎

４，地業工事

１

擁壁

２，使用構造材料

-(　　)（１０）構造計算ルート -(　　)

（９）増築計画 無）（有

門塀

（８）付帯工事

kN受水槽N/㎡倉庫積載床用

kNエレベータ kNホイストリフト人乗(ロープ式 油圧式）

（７）特別な荷重

広告塔kN高架水槽 kN キュービクル 煙突

（６）屋上付属物

休憩所、公衆便所（５）主要用途

階地上 塔屋階階地下

（４）階  数

プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＰＲＣ)

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＷＰＲＣ)鉄骨鉄筋コンクリート造(ＳＲＣ)
(3) 地盤調査及び試験杭の結果により､長杭､杭種､直接基礎の深さ､形状を変更する場合もある

壁式鉄筋コンクリート造(ＷＲＣ)鉄筋コンクリート造(ＲＣ)

スウェーデン式サウンディング試験平板載荷試験物理調査土質試験
補強コンクリートブロック造（ＣＢ）木造（Ｗ） 鉄骨造(Ｓ)

水平地盤反力係数の測定標準貫入試験静的貫入試験ボーリング調査

（３）構造種別 (2) 地盤調査計画

改築増改築増築新築（２）工事種別 無）有（調査予定無

現場透水試験 土質試験液状化判定
建築場所

水平地盤反力係数の測定ボーリング調査)近隣敷地内(有 平板載荷試験

（１）工事名称 (1) 地盤調査

５，鉄筋コンクリート工事３，地  盤１，建築物の構造内容

適用は    印を記入する。
構 造 設 計 標 準 仕 様 書

地盤調査報告書　参照

( 1 )  構 造 図 面 に 記 載 さ れ た 事 項 は 、 本 標 準 図 に 優 先 し て 適 用 す る 。

( 2 )  記 号

d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値  丸鋼では径 D･･･部材の成 R･･･直径

@･･･間隔 r･･･半径 l0部材の内寸法距離 h0･･･部材間の内法高さ

ST･･･あばら筋 HOOP･･･帯筋 S.HOOP･･･補強帯筋 φ･･･直径又は丸鋼

C･･･中心線L

１，一般事項

40d または30dフック付

40d または30dフック付

45d または35dフック付

40d または30dフック付

45d または35dフック付

45d フック付き

35d フック付き

150mm以上

10d かつ25d または

15d フック

　　　付き

　　　付き

150mmフック

　　　付き

25d フック

45d フック付き

35d フック付き

40d または30dフック付

35d または25dフック付

40d または30dフック付

21  24

27～36

18以下

21  24

27～36

18以下

21  24

SD390

SD295B

SD345

SD295A

SR235

(L1)

重ね継手の長さ

特別の定着及び

スラブ小  梁

下ば筋 (L3)

一般  (L2)

定  着  の  長  さ

(N/㎜2)       
基準強度の範囲
クリートの設計
普通、軽量コン

鉄筋の種類

19φ　　 

D19　以上

D16　以下

SD345、SD390

SD295A・B

スラブ筋、壁筋には丸鋼は使用しない。

SD295～SD345のD19～D38は4d以上、D41およびSD390は5d以上。

折曲げ内法寸法Rは、SR235～SD345の径16およびD16以下は3d以上、

90135180

8d以上(※4d以上)

( 3 )  鉄 筋 の 定 着 及 び 重 ね 継 手 長 さ

( 2 )  鉄 筋 中 間 部 の 折 曲 げ の 形 状   鉄 筋 折 り 曲 げ 角 度 9 0 ° 以 下

4d以上

6d以上

8d以上

3d以上

28φ～32φ

D29～D38

D19～D25

19φ～25φ

D16     

16φ　　

以下

SD295B、SD345

SR235、SD295A

筋          

上記以外の鉄

帯       筋

スパイラル筋

あ ば ら 筋

　　　る区分

鉄筋の径によ

R

d

R

d

ャップタイにのみ用いる。
打ち込むT形およびL形梁のキ
の末端部またはスラブと同時に
折まげ角度90°はスラブ筋、壁筋

8
d
以

上

d

余
長

余
長余長

RRR

ddd

内の寸法(R)

鉄筋の折曲げ

鉄筋の種類所による呼称

鉄筋の使用箇

キャップタイ

図

※片持スラブ、L配筋の先端

6d以上(※4d以上)4d以上鉄筋の予長

図

( 1 )  鉄 筋 末 端 部 の 折 曲 げ の 形 状

折曲げ角度

30d または20dフック付

35d または25dフック付

40

60

40

30

40

30

20

50

50

40

継       手

  ガス圧接形状

  4, D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

  3, 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

  2, 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

  5, 鉄筋径の差が7㎜を超える場合は、圧接としてはならない

  1, 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

(4) かぶり厚さ(単位：㎜)

最小かぶり厚さを確保する。
厚さが部分的に減少する箇所に付いても
ひびわれ誘発目地部など鉄部のかぶり、

かぶり厚さ

70

50

40

30屋 内

基  礎  ・  擁  壁

柱・はり・スラブ・耐力壁

擁      壁

屋 外

耐力壁

はり
柱

非耐力壁
床スラブ

屋根スラブ
(㎜)(㎜)

最小かぶり厚さ設計かぶり厚さ部 位

土に接する部分

土に接しない部分

1.5L1以上 約0.5L1

L1L1

a≧400

重ね継手(下図のいずれかとする)  圧接継手

d/4以下

d/5以下

圧接面

d

圧接面

d

1.1d以上

1.4以上

圧接面

d
θ

θ＞80°

3㎜以下

d

その他、本配筋標準に記載する箇所e，

梁

柱

d0 d
あき

d

間隔

丸   鋼異型鉄筋
あき

d0

間隔

末端にはフックが必要

図の  印の鉄筋の重ね継手の

d，柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)

c，煙突の鉄筋b，あばら筋,帯筋a，丸鋼

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上

丸鋼では径、異型鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

(a-fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。)( 6 )  鉄 筋 の フ ッ ク

( 5 )  鉄 筋 の あ き

屋 外

屋 内

鉄筋コンクリート構造配筋標準図

２．鉄筋加工、かぶり
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ＨＩＺＡＷＡ
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旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事NON

木 質 工 事 特 記 仕 様 書 - １
Ｎｏ. S - 02

/スムース

皿頭網目付き

平頭フラット/スムース

平頭フラット/スムース

網目付き/ｽﾑｰｽ

平頭フラット及び

ＧＮ釘

Ｓ釘

ＺＮ釘

石膏ボード用

耐力壁、床板、屋根

補強金物

耐力壁

床板、屋根

無等級

無等級

無等級

無等級

無等級

無等級

無等級

E90

E90

杉

杉

間柱・筋交

小屋束

母屋

杉火打梁
SD20

D20

12

12

C-D

C-D 特類

特類

一級

一級外　壁

800

450

16
HDアンカーボルト

・アンカーボルトはダブルナットとする。　■適用除外　〔　基礎アンカーボルト　　　　　〕

■外観検査　　■加工寸法検査

　■立ち会い検査

　　　　□　調整代をとったボルト接合工法の場合（大断面集成材、LVL）：材長の±0.04％以下　　　

　　　　■　軸組み工法の継ぎ手仕口及び金物工法の場合：±1.0ｍｍ以下

■　

抜き取り（部位：土台、柱、梁・桁　　　　　　　　）

抜き取り（部位：土台、柱、梁・桁　　　　　　　　）

抜き取り（部位：土台、柱、梁・桁　　　　　　　　）

抜き取り（部位：土台、柱、梁・桁　　　　　　　　）

■防蟻薬剤による処理：薬剤（　

（　　桧　　）■ □

12

杉梁・桁

桧

桧大引

土台

：　　〔　　　　　　 　　　　 　　〕

：　　－5mm≦△H≦+5mm

：　　±3mm以下

：　　±3mm以下　

：　　　　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm

：　　　　e≦Ｌ／700+ 5mm　かつ　e≦15mm

：　　　　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm

　　　　　施工者自主検査記録の提出〔　　

　　　　　施工者自主検査記録の提出〔　　

　　　　　施工者自主検査記録の提出〔　

　　建方後の施工状況の検査

　　　　　施工者自主検査記録の提出〔　　

　　　　　施工者自主検査記録の提出〔　

施工時の安全性に対する検討書の提出　　　□　施工時荷重条件の通知

建方計画書の提出　

集積場の確認　  

輸送計画書の提出　〔　

F

F　☆☆☆☆

　☆☆☆☆

「公共建築木造工事標準仕様書」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

杉

杉

桧

9

（　吹付　　　）

（　吹付　　　）

ml/m300

■

■

□ （　　　　　　）

柱

F　☆☆☆☆

垂木

　曲げ性能） 放　散　量

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

平滑であること。

（　　　　　　）

（　　　　　　）

（単位：mm）

図示

図示

図示

F　☆☆☆☆野地板

未仕上材

仕上材

で指定

材面の品質の

基準により指定

K1、K2、K3、K4、K5

の性能区分で指定

造作用製材の

※本仕様書は建築物及び工作物の構造上主要な部分に木材・木質材料を用いる工事に適用する。

木材の防腐・防蟻処理は以下のいずれかとする。

（１）木材の防腐・防蟻処理

（１）適用範囲

１．一般事項

【丸太・そま角】

（４）丸太・そま角

ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とする。

（６）接着剤（接着接合）

使用箇所 備　考製品名

　部位

　　を標準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。

注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍ

□土壌処理省略 □北海道　□東北　□北陸　□（　　　　　　　）

□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策　（　べた基礎　　　　　　　　）

　以上の効力を有するものとする。

　特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等

（２）土壌処理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他

水周り

□（　　　　　）□K3□（　　　　　）□

□（　　　　　）□K3□（　　　　　）□

使用部位

土台

外周柱下部1ｍ ■

現場処理

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

□

□

□

K3

K3

K3

□

□

工場処理材

（　　　　　）□

高耐久材

（　　　　　）□

□ （　　　　　） □ K3 □ （　　　　　）

外周筋かい下部1ｍ

外周木質系面材耐力壁下部1ｍ

塗り回数製品名（会社名）

□　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

□　 含水率測定の時期は、監理者の指示による。　

製造工場の認定書の写しを確認する。

日本農林規格の目視等級区分構造用製材、機械等級区分構造用製材を使用する場合は

検査項目

全数

全数

全数

全数

全数

全数とする。検査の結果、性能を満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行う。

基づいて、適時抜取り検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則

速やかに監理者に報告する。また係員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に

　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、

（１）構造用製材

・特記無き場合は、動的試験は製材後（継手などの工場加工前に）に行う。

・特記無き場合は、含水率計による測定は、製材加工後の工場出荷前に行う。

　する同一部材の中から抽出し、木材の試験方法（JIS Z 2101）に準ずる。

・全乾重量法や静的ヤング係数試験は１荷口につき確認する本数で示す。試験体は実際に使用

　全国木材組合連合会の認定品を用いて測定することを原則とする。

　公的試験場にて行う。含水率計は日本住宅・木材技術センタ－認定品を、動的ヤング係数は

・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や静的ヤング係数試験は

・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)、構造用合板、構造用パネル等

・搬入される全製品について受け入れ検査を実施し、特記仕様書等で指定された所定の製品であ

ることを、日本農林規格(JAS)－MDF等の場合は日本工業規格(JIS)－の表示ラベルまたは出荷証

明書で確認すること。

３．耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

４．材料品質の検査方法 は適用項目を示すものとする。

・現場または加工工場に搬入される全ての接合具について受け入れ検査を実施し、材質径、長さ

製品名等について特記仕様書等で指定された所定の製品であることを確認すること。

・同等性能の接合具を用いる場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得る。

木製品の接合具については、予め曲げ試験などにより性能の確認を行いその結果を報告する。

また必要に応じて立会いによる性能確認を実施する。

・現場または加工工場に搬入される全ての接合金物について受け入れ検査を実施し、材質、形状

製品名等について特記仕様書等で指定された所定の製品であることを確認すること。

・同等認定品や性能評価品等を用いる場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得る。

（３）接合具

（４）接合金物

下記を除き、2．1木質材料に示す材の仕上げ後の断面寸法の許容差は各々の農林規格の寸法

許容差に準ずる。ただし、上限値が制限なしとなっている場合は、協議による。

　　　　　材種：□ （　　　　　　　　　　　　　　）　 □ （　　　　　　　　　　　　　　）

ｄ+1.0ｍｍ　　　　　　集成材　　： （ｄ≦M12）、ｄ+2.0ｍｍ（ｄ≧M16）

せん断用ボルト穴径　（ｄはボルト径）

（１）刻み時の注意

製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

（２）加工寸法の精度

図面表示は仕上がり寸法である。 

構造用製材、構造用集成材、LVLの材長

（３）表面仕上げ

　　　　　　接合金物等： （ｄ≦M12）、ｄ+1.5ｍｍ（ｄ≧M16）ｄ+1.0ｍｍ

□製材（　　　　　　　）　□集成材･LVL（　　　　　　　）　□その他（　　　　　　　）

　□柱 ：（　　　）　mm

（４）面取り

：（　　　）　mm　□梁

（５）加工状況の検査

ドリフトピンの接合金物等の穴径： ｄ+1.0ｍｍ

ドリフトピン・木栓の木材の穴径：ｄ\U+00B10ｍｍ （dはドリフトピン･木栓径）

(ｄ≦M12)、ｄ+1.5ｍｍ(ｄ≧M16) （dはﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝ径）

５．木材の加工

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。

（１）輸送計画

製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し

十分な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

（２）集積・保管

降雪や降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥に

よる割れが発生するため避ける。

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

（３）建方計画

アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、

養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。

（４）施工時の安全性

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは

柱に大きな引張力を与えるなどの場合は監理者の承認を受ける。また、強風などによる諸外力に

対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。

（５）アンカーボルトの施工

・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを

　行う。

・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

（６）建方精度

・建方の精度基準は下記による。　

　　　梁の水平度　　　

　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　建物のわん曲　　

　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　柱据え付け面の高さ及びアンカーボルトの位置

　　　　　柱据え付け面の基準高さからの誤差　 　□ 〔　　　　　〕

　　　　　通り芯からの誤差　 　　□ 〔　　　　　〕

　　　　　階高

　  □　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

（７）施工状況の検査

　　アンカーボルト施工時の立会い検査

　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　地組み時の立会い検査

　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　建方時の立会い検査

　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　最終確認

　　工事中に発生するボルトの緩み、接合具および接合金物に影響する材の割れ、接着面の

　　はがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は

　　速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　（節点間のレベル差）　 

６．運搬・建方

　　　建物の倒れ　　

　□施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

木造の構法は、建築基準法施行令第3章3節に規定する木造軸組工法に適用する。

　木質工事特記仕様書

本項の内容は特記無き限り、素材の日本農林規格などに準拠する。

部　位 樹種名 縦振動ヤング係数区分 等　級

（記入例）
で定められる区分で示す

Ef150など測定した縦振動ヤング係数 材の品質を１等、２等、

３等、４等で示す

種　類 材　質

JIS G 3532 SWM-N

径 (㎜) 長さ (㎜) 使用箇所 頭部／胴部形状

（１）くぎ、木ネジ

Ｎ釘 鉄

JIS G 3532鉄

鉄

ＣＮ釘

JIS G 3532

鉄 JIS G 3532

ステンレス JIS G 4309 SUS304

SWM-N

SWM-N

SWM-N

接合具に錆を生じる恐れのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。標準

2.2　接合具

（２）木質構造用ビス

製品名 使用箇所

接合具の材質は一般普及品を使用することを原則とし、特殊なものを使用したい場合は特記とする。

径 (㎜) 長さ (㎜)

（３）ボルト、ナット、座金

含水率測定

ヤング率測定

材種・等級の確認

外観検査

寸法検査

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

（３）耐候処理（塗装）：劣悪環境に置かれる木材等を対象とする。

・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所などは、現場処理に準じる）

・高耐久材の使用（注：部材は心材あるいは心持ち材または集成材とする）

・現場処理： 塗布、吹付、浸漬　 （特記無き場合は、処理量：　　　　　　　、処理回数：2回）

　　　AQ認証保存処理材：　１種　　２種　　３種

　　　保存処理材（性能区分）　 ：　K5　　K4　　K3　　K2　　K1

使用薬剤：日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする。

（注：接合部、亀裂部、コンクリートなどに接する部分は、特に入念な処理を行う。

給排水用塩化ビニル管に接する部分は、薬剤による損傷を防ぐため管を保護する。

処理方法は、日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。）

めっき処理は溶融亜鉛めっき鋼板：Z27(JIS G 3302)　電気亜鉛めっき：Ep-Fe/Zn8/CM2とする。

種　類

呼び径六角ボルト

有効径六角ボルト

全ネジボルト

径 (㎜) 長さ (㎜) 防錆処理、使用箇所など

電気亜鉛めっき

（　　　　　　　）

 JIS G 3101

 JIS G 3505

JIS G 3507-1

SS400

SWRM8～10

SWRCH8～10

材　質

　　ボルト・ナットはJIS B 1180、JIS B 1181の規格及び付属書JAによる。

鉄

電気亜鉛めっき

（　　　　　　　）

 JIS G 3101 SS400

JIS G 3507-1 SWRCH8～10

 JIS G 3505 SWRM8～10

 JIS G 3138 SNR400B,490B

ステンレス

鉄

ステンレス

電気亜鉛めっき

（　　　　　　　）

生地

SPHC

SS400
鉄

ステンレス

・設計図及び標準図記載以外の座金は、特記なき限り用途ごと(引張、せん断)に下表により使い分ける。

座金の大きさ　　　　　 　　ボルト径

引張を受けるボルト

せん断を受けるボルト

厚さ

角座金の一辺

丸座金の直径

厚さ

角座金の一辺

丸座金の直径

8

4.5

40

45

3.2

25

30 35

30

3.2

60

50

4.5

10 12

6

60

70

3.2

35

16

9

80

90

4.5

50

20

9

105

120

6

60

24

13

125

140

6

70

ドリフトピン

種　類 材　質 径 (㎜) 長さ (㎜) 防錆処理、使用箇所など

鉄

鉄
ラグスクリュー

（コーチボルト）

 JIS B 1180

 JIS B 1180

炭素鋼

は4Tに適合する

強度区分4.6又

炭素鋼

は4Tに適合する

強度区分4.6又 電気亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

木栓 堅木（樹種：　　　　　　）

（４）ドリフトピン、ラグスクリュー、木栓

38 48 58 68

（５）接合金物、鋼材

種　類

筋かい耐力壁の

接合部

柱頭・柱脚接合部

短期許容接合耐力 防錆処理、使用箇所など

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

メーカー等

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

品　名

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　） （　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　） （　　　　　　　　　　　　　）

鋼材

（　　　　　　　）

横架材接合部

先端は、3～5mm程度面取りすること。

・ドリフトピンの先端テーパー部の長さ：10mm以下

尚、ボルトとの組み合わせにより耐力が決まっている羽子板ボルト等の座金は、その仕様に準ずる。

・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等、気乾比重0.6以上の広葉樹で、節や目切れ等の欠点の無いものとし

角座金

丸座金

生地

JIS G 4303 SUS304

JIS G 3131

SUS304JIS G 4303

JIS G 4303 SUS304 生地

（２）設計図書

設計図書とは標準図、特記仕様書、設計図、指示書（現場説明書及び質疑回答書を含む）をいう。

（３）準拠する図書

「木造住宅工事仕様書」 (住宅金融支援機構監修)

「木造計画・設計基準」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修)

「木造軸組工法住宅の許容応力度設計」 (日本住宅・木材技術センター)

「日本工業規格 JIS A3301-2015 木造校舎の構造設計標準」

設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（※全て最新版による。）

上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格又はこれに準ずる規格を適用する。

2．設計図

3．特記仕様書

4．標準図

（４）設計図書の優先順位

設計図書の優先順位は下記による。

1．指示書（現場説明書及び質疑回答書）

（５）疑義

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合監理者に申し出、その処理方法を協議する。

（９）各種試験・検査報告書の提出

有した製作工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける。

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を

（８）製作工場の選定、承諾

アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合、プレカット図を施工図と位置づける。

工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック

（７）施工図及びプレカット図の提出

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

２．材料の品質 は適用項目を示すものとする。

2.1　木質材料

（１）構造用製材

本項の内容は特記無き限り、構造用製材を対象とし、製材の日本農林規格に準拠する。桧、杉、からまつは山梨県産材とする。

【構造用製材】

部　位 樹種名 強度等級 乾燥処理 保存処理 材面の美観

主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。

背割りを行う部材の有無

有 （背割りを行う場合、見え掛り部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。）

強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口

無

や接合部に欠点が当たらないように注意する。

材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

本項の内容は特記無き限り、集成材及び単板積層材の日本農林規格に準拠する。

【構造用集成材・LVL】

ラミナの枚数や特殊な試験については必要に応じて特記する。

樹種名部　位
品　名

使用環境材面の品質

強度等級

（LVLの場合は区分）
（LVLの場合は

（３）構造用合板、構造用パネル(OSB)、パーティクルボード、MDF等

単板の樹種及び構成や防虫処理については必要に応じて特記する。

部　位 寸　法
放　散　量

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ強度等級

（OSBの場合は曲げ性能）

板面の品質

（注1） （構造用合板の場合に記入）

接着の程度

屋外・常時湿潤な場所は特類

断続的に湿潤な場合は1類

厚さ F　☆☆☆☆

注1.　構造用合板の板面の品質は、通常は１級がB-C、２級がC-D

OSBの場合は、表面及び裏面に木材の小片の浮き上がりがないこと及び側面の切断面が

注2.　特注品の場合は納期に注意すること(2ヶ月以上)

【構造用合板・構造用パネル(OSB)、パーティクルボード、MDF等】

本項の内容は特記無き限り、合板及び構造用パネルの日本農林規格又はパーティクルボード

及びMDF等の日本工業規格に準拠する。

アンカーボルト

平頭フラット

（　吹付　　　）
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註）柱の接合補強金物は、木造壁量計算表の柱壁伏図による

接合補強に使用する金物は、Zマーク表示金物又は同等認定品とする

の木材の筋かいをたすき掛

短ほぞ差し

基礎､布基礎､又はその他の構造体を築造する物をいう

※注　基礎杭を用いた構造とは基礎杭の上部に、べた

・改良体設計基準強度Ｆｃ＝６００ＫＮ/ｍ２

・固化材添加量３５０ｋｇ/ｍ３

・六価クロム対応型固化材使用

・本数　　　４０本　

・施行長さ　２．５ｍ（平均、支持杭）

・改良径　　Φ５００ｍｍ

１　湿式柱状地盤改良

耐力上安全に基礎杭の上部を支えるよう配置すること

スペーサーにより60以上確保
（上の表による） （単位：mm）

　　・基礎立上り部分は40mm以上とする。 （単位：mm） 底盤の幅D10 ＠300以下（縦・横）

D13 スペーサーにより60以上確保
1-D10

　　・基礎の底盤下は捨てコンクリート部分を除いて60mm以上とする。

15
0以

上

12
0以

上

24
0以

上

５　鉄筋のかぶり厚さ

ＧＬ

　　・換気口を設ける場合はその周辺に径9mm以上の補強筋を配置 30
0以

上

ＧＬ

D13 1-D10D10＠300以下30
0以

上

D10＠300以下（横）
　　　強筋は径9mm以上の鉄筋を30cm以下の間隔で縦横に配置　　・各基礎の構造基準は右表の通りとする D10＠300以下（横）D10＠300以下（縦）

　　　り選択すること 　　・立上がり部分の補強筋は径9mm以上の鉄筋を30cm以下の間隔で縦に配置。底盤の補 D13D10＠300以下（縦）D13
特記・基礎の種類は、地耐力に応じて上記よ

　　　立上がり部分の下部の底盤にそれぞれ１本以上配置し、補強筋と緊結する
120以上 外部 内部

　　・立ち上り部分の主筋として、径12mm以上の異形鉄筋を立ち上がり部分の上端及び布 基 礎 120以上

使
 
用

 す
 
る
 
基
 
礎

 の
 
種
 
類

スペーサーにより60以上確保

　　径9mm以上の鉄筋と緊結４　基礎を鉄筋コンクリート造とする場合べた基礎３０以上
（単位：mm）

　　して径9mm以上、鉄筋を30cm以下の間隔で配置、底盤両端部の

12
0以

上

３　鉄筋コンクリート造で底盤の幅が24cm超の場合、底盤に補強筋と　　響を受ける恐れのない密実で良好な地盤に達したものとした場合はこの限りでない）基礎杭を用いた構造

12
0以

上

３　基礎の根入れ深さ＝12cm以上かつ凍結深度以上（但し、基礎の底部を雨水などの影
３０２４１８70以上

べた基礎
ＧＬ D13３０未満 ４５３６２４50以上70未満　　さ＝15cm以上

D13２０以上 30
0以

上

D10 ＠300以下（縦・横） ６０４５３０30以上50未満２　基礎の立上がり部分、高さ＝地上部分で30cm以上、厚さ＝12cm以上、基礎底盤の厚基礎杭を用いた構造

２階建て平屋建て
D10＠300以下（縦）D10＠300以下（横） その他の建築物（kN/ｍ２）

木造又は鉄骨造　　コンクリート造とすることができる）
地 耐 力２０未満 基礎杭を用いた構造

D13 底盤の幅（cm）　　に損所を生じる恐れのない地盤にあり、基礎に損所を生じる恐れが無い場合は無筋

　　密実な砂質地盤その他著しい不同沈下などの生じる恐れのいない地盤にあり、基礎
２　底盤の幅（基礎杭を用いた場合は下表の限りではない）

（kN/ｍ２） １　一体の鉄筋コンクリート造とする（但し、地盤の長期許容応力度が70kN/ｍ２以上で、 　　底盤の厚さ＝15cm以上構 造 形 式
120以上地 耐 力 １　べた基礎と同じ構造。但し根入れ深さ＝24cm以上、

（建設省告示１３４７号２項）（建設省告示１３４７号１項） （建設省告示１３４７号３項） （建設省告示１３４７号４項）

布　基　礎べ　た　基　礎基礎杭を用いた構造基礎の種類

径16mmのﾎﾞﾙﾄ（土台を除く） ※接合方法は（と）に準ずる※接合方法は（と）に準ずる
径12mmのボルト3本（柱） 鋼板添え板に止め付けた

（耐力2.5t）
厚3.2mm （耐力2.0t）

径12mmのボルト５本
ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物（耐力1.5t） 径12mmのボルト４本

とちぬにと

金　物\U+00D7２個金　物 金　物（スクリュー釘なし） 金　物
径16mmのボルト 使ったもの厚さ4.5cm以上の幅9cm以上

1.5tﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ2.0tﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ1.5tﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ羽子板ボルト・短ざく金物1.5tホールダウン

（と）を２個にとりはと

（ｽｸﾘｭｰ釘なし）木材の筋かいをたすき掛 （耐力1.5t）厚3.2mm径16mmのボルト
金　物金　物金　物 ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物

厚さ3cm以上×幅9cm以上の 短ざく金物Ｔ字金物・Ｖ字金物
厚3.2mm1.5tﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ1.5tホールダウン 2.5tﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ 厚3.2mm

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物（耐力1.5t）羽子板ボルト
厚3.2mm

径12mmのボルト3本（柱）はへちろほ 径12mmのボルト3本（柱）

ぬりちと（上部） （下部）Ｖ字金物金　物金　物Ｌ字金物構造用合板を打ち付けた壁
羽子板ボルト・短ざく金物

Ｔ字金物1.0tﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ2.0tﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ長ほぞ差し

を介してナット締め（横架材）ｽｸﾘｭｰ釘打ち（柱）ろはとろほは
ｽｸﾘｭｰ釘打ち（柱） 厚4.5mm、40mm角の角座金短ざく金物　厚3.2mm 長さ50mm、径4.5mmの （横架材など）長さ50mm、径4.5mmの

Ｖ字金物 短ざく金物 径12mmのﾎﾞﾙﾄ締め（柱）を介してﾅｯﾄ締め（横架材） 径16mmのボルト径12mmのﾎﾞﾙﾄ締め（柱）の木材の筋かい
厚4.5mm、40mm角の角座金 鋼板添え板に止め付けたＬ字金物Ｖ字金物金　物Ｌ字金物羽子板ボルトＴ字金物

厚さ4.5cm以上の幅9cm以上
基　礎長ほぞ差しＴ字金物1.5tﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ長ほぞ差し 基　礎取付く柱の場合 径12mmのﾎﾞﾙﾄ締め左以外の柱の場合 短ざく金物 厚3.2mm

筋かい下部が

ろはろに と
かいをたすき掛け

（スクリュー釘なし）または9mm以上の鉄筋の筋
Ｌ字金物Ｖ字金物金　物Ｌ字金物 溶接した金物 厚3.2mm

短ざく金物の木材の筋かいをたすき掛
鋼板に径12mmのﾎﾞﾙﾄを を溶接した金物 ｽｸﾘｭｰ釘打ち（柱） ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物（耐力1t）長ほぞ差しＴ字金物1.5tﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ長ほぞ差し
羽子板ﾎﾞﾙﾄ厚3.2mmの の鋼板に径12mmのﾎﾞﾙﾄ 長さ50mm、径4.5mmの羽子板ボルト厚さ1.5cm以上×幅9cm以上

径12mmのボルト締め羽子板ボルト厚3.2mm 径12mmのﾎﾞﾙﾄ締め（柱）径12mmのﾎﾞﾙﾄ締め（柱）
径12mmのﾎﾞﾙﾄ2本（柱）径12mmのボルトを溶接した金物いろにろ 径12mmのボルトを溶接した金物を介してナット締め（横架）にろい を介してナット締め（横架材）

羽子板ボルト厚3.2mmの鋼板に 羽子板ボルト厚3.2mmの鋼板に厚4.5mm、40mm角の角座金厚4.5mm、40mm角の角座金
（ｽｸﾘｭｰ釘なし）

Ｌ字金物Ｌ字金物 へほにの木材の筋かい （ｽｸﾘｭｰ釘なし）短ほぞ差し短ざく金物
Ｌ字金物長ほぞ差し長ほぞ差し

羽子板ボルト厚さ3cm以上×幅9cm以上 短ざく金物 短ほぞ差し
長ほぞ差し

羽子板ボルト
取り付く柱の場合取り付く柱の場合

左以外の柱の場合 左以外の柱の場合
筋かい下部が筋かい下部が 鉄丸釘4本平打ち（横架材）鉄丸釘4本平打ち（横架材）

長さ9cmの太め長さ9cmの太め
いいろ ろいの鉄筋の筋かい

Ｌ字金物Ｌ字金物の木材、または径9mm以上
短ほぞ差し 短ほぞ差し短ほぞ差し

長ほぞ差し長ほぞ差し厚さ1.5cm以上×幅9cm以上

（は）に準ずる
いいいいいたは両面に打ち付けた壁

短ほぞ差し

ものを柱及び間柱の片面ま
鉄丸釘4本平打ち（柱）短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し

木ずりその他これに類する 長さ9cmの太め
鉄丸釘4本平打ち（柱）

Ｖ字金物　厚2.3mm壁、筋かいの種類 当該階＝出隅の柱でない当該階＝出隅の柱でない当該階＝出隅の柱 長さ9cmの太め
その他の軸組端部の柱出隅の柱 Ｖ字金物　厚2.3mm

上階＝出隅の柱でない上階＝出隅の柱上階＝出隅の柱
（下部）（上部）

柱の位置 その他の部分（２階建ての１階部分）平屋または最上階

（建設省告示１４６０号） い はろ
柱の接合補強

S - 03
木 質 工 事 特 記 仕 様 書 - ２
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1／100（A3) 旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事
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柱脚金物：SUS製既製品(105角用）
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　凡例

 土間コンクリート 　t=150　D10＠200(タテヨコ共）

 土間コンクリート 　t=150　D10＠200(タテヨコ共)

　材料強度　

 捨コンクリート 　FC=18N/㎜2

 基礎コンクリート 　FC=21N/㎜2

 土間コンクリート 　FC=18N/㎜2

 鉄筋 　SD295A：D10、D13

　（※※※）は設計GLからの土間コンクリート高さを示す
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1／20（A3) 旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事
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沓石：コンクリート製　120*180*H180

1
3
0

300

600

A-BOLT：M12　L= 600
埋木処理

□STP-D10@100

4-D10

D10＠200
1-D10

1-D13

捨てコン
450

　　　　　　
柱脚金物：SUS製既製品(105角用）

150

▼1FL（+50）

▲設計GL（±0）

▼基礎高（+450）

土台：105×105

1-D13

4-D10(タテヨコ共)

D10-@200

差し筋：D10-@200

D10-@200

D10-@200

C1

FG2FG1

切込砕石　転圧処理

1-D10

1-D10

捨てコン
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旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事1／100（A3)

土 台 伏 図
Ｎｏ. S - 06

1
,
2
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0

1
0
,
0
1
0

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X27X26X1

凡例

部位 記号 材種 寸法 備考

土台 桧 105*105

柱 桧 105*105

柱 桧 105*105 　化粧柱

間柱 杉 45*105

アンカーボルト 　M12　L=400　埋込長さ265（ボルト出寸法135）
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柱 ・ 壁 伏 図
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6,065 12,130 6,065

接合部の仕様と接合部倍率

L字形金物

15KN用引き寄せ金物×2

25KN用引き寄せ金物

20KN用引き寄せ金物

15KN用引き寄せ金物

10KN用引き寄せ金物

羽子板ボルト+スクリュー釘50

羽子板ボルト

（4）接合部倍率（3）　仕様（2）記号（1）部位

短ほぞ差し又はかすがい打ち等

3.0

1.9

5.6

4.7

3.7

2.8

1.8

1.6

1.4

1.0

1.0

0.0

V字形金物

接合部

床・屋根の

および

柱頭・柱脚

腰掛け鎌継ぎ又は大入れ蟻掛け+羽子板ボルト又は短冊金物

腰掛け鎌継ぎ又は大入れ蟻掛け+羽子板ボルト×2又は短冊金物×2（を）

（る）

（ぬ）

（り）

（ち）

（と）

（へ）

（ほ）

（に）

（ろ）

（は）

（い）

耐力壁凡例

構造用合板9㎜（片面　大壁直貼）釘　CN50@75(周辺部),150(中央部）
構造用合板9㎜（片面　大壁直貼）釘　N50@150

 たすき掛け筋交（45×90）

Ｗ４

Ｗ２
Ｗ３

耐力壁

耐力壁要素

(1)

記号
(2)

Ｗ１

Ｗ１ 片方向筋交（45×90）　筋交の下端が取り付く柱　
片方向筋交（45×90）　筋交の上端が取り付く柱　
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　凡例　

部位 記号 材種 寸法 備考

梁 杉 図中 　特記なき梁は105*105とする

棟木 杉 105*105

隅木 杉 105*135

谷木 杉 105*135

垂木 杉 45*120 　@455(転び止め有）

母屋 杉 105*105

火打梁 杉 90*90

　特記事項

　梁巾は105とする。

　梁天端は設計GL＋2,850とする。

　×は柱を示す。

　○は小屋束105*105を示す。

　　　　　は化粧材（特一化粧程度）を示す。　

　　　　　は梁接手位置を示す。　



▽最高軒高

▽最高の高さ
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表１　令46条の壁量計算と壁のつりあいの良い配置のチェック

　　　　　　　　耐力壁の存在壁量の計算 　　　　　　　　　　令46条耐震壁量とつりあいの良い配置の計算 　　　　　　　令46条耐風壁量計算 　　　　建築基準法の壁量チェック

ゾーン 通り 種類 壁倍率 壁の実長 存在壁量 床面積 床面積に 耐震必要壁量 壁量充足率 充足率の比 判定 見付面積 (14)に 耐風必要壁量 必要壁量 存在壁量 判定
（cm） （cm） （㎡） 乗ずる （cm） （㎡） 乗ずる （cm） 耐震必要壁量と （cm）

(5)×(6) 数値 (8)×(9) (7)／(10) 数値 (14)×(15) 耐風必要壁量の (7)
※表計算ツール

による
うち大きい方

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11) (12) (13) (14) (15) (16) (17) (18) (19)

Ｘ
軸
方
向

筋交　　片方向 2.0 
筋交　　両方向 4.0 

北側（１/４） Y 9.3 ～ Y 12 構造用合板ァ9　N150＠150 2.5 864.50 2,161.25 両側が、 「壁の
構造用合板ァ9　CN50＠75 3.7 １以下の場合 つりあ

計 － － 2,161.25 59.21 17 1,006.57 2.14 小側／大側 い」
筋交　　片方向 2.0 ＝0.5　以上
筋交　　両方向 4.0 であることを 適 50.00 50 2,500.00 2500.00 4,927.50 適

中央 Y 3.8 ～ Y 9.3 構造用合板ァ9　N150＠150 2.5 788.00 1,970.00 確認する。
構造用合板ァ9　CN50＠75 3.7 

計 － － 1,970.00 64.36 － － －
筋交　　片方向 2.0 0.52 
筋交　　両方向 4.0 1.92 

南側（１/４） Y 1 ～ Y 3.8 構造用合板ァ9　N150＠150 2.5 318.50 796.25 
構造用合板ァ9　CN50＠75 3.7 

計 － － 796.25 11.38 17 193.46 4.11 

合計 4,927.50 134.95 17 2,294.15 

Ｙ
軸
方
向

筋交　　片方向 2.0 
筋交　　両方向 4.0 

西側（１/４） X 1 ～ X 7.7 構造用合板ァ9　N150＠150 2.5 318.50 796.25 両側が、 「壁の
構造用合板ァ9　CN50＠75 3.7 １以下の場合 つりあ

計 － － 796.25 27.59 17 469.03 1.69 小側／大側 い」
筋交　　片方向 2.0 ＝0.5　以上
筋交　　両方向 4.0 であることを 適 65.00 50 3,250.00 3250.00 3,783.40 適

中央 X 7.7 ～ X 21 構造用合板ァ9　N150＠150 2.5 確認する。
構造用合板ァ9　CN50＠75 3.7 182.00 673.40 

計 － － 673.40 55.19 － － －
筋交　　片方向 2.0 0.65 
筋交　　両方向 4.0 1.53 

東側（１/４） X 21 ～ X 27.6 構造用合板ァ9　N150＠150 2.5 925.50 2,313.75 
構造用合板ァ9　CN50＠75 3.7 

計 － － 2,313.75 52.17 17 886.89 2.60 

合計 3,783.40 134.95 17 2,294.15 
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項目 特記事項

電気設備工事特記仕様書

１　工事概要

（１）

建物概要

（２）

（３）

アンカー

インサートおよび

耐震措置 設備機器の固定等は、すべて「独立行政法人建築研究所監修の建築設備耐震設計･施工指針建築

設備耐震設計・施工指針２０１４年版」により行う。ただし、設計用地震力（水平及び鉛直）は

設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

次の設計用標準水平震度Ｋ　及び設計用鉛直震度Ｋ　（Ｋ　／２）を用いて計算する。

２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階建の場合は上層３階、

（備考3）中間階の定義は、次のとおりとする。

13階建以上の場合は上層４階

地下階、１階を除く各階で上層階に該当しないものを中間階とする。（平屋建は、１階と

屋上で構成され中間階はなし｡）

（備考4）設置場所の区分は機器を支持している床部分にしたがって適用する。床又は壁に支持さ

れる機器は当該階を適用し、天井面より支持（上階床より支持）される機器は支持部材

取付床の階（当該階の上階）を適用する。

重要機器は次のものを示す。

・電話交換機　・通信情報設備架　・火災受信機　・中央監視装置

・受変電配電盤　・発電装置　・分電盤　・直流電源装置　　・交流無停電電源装置

※原則として打込（埋込）施工とする。

照明配置 照明配置は点滅区分図、照度分布図を作成し確認を受ける。

一般照明の照度測定

・あと施工アンカー（吊下げ部分はケミカル不可）を使用する場合は事前に施工計画書を提出する。

・施工後の確認は目視によりアンカーの種類、径、位置、本数、突出寸法等を確認する。

・あと施工アンカーの選定および施工はあと施工アンカー協会有資格者による。

・直流電源・交流無停電（ＵＰＳ）

・非常用・常用・燃料電池・太陽光

・電話配管配線・構内交換

・情報表示・出退表示・時刻表示

・特別高圧 ・高圧

・インターホン・トイレ呼出・音声誘導

・防犯設備・入出退管理

・自火報・自動閉鎖・非常警報・ガス漏れ火災

・電力引込・外灯

・電話引込・その他通信

受変電設備

発電設備

構内交換設備

情報表示設備

映像・音響設備

拡声設備

誘導支援設備

テレビ共同受信設備

電力貯蔵設備

監視カメラ設備

火災報知設備

構内配電線路

構内通信線路

防犯・入退室管理設備

構内情報通信網(LAN)設備

工事種目・種別

２　工事仕様

２．１　共通仕様

（ａ）

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）　

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和４年版）

適用基準（ｂ）

・電気設備技術基準　・内線規定　・配電規定　・建築基準法　・消防法

・建築設備耐震設計・施工指針2014年版　・その他関係法令

（ａ）

（ｂ）

（ｃ）

項目は　印のついたものを適用する。

特記事項は  印の付いたものを適用する。  印の付かない場合は　印のついたものを

適用する。  印と  印の付いた場合は共に適用する。

特記事項で「図示」とあるのは、設計図面記載事項を意味する。

特記事項の適用

共通仕様１

２

２

１ グリーン購入法 グリーン購入法に該当する品目は、その判断基準よる仕様を満足すること。

機　材　等 　本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「設備機材等選定表」を含む）に規定

するもの又は、これらと同等なものとする。ただし、これらと同等のものとする場合

は、監督員の承諾を受ける。

　化学物質を発散する建築材料等はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

ベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

尚、ホルムアルデヒドを発散しないものとはＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆表示

建築材料を、ホルムアルデヒドの発散が極めて少ないものとはＪＩＳ及びＪＡＳの

Ｆ☆☆☆表示建築材料又は同等品を云い、原則としてＦ☆☆☆☆表示建築材料を使用

するものとするが、該当する材料等がない場合は、Ｆ☆☆☆表示建築材料又は同等品

３

を使用するものとする。

　設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は、外部機

関((社)公共建築協会他)が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

ただし、ＪＩＳ（日本工業規格）に該当するものであることを示す表示のある機材を

使用する場合及びあらかじめ監督職員の承諾を受けた場合には、資料の提出を省略す

ることができる。共通仕様書によるＪＩＳ、ＪＥＣ、ＪＥＭ等の基準に該当するもの

はその適合品とし、それ以外は国土交通大臣官房官庁営繕部監修の、建築材料設備機

機材の品質

・性能照明

機材の寸法及び姿図 機材等の寸法及び姿図はすべて参考とする。

再使用機器 取り外し再使用する機器は、簡易清掃のうえ取りつける。

材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿（最新版）によるほか、監督員との協議による。

※

図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、下記による。

一　般　事　項

２．２　特記仕様

４

５

凡例 図中に特記なきシンボル等はＪＩＳ－Ｃ－０３０３－００に準拠する。６

発生材の処理 引き渡しを要するもの ※無 ・有（　　　　　　　　　　　）

（・機器類　・配管材料　・金属類　・　　　　　　　　　　　）

特別管理産業廃棄物 ※無 有（・ＰＣＢ使用機器　　　　　）

引き渡しを要するもの以外は構外搬出し関係法令に従い、適切に処理すること。

産業廃棄物は産業廃棄物マニフェストを提出すること。

PCB使用機器は転倒防止および漏洩防止措置を行い、建物管理者に引き渡す。

７

９ 残土処分

・構内指示場所に堆積　・構外指定場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）に搬出

※構外搬出とし適切に処分する（自由処分）　・構内指示場所に敷き均し　

10

１ 呼び線 長さ1ｍ以上の入線しない管路には、導入線(1.2mm以上のビニル被覆鉄線）を挿入する。

電線管２ 屋内 ※PF管　　※ねじなし電線管　　・厚鋼電線管　　　・薄鋼電線管

屋外

・PEライニング鋼管（厚鋼）

※FEP管（難燃性）　　・厚鋼電線管　　※溶融亜鉛メッキ鋼管

PF管の躯体打込配管の最大サイズはPF22までとする。

溶融亜鉛メッキ鋼管の埋設部分は防食テープ等で保護すること。

３

５ 金属管塗装

ただし溶融亜鉛メッキ鋼管を除く。

・屋内（　　　　　　　　　　）　・屋外（　　　　　　　　　　）

金属製可とう電線管 屋外や水回り、湿気がある場所はビニル被覆付とする。

プルボックス ※鋼板製（指定色塗装）　・鋼板製（塗装なし）　・合成樹脂製　・ステンレス製

床下、ピット内等、水気の多い場所

※ステンレス製　・溶融亜鉛メッキ鋼板製　・合成樹脂製

屋外 ※ステンレス製　・溶融亜鉛メッキ鋼板製　・合成樹脂製

ケーブルラック

屋内

埋設配管、ボックス

結露防止・遮音

最上階天井スラブ（屋上スラブ）には原則として埋設配管は行わないこと。

鉄筋コンクリート造の柱には原則として打込みボックスは行わないこと。

結露する恐れのある壁、天井にボックスを打込む場合は結露防止断熱カバー取付等の結露防止

処置を行う。また遮音壁の場合は、ボックス用遮音カバー等を用いて遮音処置を行う。

４

６

７

８

工　事　・　施　工

ケーブル、電線

ケーブル行先表示

情報(LAN)ケーブル

防火区画等の貫通部

に用いる材料

キャビネット

接地極

サージ保護装置

(SPD)

下記の機器の電源部にはSPDを設ける。

・ITV監視装置　・入退室管理装置　・照明制御盤　・その他（　　　　　　　）

・中央監視装置　※自動火災報知設備受信機　・非常放送用アンプ　・エレベータ監視盤

配線器具プレート類

盤類の鍵 盤類の鍵は原則として２００番とし、使い分けが必要な場合は５５０番とする。

スイッチ ※タンブラスイッチ埋込連用大角形（ネーム付）　　・ワイド型（ネーム付）

床コンセント OAフロア　　　※プラグ収納型　　・アップ（上下動）型　　・露出（ハイテンション）型

OAフロア以外　※プラグ収納型　　・アップ（上下動）型　　・露出（ハイテンション）型

情報コンセント 壁コンセント　※埋込モジュラジャック　　・フラッシュプレート（空配管）

防水措置 処置を行う。

そ　の　他　共　通　事　項

屋内 ※メラミン樹脂焼付塗装（ＺＭ）　・溶融亜鉛メッキ鋼板製（Ｚ３５）

※溶融亜鉛メッキ鋼板製（Ｚ３５）屋外、水気の多い場所　

屋外ラックカバーは屋根型とし上部に人が乗れるタイプとする。

屋外ラックカバー　※要　　・不要

電線ケーブル類は、環境対策型「エコマテリアル」(EM)製品を使用する。

ただし、既製品のない種類のものは承諾を得ること。

ハンドホール、幹線用プルボックス、EPS内ケーブルラックおよび分電盤等、要所の電線等には

名札を取付け、用途、ケーブル種別、配線サイズ、電源種別（電圧）、出先～行先、施工年月日

および施工者を表示すること。

屋内 ※鋼板製（　※指定色　・標準色　）

屋外 ※鋼板製（　※指定色　・標準色　）　・ステンレス製（　・指定色　・標準色　）

接地極の材料は下記による。

接地の種類 記　　号 接地抵抗値 接　　地　　極

共 同 接 地

高圧避雷器

避 雷 設 備

交 換 機 用

通　 信　 用

測　 定　 用

10Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下通　 信　 用

共 同 接 地 A.C.D

A

B

D

C

At

Ct 

ｔ

Ａ 種 接 地

Ｂ 種 接 地

Ｄ 種 接 地

Ｃ 種 接 地

100Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

低圧避雷器

LH

LL

L

O

A.DＥ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

電力会社協議

ELB

床コンセント　※プラグ収納型（埋込モジュラジャック）

　　　　　　　・ハトメプレート（ケーブル突出し２ｍ）

　　　　・プラグ収納型（ケーブル突出し２ｍ）

　　　　・露出（ローテンション）型（ケーブル突出し２ｍ）

　　　　・床ケーブル突出し２ｍ（OAフロア）

取付高さ 壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

スイッチ　（一般）

　　〃　　（身体障害者用）

　　〃　　（和室）
コンセント､電話アウトレット､直列ユニット

以下

以上

２，０００

１，８００
９００

１，１００

１，５００

（天井高）×０．８

（天井高）×０．９

８００

１５０
３００

１，１００

１，０００

１，５００

１５０
２，５００

２，１００

〃

〃
〃

〃

〃
〃

〃

〃
〃

〃

〃
〃

〃〃

床上～中心
床上～上端

床上～下端

鏡上端～中心
　　〃　　

床上～中心

廊下表示灯（　　　〃　　）

復帰ボタン（　　　〃　　）
呼出ボタン（身体障害者用）

身体障害者用インターホン子機

インターホン

出退表示盤（表示灯）

アッテネータ
子時計、スピーカ

コンセント（車庫）

廊下通路誘導灯

避難口誘導灯

　　〃　　（鏡上）
　　〃　　（踊場）

ブラケット（一般）

名　　　　称 測　　点 取付高さ［ｍｍ］

発信器　　（出退表示用）

１，３００

１，３００

１，３００

地中埋設深さ

※低圧および弱電線路　GL-600以上　　※高圧線路　GL-1200以上

地中埋設深さは原則として下記による。

地中引込み管路の 屋外から地下ピットへの管路引込み部分は、つば付きスリーブまたは防水鋳鉄管を使用し防水

埋設シート 地中線路にはケーブル埋設標識シート（２倍長以上）を設ける。

ＦＥＰ電線管 地中埋設配管に使用するＦＥＰ電線管は難燃性とする。

　　　２，５００～３，０００ｍｍ　の場合に適用する。

備考：（天井高）×０．９　及び（天井高）×０．８　は、おおよそ天井高が

　（注）（　）内の数値は防振支持機器の場合に適用する。

構　造 階　数

木造

延べ面積

（㎡）

建築基準法消防法施行令

別表第一

（注記：延べ面積は建築基準法による表記）

表1　局部震度法による建築設備機器（水檜類を除く）の設計用標準水平震度（KH）

(0.6)
0.4

(1.0)
0.6

(1.0)
0.6

(1.0)
1.0

Ｉ階及び地下階

(I.0)
0.6

(1.5)
1.0

(1.5)
1.0

(1.5)
1.5

中間階

(1.5)
I.0

(2.0)
1.5

(2.0)
I.5

(2.0)
2.0

屋上及び塔屋
上層階、

一般機器重要機器一般機器重要機器

設置場所

耐震安全性の分類

・特定の施設 ・一般の施設

【表1の備考】

（備考2）上層階の定義は、次のとおりとする。

（備考1）本表は建築物の構造体がRC造、SRC造、S造のものに適用する。

工　事　種　目

工　事　種　別
新営 改修 撤去

・電灯幹線・電灯分岐・照明器具・照明制御・コンセント

・動力幹線・動力分岐動力設備

雷保護設備

電灯設備

細　　 目

工事場所 山梨市小原西地内

９

10

11

12

13

14

15

15

16

17

特記なきプレートは　・樹脂製　　※金属製（新金属　　　　　　　）

ＥＰ900×900×1.5t－１組

ＥＰ900×900×1.5t－１組

ＥＰ900×900×1.5t－１組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－１組

ＥＰ900×900×1.5t－１組

ＥＰ900×900×1.5t－１組

ＥＰ900×900×1.5t－１組

ＥＰ900×900×1.5t－１組

ＥＰ900×900×1.5t－１組

ＥＰ900×900×1.5t－１組

ＥＢ（10φ）×１  (Ｌ＝1500mm)

ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1000mm)

ＥＢ（14φ）×３連－１組

EM-UTPケーブル（カテゴリー6）とし、末端にはRJ45コネクタを取付ける。線色は協議による。

防火区画貫通処理は国土交通大臣認定品を使用することができる。

※JIS C 7612「照度測定方法」に準拠し測定する。

・測定個所は右記のほか、監督員の指示による。（・体育館　・ホール　　　　　　　　　　）

※

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

Ｈ ＨＶ

提出書類 工事契約書および監督員の指示するもののほか下記による。

・工程表 ・施工計画書 ・設備機材等選定表 ・機器類製作図 ・施工図面

・試験成績書 ・機器類完成図 ・完成図面

・保証書類 ・取扱説明書　 ・届出書類の控え ・機器材納品書 ・工事日報

・工事写真　 ・出来形管理図　

竣工時には敷地境界線にて騒音測定を行い、規定騒音値以下を確認すること。

騒音規制基準 騒音規制対象機器について施工に先立ち品質計画書を作成し承認を得ること。

建築物省エネルギー

消費性能適合性判定

「省エネ適合判定」の計画書・添付図書に記載されたメーカー定格能力、台数、仕様を変更する

場合、請負者は変更当該部分の1次エネルギー消費量および計算書等を作成し、基準値内にある

ことを確認のうえ提出すること。

工事写真

施工図の取り扱い

工事用電力

・水・その他

本工事に必要な工事用電力、水等の費用および官公署その他の関係機関への諸手続き等に

要する費用は請負者の負担とする。

・高圧受電開始から引渡しまでの電気基本料金は本工事に含む。

建設工事保険等

加えた日までとする。

施工図等の著作権にかかわる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。

工事目的物が対象となる保険(組立保険等）に加入すること。加入期間は工期に14日以上の日を

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方－建築設備編」による。11

12

13

14

15

16

下記箇所は露出配管の塗装（プライマ処理後SOP2回塗り指定色仕上）を行う。

設備機材選定表 監督員との協議によるほか下記による。

機　材　名

分電，制御，端子盤類

照明器具類

電話機器類

電気時計・表示機器類

拡声、音響機器

誘導支援・呼び出し機器

テレビ共聴機器

火災報知機器

換気扇機器類

配線器具類

電線ケーブル類

電線管、付属品類

指　定　メ　ー　カ　ー

山梨県配電盤工業協同組合加盟製造者

東　芝

ＮＥＣ

セイコー

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

アイホン

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

能　美

三　菱

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ＪＩＳマーク表示品、又はＪＩＳマーク表示許可工場

同　　　　上

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

シチズン

ＴＯＡ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

Ｄ　Ｘ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

東　芝

東　芝

岩　崎

岩　通

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

三　菱

ケアコム

東　芝

東　芝

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

神　保

三　菱

日　立

東　芝

日　立

八　木

ホーチキ

日　立

寺　田

日　立

東　芝

日　立

三　菱

日アン

ニッタン

明工社

山　田

ＮＴＴ

ビクター

東　芝

マスプロ

沖電気

アメリカン

名　　称

平屋建て多目的広場トイレ (15)項　その他

用途

公衆便所、休憩所

漏電遮断器用接地

1

134.67

NONSCALE

E - 01
電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書
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盤名称 電気方式
分岐回路

備考
盤型式 配線方式

幹線番号 主幹容量 回路
番号

電圧 ブレーカ 容量
負荷名

容量
[VA]

ﾘﾓｺﾝ ﾀｲﾏｰ
幹線サイズ 合計負荷容量 200V 100V MCCB ELCB AF AT

LP-1 AC 1Φ3W

露出型壁掛盤 100/200

標準色 主幹 〇 2P 50 20 ﾄｲﾚ照明・換気扇 246

MCCB3P3E 〇 2P 50 20 通路・ｼｪﾙﾀｰ照明 253 TM1 EE連動・COS[入切自動]

60AF40AT 〇 2P 50 20 休憩所照明 90 R1 TM2 盤面ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ×1

CET60 〇 2P 50 20 外壁照明 60 TM3 EE連動・COS[入切自動]

幹線接続3P端子 6,392 〇 2P 50 20 男子ﾄｲﾚｺﾝｾﾝﾄ 321

VA 〇 2P 50 20 女子ﾄｲﾚｺﾝｾﾝﾄ西 321

〇 2P 50 20 女子ﾄｲﾚｺﾝｾﾝﾄ東 321

伝送ﾕﾆｯﾄ×1 〇 2P 50 20 多目的ﾄｲﾚ便座ｺﾝｾﾝﾄ 1,260

ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ×1 〇 2P 50 20 多目的ﾄｲﾚｵｽﾄﾒｲﾄ 600

T/U×1 〇 2P 50 20 休憩室・外壁ｺﾝｾﾝﾄ 400

E5.5×2 ﾘﾓｺﾝ×1 〇 2P 50 20 多目的ﾄｲﾚﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ 500

接地端子 〇 2P 50 20 女子ﾄｲﾚﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ 1,000 COS[入切]

(ED,ELB) 〇 2P 50 20 男子ﾄｲﾚﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ 1,000 COS[入切]

〇 2P 50 20 直流電源装置電源(ﾄｲﾚ呼出用) 10 WR2801K盤内実装

〇 2P 50 20 ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ 10

ｾﾊﾟﾚｰﾀ 〇 2P 50 20 予備

CET22 AC 3Φ3W

幹線接続3P端子 200V 〇 3P 30 15 休憩所ｴｱｺﾝ 3,114

・特記なき分岐開閉器は1Pﾓｼﾞｭｰﾙ、50AF/20AT(JIS協約形)とする。

・単相３線式電路に設ける配線用遮断器は中性線欠相保護付とする。

・TM1,TM3：24Hﾀｲﾏｰ 停電保証付とする。EEｽｲｯﾁ(外壁取付)で点灯、ﾀｲﾏｰで消灯とし、盤面COSで手動点灯、消灯ができるものとする。

・TM2：24Hﾀｲﾏｰ 停電保証付 + WRT3211組込とする。室内ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁにて点灯、ﾀｲﾏｰで消灯(ﾊﾟﾀｰﾝ制御)とし、盤面ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁで手動点灯、消灯ができるものとする。

COS[入切]

※照明器具の消費電力はJIS C 8105-3で規定された値

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1

1

2

3

4

Ａ ＬＥＤダウンライト　２００形

ＬＲＳ１－１７ＬＥ９

器具光束：２０７０ｌｍ、消費電力：１５Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

光源遮光角１５度、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

Ｂ ＬＥＤ軒下用ダウンライト　１５０形

ＬＲＳ１ＲＰ－１３ＬＥ９

器具光束：１５８５ｌｍ、消費電力：１１．６Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ、一般光色タイプ、光源遮光角１５度

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）、軒下用（防雨型）

Ｃ ＬＥＤスポットライト

パナソニック　スポットライトＸＬＧＥ１１０３ＣＥ１　相当品

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束５４０ｌｍ、消費電力７．７Ｗ、電圧１００Ｖ

拡散タイプ、防雨型

アルミダイカスト（オフブラック）

Ｄ ＬＥＤ直付型４０形　防湿型・防雨型

パナソニック　直付ＸＬＷ４５２ＮＥＮＺＬＥ９　相当品

一般形、５２００ｌｍタイプ

消費電力３２．５Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

Ｅ ＬＤＬ２０Ｗ×１　ウォールライト

パナソニック　ＮＮＦＷ２１８６１ＬＥ９　相当品

ボルトフリー（１００～２４２Ｖ）、防湿・防雨型

カバー：ステンレス（オフブラック）

光束維持時間４００００時間

NONSCALE

E - 02
分 電 盤 負 荷 表 ・ 照 明 器 具 姿 図  
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3
,
1
8
5

1
,
2
1
0

2
,
4
3
0

3
,
1
8
5

1
0
,
0
1
0

23,660

4
,
5
5
0

1
,
3
6
5

3
,
1
8
5

11,830 7,280 1,365 3,185

ＬＰ－１

ED

ELB

5.5

5.5

5.5 EM-IE5.5×1   　　　  地中(PF16)

EM-EEF2.0-3C E1.6     天井(壁内PF22)

導入線            　　地中埋設(GLT42)

導入線                地中埋設(GLT70)

特記なき配線は下記による。

ﾂﾊﾞ付鋼管ｽﾘｰﾌﾞ×2

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 200□×100 SUSWP (将来ｴｱｺﾝ接続用)
ﾎﾞｯｸｽ内に電源ｹｰﾌﾞﾙ余長１ｍ程度確保

1

ED

ELB

[ 凡例 ]　特記なき記号は下記による。

記　号 名　称

分電盤 Ｌ－１

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 200□×100 SUSWP

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ H1-6 R2K60

接地極（D種）

接地極(ELB用)

備  考

1/100（A3）

E - 03
幹 線 ・ 動 力 設 備 図

犬走り

犬走り

シェルター

休憩所（内）

休憩所（外）

女子トイレ

通路

倉庫

多目的トイレ

男子トイレ
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ＬＰ－１

AT

A A

A A

A A

A A

A

A

A

A A A

A A A

A

B

B

C C

C

E

E

E

Ｓ a

Ｓ

b

Ｓ c

Ｓ

c

Ｓ a

Ｓ

d

1

2

3

F4

Ｊ

4
4

4

EM-EEF1.6-2C          天井(壁内PF16)

EM-EEF1.6-3C　　　　　天井(壁内PF16)

F4 EM-EEF1.6-2C×2       天井(壁内PF22)

EM-EEF2.0-3C　　　　　天井(壁内PF16)

CP EM-CPEE0.9-1P         天井(壁内PF16)

特記なき配線は下記による。

▲R1

Ｓ

CP

24時間換気ｽｲｯﾁ 機械設備支給品取付

換気扇用ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×1 各所共通4か所

B

CP

D D D D D

定刻消灯機能は使用しない

（分電盤ﾀｲﾏｰで消灯制御）

1R

1R

e

24H

1R

24H

AT
Ｓ a
Ｓ b
Ｓ c
Ｓ d
Ｓ e

Ｊ

[ 凡例 ]　特記なき記号は下記による。

記　号 名　称

ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×1

ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ 1P15A×1

ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ ×1

24時間換気ｽｲｯﾁ 機械設備支給品

定刻消灯ﾀｲﾏ付EEｽｲｯﾁ(EE6315)

熱線ｾﾝｻ付ｽｲｯﾁ 親機 8A

熱線ｾﾝｻ付ｽｲｯﾁ 子機　広角

熱線ｾﾝｻ付ｽｲｯﾁ 子機 換気扇連動

熱線ｾﾝｻ付ｽｲｯﾁ 照明・換気扇連動 WTK2304

熱線ｾﾝｻｽｲｯﾁ親機 軒下用

ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽD44

備  考

F F

F

F
F

1/100（A3）

E - 04
電 灯 設 備 図

犬走り

犬走り

シェルター

休憩所（内）

休憩所（外）

女子トイレ

通路

倉庫

多目的トイレ

男子トイレ

LP-1盤へ
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1/100（A3）

E - 05
コ ン セ ン ト 設 備 図

犬走り

犬走り

シェルター

休憩所（内）

休憩所（外）

女子トイレ

通路

倉庫

多目的トイレ

男子トイレ

ＬＰ－１

PL
PL

PL

PL

2.0

ET

ET

ET

2.
0

5

6

7

8

9

10

10

12

13

ET

2.
0

2.
0

11

PL

2.0

2.
0

備  考

電源接続

ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2 EET 防滴ﾌﾟﾚｰﾄ 鍵付

ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×1 ET

ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2 EET

名　称記　号

[ 凡例 ]　特記なき記号は下記による。

PL

ET

特記なき配線は下記による。

EM-IE2.0×3             隠ぺい(PF16)2.0

EM-EEF2.0-3C　　　　　天井(壁内PF16)
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ＬＰ－１

A2 EM-AE0.9-2C　　　　　天井(壁内PF16)

特記なき配線は下記による。

A2

A2

盤内直流電源装置に接続

[ 凡例 ]　特記なき記号は下記による。

記　号 名　称

ランプ付ブザー (EA5524)

呼出押しﾎﾞﾀﾝ ひも付き (WS6677)

備  考

1/100（A3）

E - 06
ト イ レ 呼 出 設 備 図

犬走り

犬走り

シェルター

休憩所（内）

休憩所（外）

女子トイレ

通路

倉庫

多目的トイレ

男子トイレ
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建 築 概 要 保 温 塗 装

　 特 記 仕 様 書 　

工 事 項 目

特 記 事 項

一 般 事 項

提 出 書 類

工 事 範 囲

使 用 機 材

優 先 順 位

工 事 場 所

工 事 名 称

管 材 は 凡 例 参 照

本 工 事 に 関 す る 法 令 、 条 例 及 び 規 則 等 は 、 良 く こ れ を 厳 守 し 、 必 要 な 書 類 、 検 査 立 会 い 、 申 請 届 等 は 、 遅

各 種 の 施 工 は 事 前 に 施 工 図 、 製 作 図 、 承 認 図 等 を 提 出 し 監 督 員 の 承 認 を 得 る こ と 。

本 工 事 に 於 て 満 水 試 験 、 水 圧 試 験 、 気 密 試 験 、 通 水 試 験 等 の 各 試 験 は 、 監 督 員 立 会 い の も と に 行 う も の と

本 工 事 施 工 者 は 、 定 め ら れ た 工 期 内 で 工 事 を 完 了 し 、 完 全 な 状 態 で 引 渡 し 出 来 る よ う 、 完 成 と 同 時 に 完 成

本 工 事 請 負 者 は 、 工 事 完 成 引 渡 し 後 で も 施 工 方 法 、 器 具 類 の 不 良 等 に 起 因 す る 事 故 に 対 し て は 、 責 任 を も

メ ー カ ー リ ス ト

本 設 計 図 は 工 事 の 概 要 を 示 す も の で あ り 、 施 工 者 は 十 分 な る 理 解 の う え 、 施 工 図 ・ 製 作 図 を 提 出 し 、 監 督 員

機 材 は メ ー カ ー リ ス ト に よ る 他 、 同 等 品 以 上 と し 、 請 負 者 は 契 約 後 、 監 督 員 の 指 示 に 従 い リ ス ト を 作 成 し 、

現 場 説 明 事 項 　 質 疑 事 項

特 記 仕 様 書

設 計 図

法 令 、 政 令 、 規 則 等 の 定 め 、 及 び 指 導

施 工 場 所

配 管 屋 内 露 出 隠 ぺ い 部 埋 設 部 屋 外 露 出 備 　 　 考

工 程 表 等 関 係 書 類 一 式

製 作 図 及 び 各 種 機 器 承 認 図 完 成 図 書 一 式

施 工 計 画 書 ． 施 工 図

非 常 時 連 絡 先

完 成 機 器 の 取 扱 説 明 書

官 公 署 な ど の 許 認 可 書 類

施 工 写 真 ． 完 成 写 真

１ ０ そ の 他 監 督 員 の 指 示 に よ る

本 工 事 の 着 工 か ら 竣 工 ま で 、 監 督 員 の 指 定 す る 箇 所 の カ ラ ー 写 真 を 撮 り 、 サ ー ビ ス 版 １ 部 を 提 出 す る 。

工 事 区 分 備 　 　 考別 途機 械電 気建 築項 目

図 面 凡 例 名 称 記 号 仕 様 ・ 規 格 摘 要

給 水 管 （ Ｖ Ｂ 、 Ｖ Ｄ ） は 管 端 防 食 継 手 を 使 用 す る 。

給 水 管 は Ｍ Ｔ 型 不 凍 栓 を 設 け 、 管 内 の 水 を 排 水 で き る よ う に す る 。

給 水 管 の バ レ ル ニ ッ プ ル 及 び ロ ン グ ニ ッ プ ル は 、 塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管 （ Ｖ Ｂ ） を 使 用 す る 。

衛 生 器 具 設 備 工 事

給 水 管

給 水 管

屋内埋設部分

上記以外部分

給 水 管

内外面塩ビライニング鋼管　　　ＪＷＷＡ－Ｋ－１１６ＶＤ

内面塩ビライニング鋼管　　　　ＪＷＷＡ－Ｋ－１１６ＶＢ

屋外埋設部分

・天井点検口　同補強工事

建 物 構 造

メ ー カ ー リ ス ト
（ 参 考）

品 名 メ ー カ ー 名

ラ イ ニ ン グ 管 用 の バ ル ブ 類 は コ ア コ ー ト バ ル ブ 、 ラ イ ニ ン グ バ ル ブ と す る 。

土 間 埋 設 配 管 は 、 管 種 に 応 じ て 架 空 配 管 と 同 じ ピ ッ チ に て 土 間 ス ラ ブ よ り 吊 る こ と 。

排 水 管 の 勾 配 は 屋 内 １ ／ ５ ０ 屋 外 １ ／ １ ０ ０ を 標 準 と す る 。

陶 器 の 色 は 標 準 色 同 価 格 品 と し 監 督 員 と 協 議 の 上 決 定 す る 。

排 水 管

汚 水 ・ 雑 排 水 桝

バ ル ブ 類

給 水 管 ａ・（ハ）・Ⅶ ｃ２・（ハ）・Ⅶ Ｖ Ｂ 　ｅ２・（ハ）・Ⅶ

ａ・（ロ）・Ｉ ｃ２・（ロ）・Ｉ ｅ２・（ロ）・Ｉ

排 水 管 ａ・（ハ）・Ⅶ ｃ２・（ハ）・Ⅶ 　 塗 装 　 Ｖ Ｐ ･ Ｖ Ｂ 　

通 気 管 　 塗 装 　 Ｖ Ｐ 　

・電気設備との取合いは機器表備考欄参照

１ ０

図 示 に 表 示 は 無 く も 、 屋 外 露 出 施 工 の 給 水 管 ・ 給 湯 管 に は 、 全 て に 自 己 制 御 型 の 凍 結 防 止

電 気 ヒ － タ － を 巻 施 工 を 行 う 。 又 、 監 督 員 の 指 示 に よ り 、 施 工 場 所 を 事 前 に 協 議 す る 。

建 築 面 積

・手摺り・握りバ－類（器具表に示す以外）

耐衝撃用塩化ビニール管　　　　ＪＩＳ－Ｋ－６７４２(ＨＩＶＰ)

１ １

冷 媒 用 化 粧 ケ － ス は 、 Ｓ Ｕ Ｓ 製 ラ ッ キ ン グ 仕 上 げ と す る 。 （ 屋 外 露 出 部 分 の み ）

給水用ゲート弁　ＪＩＳ１０Ｋ（コアー内蔵品）

給 水 設 備 工 事

排 水 設 備 工 事

旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事

意 匠 図 参 照

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 『 機 械 設 備 工 事 共 通 仕 様 書 　 最 新 年 版 』

本 工 事 施 工 に 関 し て は 、 本 特 記 仕 様 書 　 設 計 図 書 　 関 係 官 庁 規 則 に よ り 施 工 す る 。 特 記 な き 事 項 は 、 国 土

ＶＰ

冷 暖 房 設 備 工 事

換 気 設 備 工 事

株式会社ＬＩＸＩＬ

株式会社長谷川鋳工所

ＪＩＳ規格品

三菱電機株式会社

三菱電機株式会社

衛生器具

排水金物

パイプ類　バルブ類

換気扇

空調機器

ＴＯＴＯ株式会社

伊藤鉄工株式会社

ＪＷＷＡ規格品

株式会社小島製作所

山 梨 県 山 梨 市

・換気扇電源及びスイッチ（但し、２４時間換気用スイッチは機械より支給品）

・機械機器具類電源供給

・空調屋内機操作線工事

塩化ビニ－ル管　　　　　　　　　ＪＩＳ－Ｋ－６７４１（ＶＰ）
ＶＰ屋 外 排 水 管 硬質塩化ビニ－ル管　　　　　　　ＪＩＳ－Ｋ－６７４１（ＶＰ） 全般

但し、口径１５０φ以上は　ＪＩＳ－Ｋ－６７４１（ＶＵ）も可とする。

掃除口桝（特記部は防護ハット）

延 べ 床 面 積 　 意 匠 図 参 照

建 築 面 積 　 意 匠 図 参 照

ダイキン空調株式会社

で 疑 義 あ る 場 合 、 監 督 員 と 協 議 の う え 、 そ の 指 示 に 従 う 。 な お 軽 微 な 変 更 は 請 負 者 の 責 任 に お い て 行 う こ と 。

術 上 、 施 工 上 、 本 工 事 完 成 に 必 要 と 認 め ら れ る も の は 監 督 員 の 指 示 に 従 っ て 施 工 す る 。 設 計 図 書 及 び 施 工 上

の 承 諾 を 得 る も の と す る 。 請 負 者 は 特 記 仕 様 書 、 設 計 図 書 等 に 示 す 範 囲 に お い て 明 記 な き 部 分 と い え ど も 技

指 示 に 従 う も の と す る 。

交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 『 機 械 設 備 工 事 共 通 仕 様 書 　 最 新 年 版 』 に 準 拠 す る も の の ほ か 、 監 督 員 の

滞 な く 代 行 し 工 事 の 進 渉 に 支 障 の な い よ う に す る 。 申 請 等 に 要 す る 費 用 は 、 全 て 請 負 者 の 負 担 と す る 。

し 、 試 験 結 果 成 績 表 等 を 提 出 す る こ と 。

図 書 、 必 要 書 類 を 添 え て 提 出 し 、 完 成 検 査 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

っ て 修 復 し な け れ ば な ら な い 。

冷媒用Ｌタイプ銅管Ｒ φ冷 媒 管 屋内外全般部分

給 湯 管

・水道加入金

防 火 区 画 を 貫 通 す る 配 管 の 処 理 は 、 前 後 1 . 0 ｍ を 不 燃 材 料 に て 施 工 の こ と 。

材 承 諾 を 受 け た も の を 使 用 す る 。

ＨＩ

Ａ

日本キヤリア株式会社 パナソニック株式会社

株式会社日立

M - 01Ｎｏ.
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※　換気扇のスイッチは電気設備工事とし、２４時間換気用スイッチは機械設備工事より支給品とする

記号 名称 参　　考　　型　　番 数量 仕　　様
電源（参考値）

設置場所
φ Ｖ Ｗ　／　ＫＷ

ＥＦ－１ 標準換気扇 ＥＸ－２０ＥＫ９－Ｃ 三菱 ４ 格子タイプ　電気式シャッター　羽根径：２０ｃｍ　引きひもなし　風量：４６８ｍ３／ｈ　ＳＵＳ製ウェザーカバー（防虫網付）・木枠共　内１×２４時間換気スイッチ　 １ １００ １１．５Ｗ 男子トイレ・多目的トイレ・女子トイレ・休憩所

　 衛 生 設 備 器 具 表 　

名　称 参考型番（TOTO) 数 設置場所 ページ
2025

　 換 気 設 備 機 器 表 　

給排気ｸﾞﾘﾙ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

１００φ　丸形フード（ＳＵＳ製・ギャラリ付・防虫網付）１

※エアコンの電源は屋外機に電気設備工事にて供給し、以降の電源線二次側わたり配線・リモコン配線は本工事とする。　冷暖房設備機器表　

電源（参考）

ｽﾍﾟｱ付紙巻器（棚付） YH191K（ｽﾃﾝﾚｽﾀｲﾌﾟ　かぎ付き） 4

洋風便器 CFS498BK　TCF5534AU（ｳｫｼｭﾚｯﾄ） 1φ×100V×311W 3 男子トイレ*1・女子トイレ*2 579

832

L270DM　TEL24DPRA（台付自動水栓）

CS20AB　SH30BA（密結ﾀﾝｸ）　TCF5841P（ｳｫｼｭﾚｯﾄ）

壁掛手洗器（乾電池型）

車いす対応便器

3

1 多目的トイレ

734・753

901

手摺（L型） T112CL9 3 849

T114CL10R手摺（L型）

手摺（跳ね上げ） T114HK8R

フィッティングボード（収納式）

小便器（乾電池型） UFH500（壁掛壁排水）　TEA62ADS（自動ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ）　T9R

YKA41R

2

1

男子トイレ

1φ×100V×600wオストメイト UAS81RSB1N　UTR141（側板） 1 多目的トイレ 885

652

894

ベビーシート（収納式） YKA25N 1 892

休憩所

換　気　計　算　表 シックハウス対策(建基令２０条の８) 換気回数(回/h)

決定換気量
Ｖ(m3/h)

備考
階 室名

天井高
(m)

室容積
(m3)

換気回数
(回/h)

必要換気量
Ｖ(m3/h)

換気回数
(回/h)

必要換気量
Ｖ(m3/h)

1

男子ﾄｲﾚ 2.50 25.35 10.0 253.50 260 EF-1 EX-20EK9-C

多目的ﾄｲﾚ 2.50 14.70 10.0 147.00 150 EF-1 EX-20EK9-C

女子ﾄｲﾚ 2.50 25.35 10.0 253.50 260 EF-1 EX-20EK9-C

休憩所 2.65 61.45 0.5 30.73 3.0 184.36 24h 200 EF-1 EX-20EK9-C

　衛生設備機器表　

1φ×100V×1260w

1

1

多目的トイレ

多目的トイレ

男子トイレ*1・女子トイレ*2

901

901

男子トイレ*1・女子トイレ*2・多目的トイレ*1

小便器用手摺 T114CU22R 1 男子トイレ 847

男子トイレ*1・女子トイレ*2・多目的トイレ*1

多目的トイレ

多目的トイレ

寸法：２９６×２９６×Ｈ１５４　重量：２．６ｋｇ　

掃除用流し SK22A　TK22　T23AEQ20C　TN114　T9R　HH04060×2　T37SGEP 1 倉庫 870

男子トイレ・女子トイレ・多目的トイレ 5133YM6090A化粧鏡（600*900）

日本ｷﾔﾘｱ

参考型番（LIXIL)

ＶＦＭ－２０Ｓ１
ＦＹ－２０ＥＥ６／４３

KF-67T2L

BC-P110SA　DQ-PA150CH　CW-PA21LQE-NE-R1　CF-020-SET　

L-275AN　AM-340CD　LF-3VK　LF-105PA　SF-10E　KF-30DN

BC-220SK　DT-K250　CW-PC12-NECK　CF-008-1

KF-920AE70D12J　KF-D16

KF-920AE70D12J　KF-D16

KF-471EH70JU　KF-D19

U-406RU　OKU-AT131SD　UF-506BWP　SF-10E

AC-CB-14　KF-D3（1P)

PTOM-B210S　PTOM-ESCR（側板）

AC-OK-21F　KF-D17（1P)

KF-701AEJ　KF-D16

S-202A　LF-7KEZ-19-U　SF-20SAF-P　SF-10E　SF-202

KF-6090

記号 参 考 型 番名称

ＡＣ－１ パッケージエアコン

数量

１

電源（参考値）

ＰＫＺ－ＺＲＭＰ６３Ｋ４

仕 様

壁掛形　冷：５．６ＫＷ　暖：６．３ＫＷ　圧縮機：１．２０ＫＷ　屋外機　寸法：８０９Ｗ×３００Ｄ×６３０Ｈ　質量：４２ｋｇ　　冷媒：１２．７φ×６．４φ　基礎共

設置場所
Ｖφ ｋｗ／Ｗ

冷１．４１ＫＷ三菱 ２００

屋内機　寸法：１１７０Ｗ×２９５Ｄ×３６５Ｈ　質量：２０ｋｇ　冷媒：１２．７φ×６．４φ　ドレン：２０ＶＰ　リモコン共（５．６ＡＰＦ） ２００ 暖２．３５ＫＷ

屋外（将来対応）

休憩所（将来対応）

３

３

記号 参 考 型 番名称

ＰＨ－１ パネルヒーター

数量

２

電源（参考値）

TPS-1002A

仕 様

壁掛縦型　デジタル式サーモスタット標準内蔵　取付金具・付属品付　保護ガード・いたずら防止カバー共　寸法：４２０＊８５＊Ｈ６８０　重量：７．３ｋｇ

設置場所
Ｖφ ｋｗ／Ｗ

１．０ＫＷｲﾝﾀｰｾﾝﾄﾗﾙ ２００ 男子トイレ・女子トイレ１

ＰＨ－２ パネルヒーター ｲﾝﾀｰｾﾝﾄﾗﾙ １TPS-0502A １ ２００ ０．５ＫＷ 多目的トイレ壁掛縦型　デジタル式サーモスタット標準内蔵　取付金具・付属品付　保護ガード・いたずら防止カバー共　寸法：２７０＊８５＊Ｈ６８０　重量：５．３ｋｇ

ｼｰｽﾞ線

ｼｰｽﾞ線

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾀﾞｲｷﾝ

ＰＡ－Ｐ６３Ｋ７ＨＢ

ＳＳＲＡ６３ＣＴ（将来対応）

M - 03Ｎｏ.
機 器 ・ 器 具 ・ 換 気 計 算 表

NS（A3) 旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事
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旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事1/50（A3)

衛 生 設 備 　 平 面 詳 細 図 １
Ｎｏ. M - 04
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旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事1/50（A3)

衛 生 設 備 　 平 面 詳 細 図 ２
Ｎｏ. M - 05
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２５ｍ／ｍ量水器　２５Ａ不凍栓ＴＫ形（ＢＯＸ共）

２５Ａ制水弁（ＢＯＸ共）

　　　　　　　　２０Ａ不凍栓（ＭＴ形　Ｌ＝４００　ＢＯＸ共）

　　２０Ａ不凍栓（ＭＴ形　Ｌ＝４００　ＢＯＸ共）

　　２０Ａ不凍栓（ＭＴ形　Ｌ＝４００　ＢＯＸ共）
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旧 市 役 所 跡 地 多 目 的 広 場 ト イ レ 等 建 設 工 事1/50（A3)

換 気 設 備 　 平 面 詳 細 図
Ｎｏ. M - 06
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